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活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

「水の東西」（山﨑正
和）

歴史総合
「歴史の扉」との関連

対比の構造

・日本と西洋の「水」に対するとら
え方の違いを整理する。
・音の表現に着目し、表記の違いに
よる効果を考える。

「水」の他に、日本と西洋とで感じ
方や考え方の違いを感じさせるもの
をあげ、その違いをまとめる。

「論理的ということ」
（野矢茂樹）

英語コミュニケーション
Ⅰ
「話すこと（やり取
り）」との関連

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種
類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫している。［Ｂ(1)
ウ］

評論の読み方

・筆者は「論理的」であるというこ
とはどのようなことだと考えている
か読み取る。
・筆者が「論理的」でなければなら
ないと考えているのはなぜか考え
る。
・「推論」について調べる。
・評論のパターンを知り、テーマを
意識して短い評論を読む。2

3

「『あ・うん』のコミュニケーショ
ン」とは例えばどのようなものか言
葉による日常的なやりとりをあげ、
それを「論理的」なものにするとど
うなるか考え、説明する。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解してい
る。［(1)ア］

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握している。［Ｃ(1)ア］

必履修科目

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
個別の情報と一般化された情報との関係について理解してい
る。［(2)イ］

４月

読む

③　主体的に学習に取り組む態度
・比較を通じて「東西」の文化の差異への理解を深め、
「水」の他に文化の差異を感じることについて、他者に伝え
ようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の論理展開を粘り強く読み取って筆者の主張を理解し、
学習課題に沿って具体的に考えようとしている。

履修区分 履修学年区分

○語句の意味や基本的な文法の意味を正確に理解した上で、「話
す・聞く・読む・書く」ができる。

○論理の構成や表現技法を理解し、論理的文章や文芸作品を読むこ
とができる。また、自分の考えを表現することができる。

○語彙力と読解のための技法を使い、複雑な論理展開ができる。ま
た、抽象度の高い語彙や表現を使いこなすことができる。

全日制・普通科・1学年

２０２３年度　１学年　国語科シラバス

現代の国語 教科書等 高等学校　現代の国語（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標

○生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。（知識及び技能）
○生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や判断力を伸ばす。（思考力、判断力、表現力等）
○言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間
性等）

科目名

科目の目標

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者
や社会に関わろうとする態度を養う。

学びに向かう力

○基本的な語彙力・文法力に基づき筋道を立てて考え、それを表現すること
ができる。
○基本的な語彙力・文法力に基づき、文脈を捉えながら内容を理解すること
ができる。

○論理の展開や表現技法を把握しつつ、文章の主題を的確に捉え、表現する
ことができる。
○既習作品を踏まえ、他の作品を読むことができる。

○複雑な論理展開や難解な表現を分析して、分かりやすく説明したり、自ら
の考えを論理的に表現したりできる。
○他作品と比較しながら、その作品の特色を味わうことができる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者
との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かに
しようとする態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付
けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出した
りする主体性や探究心を身に付けている。



・「もの」と「ことば」の関係につ
いて、本文で言う一般的な考え方を
まとめる。
・本文冒頭の内容は、「唯名論」と
「実念論」のどちらに近いものか考
える。

日本語と英語の単語を比較し、認識
される対象にどのような違いがある
かを調べる。

「ものとことば」（鈴木
孝夫）

論理・表現Ⅰ
「英語の特徴やきまりに
関する事項」との関連

実用の文章 3

・文章と図の内容を読み取る。
・「手話」が「言語メッセージ」の
手段であるのはなぜか考える。

文章と図の内容を踏まえて、自分が
何気なく行った動作が非言語メッ
セージとして受け取られた経験はな
いか、それはどのようなものだった
か話し合う。

総合的な探求の時間との
関連

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、目的に応じて、実社会の
中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を整理して、
伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の意見を踏まえた具体的事例を粘り強く分析し、学習課
題に沿って自分の考えを深めようとしている。

4

③　主体的に学習に取り組む態度
文章と資料が示す内容をあわせて理解し、具体的事例を用い
て積極的に考えを深め、学習課題に沿って話し合いに参加し
ようとしている。

①　知識・技能
言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解してい
る。［(1)ア］

授業時の観察
ワークシート
振り返りシート
等

・文章の構造、結論の示し方につい
て理解する。
・要約の方法を学び、形式段落を一
文に要約する。

「ポスト・プライバシー」を100字
で要約する。

「文章トレーニング１
（文章構造を理解す
る）」
「文章トレーニング２
（要約する）」

総合的な探求の時間との
関連

論理とレトリック

・本文を四つの段落に分け、小見出
しをつける。
・レトリック感覚が特に必要とされ
ている理由を読み取る。
・日本語の「レトリック」にはどの
ようなものがあるか。それぞれどの
ような効果があるか調べる。

自分の認識が一面的になっているこ
とはないか話し合う。

「コインは円形か」（佐
藤信夫）

英語コミュニケーション
「話すこと（発表）」と
の関連

一般論と主張

・「電子アイデンティティの時代」
とはどのような時代か、本文に即し
て説明する。
・「プライバシーの関心対象」の変
化とはどういうものか、背景も合わ
せて説明する。

グラフから読み取れることをまと
め、本文を踏まえながら自分の考え
を書く。

「ポスト・プライバ
シー」（阪本俊生）

情報Ⅰ
「情報社会の問題解決」
との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の考えを参考にしながら実社会の状況や問題点を考察
し、グラフを読み取り説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。［B(1)イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
本文の内容を自分のことに置き換えて考えようとしている。

4

③　主体的に学習に取り組む態度
文章構造を理解し、分かりやすく要約しようとしている。

①　知識・技能
言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解してい
る。［(1)ア］

3

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

①　知識・技能
推論の意味、やり方を理解し使っている。［(2)ウ］

4

書き言葉の記述

７月

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握している。［Ｃ(1)ア］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

話す・聞く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

６月

話す・聞く

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、目的に応じて、実社会の
中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を整理して、
伝え合う内容を検討している。［Ａ(1)ア］

①　知識・技能
個別の情報と一般化された情報との関係について理解してい
る。［(2)イ］

具体と抽象

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

５月

書く

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。［Ｂ(1)イ］

①　知識・技能
文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解している。[(1)オ]



聞き手にわかりやすく伝えることを
意識して、スピーチを行う。

「話すトレーニング（説
得力のある話し方）」

論理・表現Ⅰ
「話すこと（発表）」と
の関連

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、自分の考えが的確に伝わ
るよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反
応を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工
夫している。[Ａ(1)イ]

「命は誰のものなのか」
（柳澤桂子）

化学と人間生活
「科学技術の発展」との
関連

視野を広げる 4

・「理解は常に時間的な出来事」で
あるとはどういうことか説明する。
・接頭語の働きに注意し、否定の接
頭語を使った熟語を挙げる。

筆者の考えを、根拠も含めて100字
以内でまとめる。

「他者を理解するという
こと」
（鷲田清一）

論理・表現Ⅰ
「英語の特徴やきまりに
関する事項」との関連

書き言葉の技術

・論証の方法と検証の観点を学ぶ。
・主張と根拠のつながりについて考
える。

根拠を明確にし、新聞の社説に対す
る意見文を200字程度で書く。

「文章トレーニング４
（論証する）」
「文章トレーニング５
（意見文を書く）」

総合的な探求の時間との
関連

視野を広げる 5

・今日医学の発達により死の問題が
複雑になっているとはどういうこと
か、説明する。
・「命が尊いゆえん：を二つ整理す
る。

「命が自分のものであるという考
え」への賛否について、具体例を示
した上で意見文を書く。

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、意図に応じて書かれているかを確か
めて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえ
て、自分の文章の特長や課題を捉え直したりしている。［Ｂ
(1)エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
論理展開を押さえながら筆者の述べている内容を粘り強く読
み解き、学習課題に沿って適切にまとめようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
読み手の理解が得られるよう、工夫しながら文章を書こうと
している。

①　知識・技能
主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。
[(2)ア]

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

・「政治的思考にとって大切なこ
と」とはどのようなことか説明す
る。
・論の展開に注意し、筆者の主張を
理解する。

チャーチルの言葉を踏まえて、「独
裁政権」と比較しながら、「民主政
治」の特徴を説明する。

「政治的思考」（杉田
敦）

政治・経済
「現代日本における政
治・経済の諸課題」との
関連

「聞くトレーニング（情
報の聞き取り方）」

英語コミュニケーション
Ⅰ
「聞くこと」との関連

実用の文章

・条例とパンフレットの目的を確認
する。
・条例路パンフレットの文体、表現
の違いを話し合う。
・条例の文章を書き換える。

条例の前文を周知するための「パン
フレット」を作成する。

「目的に合わせて表現を
工夫する（条例とパンフ
レット）」

公共
「自立した主体としてよ
りよい社会の形成に参画
する私たち」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
実用的な文章の身近な事例を積極的に調べ、学習課題に沿っ
て適切な形式の文章を用いてまとめようとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、目的に応じて、文章に含まれている
情報を相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈す
るとともに、自分の考えを深めている。［Ｃ(1)イ］

3

①　知識・技能
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正
確さ、分かりやすさ、適切さなどに配慮した表現について理
解し、使っている。［(1)イ］

話し言葉の技術 2

・スキミングとスキャミングを意識
し、相手の話を正確に聞き取る。

教科書の文章を音読し、復唱や聴写
をする。

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、論理の展開を予想しなが
ら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価し
ている。［Ａ(1)エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
音読を正確に聞き取り、理解しようとしている。

話す・聞く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

話し言葉の技術 3

・相手を説得できる声、視線、構成
考えながら話す。

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の意見を参考にしながら、積極的に根拠や具体例を用い
て論理を構成し、学習課題に沿って自分の意見をまとめよう
としている。

①　知識・技能
主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。
［(2)ア］

3

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の意見や参考資料をもとに実社会の問題について積極的
に考察し、学習課題に沿って適切に説明しようとしている。

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

話す・聞く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

11月

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握している。［Ｃ(1)ア］

①　知識・技能
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正
確さ、分かりやすさ、適切さなどに配慮した表現について理
解し、使っている。［(1)イ］

10月

書く

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。［Ｂ(1)イ］

①　知識・技能
主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。
［(2)ア］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
パンフレット
等

読む

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

９月

書く

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。［Ｂ(1)イ］

①　知識・技能
実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
や語彙の構造や特色、用法などを理解し、文章の中で使うこ
とを通して語彙を豊かにしている。［(1)エ］

比較する 4

７月

①　知識・技能
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正
確さ、分かりやすさ、適切さなどに配慮した表現について理
解し、使っている。［(1)イ］



・さまざまなグラフの特徴を知る。
・実用文から必要な情報を読み取
る。

新聞記事の内容を要約し、それに対
する意見文を書く。

「グラフ・実用文の読み
方」

数学科
「データの分析」との関
連

①　知識・技能
推論の仕方を理解し使っている。［(2)ウ］

・セルフディベートを行う。
・議論について調べた情報を整理
し、根拠を明確にしつつ自分たちの
立場に有利なように論理を組み立て
る。

「すべての生徒がボランティア活動
に参加すべきである」という議論に
ついてディベートを行う。

「ディベート・討論」

公共
「公共の扉」との関連

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、論点を共有し、考えを広
げたり深めたりしながら、話合いの目的に応じて、結論の出
し方を工夫している。［Ａ(1)オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
ディベートにおける論理の一貫性について進んで検討しよう
としている。また、ディベートを踏まえて、自分の考え方に
ついて振り返り、積極的に話し合おうとしている。

３月

２月

読む

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。［Ｂ(1)イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
必要な情報を取捨選択し、読み手が分かりやすいように文章
をまとめようとしている。

・商品レビューから、主張と根拠を
読み取る。
・論証とは何かを考える。

インターネットの「商品レビュー」
をもとに、主張と根拠の関係、根拠
の妥当性について話し合う。

「根拠の妥当性を説明す
る（商品レビュー）」

情報Ⅰ
「情報社会の問題解決」
との関連

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、目的に応じて、実社会の
中から適切な話題を決め、伝え合う内容を検討している。
［Ａ(1)ア］

・さまざまな「時間」の捉え方を理
解し、それぞれの「時間」がどのよ
うな状態にあることを表しているか
説明する。
・「時間」にまつわる慣用表現や格
言をあげる。

「時間はどのように『ある』のか」
ということについて、筆者の考えを
まとめる。

「時を編む人間」（田口
茂）

総合的な探求の時間との
関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握している。［Ｃ(1)ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の考えを読み解き、「時間」という概念について考えよ
うとしている。

・レポートとは何かを知る。
・レポートを書く手順を理解する。

「スマートフォン」というトピック
に対するテーマを設定し、レポート
を作成する。

「レポート」

数学Ⅰ
「データの分析」との関
連

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の中か
ら適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し
て、伝えたいことを明確にまとめている。［Ｂ(1)ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
調査内容の整理とともに課題を粘り強く検討し、レポートの
形式に沿って自分の意見を明確に示そうとしている。

思考を深めるー関連づけて読む

①　知識・技能
実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について
理解を深めている。［(3)ア］

・「学校教育のなかで時計の時間が
価値基準になった」背景を本文から
まとめる。
・「誰もが自在につくりだしている
今という時間を生きている」とはど
ういうことか説明する。

自分の興味ある「時間」にかんする
本を読んで感想をまとめ、発表す
る。

「時間と自由の関係につ
いて」（内山節）

総合的な探求の時間との
関連

②　思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」において、自分の考えが的確に伝わ
るよう、自分の考えを明確にするとともに、話の構成を工夫
している。［Ａ(1)イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
同じテーマの文章を積極的に読み解き、学習課題に沿って自
分の考えを発表しようとしている。

授業時の観察
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

聞き手にわかりやすく伝えることを
意識して、スピーチを行う。

「話すトレーニング（説
得力のある話し方）」

論理・表現Ⅰ
「話すこと（発表）」と
の関連

③　主体的に学習に取り組む態度
相手の反応を見ながら、聞き手に分かりやすく伝えることを
意識して、話そうとしている。

実用の文章

①　知識・技能
情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っ
ている。［(2)エ］

・資料から読み取れることをまとめ
る。
・自分の暮らす地域の課題について
考える。
・地域の再生、活性化のポイントを
確認する。

資料の内容を踏まえて、自分の住む
地域も再生・活性化案を考え、具体
例とともに400字程度の文章にまと
める。

「資料を分析して考えを
まとめる（アンケート調
査）」

公共
「自立した主体としてよ
りよい社会の形成に参画
する私たち」との関連

5

2

3

3

③　主体的に学習に取り組む態度
解説内容を粘り強く理解し、論証の仕方について学習課題に
沿って考えようとしている。

思考を深めるー関連づけて読む

3

3

話し言葉の技術 3

・相手を説得できる声、視線、構成
考えながら話す。

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の中か
ら適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し
て、伝えたいことを明確にしている。［Ｂ⑴ア］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

話す・聞く言語技術の実践

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解してい
る。［(1)ア］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
レポート
等

③　主体的に学習に取り組む態度
課題資料を踏まえて積極的に身近な例を考え、学習課題に
沿って具体的にまとめようとしている。

話す・聞く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

１月

話す・聞く 4

実用の文章

①　知識・技能
主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。
［(2)ア］

実用の文章

①　知識・技能
情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っ
ている。［(2)エ］

12月

書く

言語技術の実践

①　知識・技能
情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使っ
ている。［(2)エ］

話す・聞く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
相互評価表
等

11月



23 30 17 70　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数 評価方法
教材及び教科等横断的な視

点等

知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについ
て理解した上で、表現の技法を知り、作品を読んでいる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文
化的背景について理解している。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについ
て理解した上で、表現の技法を知り、作品を読み解くことがで
きる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文
化的背景について理解を深めている。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについ
て理解した上で、表現の技法を知り、他の作品と比較しながら
読み味わっている。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文
化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

学びに向かう力

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が
国の言語文化について考えている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文体、描
写、語句などを適切に選び表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が
国の言語文化について自分の考えをもっている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文体、描
写、語句などを工夫しながら表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が
国の言語文化について自分の考えを他者に伝え、さらに深めている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文体、描
写、語句などを吟味しながら表現したいことを明確にしている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かにしようとす
る態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出したりする主体
性や探究心を身に付けている。

授業時の観察
ワークシート
小テスト
他

読む

授業時の観察
評価表
ワークシート
小テスト
等

①　知識・技能
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との
関係について理解している。［(2)ア］

２０２３年度　１学年　国語科シラバス

言語文化 教科書等 高等学校　言語文化（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標
○生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。（知識及び技能）
○生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や判断力を伸ばす。（思考力、判断力、表現力等）
○言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等）

科目名

科目の目標

○生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断力、表現力
等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学びに向か
う力、人間性等）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける
とともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができ
るようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

４月

読む

③　主体的に学習に取り組む態度
漢文に由来する学校名・会社名・人名などを調べて発表す
る課題において、積極的に自分の考えを説明しようとして
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に児と僧の様子や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

僧たちが「笑ふこと限りなし」と
なった理由を話し合う。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］

『宇治拾遺物語』「児のそら
寝」

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

②　思考・判断・表現
作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えを
もっている。［Ｂ(1)オ］

言語文化と古文
古文の世界を楽しむ

１古文の読解に必要な語彙・語法・文法を確認
する。
２文章に書かれた人物、心情などを表現に即し
て読み味わう。

3

3

「入門一・二」
「漁夫之利」

歴史総合
「歴史の扉」との関連

日本語の中に生きる漢文
故事と成語

１訓読の基礎を確認し、音読する。
２語注などを参考にしながら大意を捉える。
３この話がどのようなことを意味しているかを
考え、まとめる。

漢文に由来する学校名・会社名・
人物名などを調べたうえで、グ
ループでその内容をまとめて発表
する。

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年



５月

６月

現代にも生きる教え

読む

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的
背景などを理解している。［(2)イ］

読む

読む

②　思考・判断・表現
作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

７月

９月

１１月

読む

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

①　知識・技能
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との
関係について理解している。［(2)ア］

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

書く

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

読む

②　思考・判断・表現
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

１０月

　平安宮廷文学の世界

授業時の観察
評価表
ワークシート
小テスト
等

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

『徒然草』の中から、自分にとっ
て納得できる意見を探し、具体的
な事例と関連付けてグループ内で
発表する。

和歌による心の交流

１「芥川」を音読し、訳文を参考にして大意を
捉える。
２前半部の「男」の行動を整理する。
３和歌にこめられた「男」の心情を読み取る。
４「筒井筒」の段を音読し、大意を捉える。
５ 「筒井筒･･･」「比べ来し･･･」
の和歌から、「男」と「女」の心
情を読み取る。
６「風吹けば･･･」の和歌を聞いた男の心情の変
化を読み取る。

同じ内容を扱った歌物語と説話の
差異を考察し、話し合う。

　平安宮廷文学の世界 3

①　知識・技能
文章の意味は、文脈の中で形成されていることを理解して
いる。［(1)エ］

5

3

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に古文を自分に引きつけて解釈し、学習課題に沿っ
て現代語の随筆を書こうとしている。

故事と成語

１「神無月のころ」を音読し、大意を捉える。
２「柑子の木」を見た筆者の思いを捉え、筆者
の考え方を読み取る。
３ 「ある人、弓射ることを習ふに」を音読し、
作者がこの文章で主張しようとしていることを
理解する。

『徒然草』
「神無月のころ」
「ある人、弓射ることを習ふ
に」

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

１「矛盾」を音読し、語注を参考にしながら大
意を捉える。
２この話がどのようなことを意
味しているか考え、まとめる。
３「朝三暮四」を音読し、語注
を参考にしながら大意を捉える。
４ この話がどのようなことを意
味しているか考え、まとめる。
５ 故事から生まれた成語の用法について話し合
う。

現代日本語における漢文由来の故
事成語の用例を調べたうえで、グ
ループでその内容をまとめて発表
する。

「矛盾」
「朝三暮四」

英語コミュニケーションⅠ
「読むこと」との関連

受け継がれる古文
探求への扉ー比べ読み

１文章を通読し、概要を把握する。
２場面設定を確認する。
３「下人」の心情の変化を確認する。
４「老婆」の発言の内容をまとめる。
５「下人」の考えの変化と、そのきっかけに
なったできごとについて考え、話し合う。

『今昔物語集』との相違点を理解
し、『羅生門』にどのような効果
をもたらしているか、話し合う。

『羅生門』
『今昔物語集』

日本史探究
「近現代の地域・日本と世
界」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
『羅生門』『今昔物語集』を読み比べ、そこにある相違
が、作品にどのような効果を与えているか、考えようとし
ている。

②　思考・判断・表現
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
故事成語の用例を調べて発表する課題において、粘り強く
用例調査に取り組んでいる。

4

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］

①　知識・技能
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との
関係について理解している。［(2)ア］

4

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

読む

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

授業時の観察
評価表
ワークシート
小テスト
等

『伊勢物語』
「芥川」
「筒井筒」

論理・表現Ⅰ
「話すこと（やり取り）」と
の関連

読み継がれる歴史 4

１本文を通読し、大意を捉える。
２管仲の三つの行動に対する評価や態度を理解
する。
３管仲の言葉に込められている気持ちを理解す
る。

「管鮑の交わり」は現在どのよう
な意味で用いられているか調べ
る。

「ことば」を吟味する 5

１文章を通読し、概要を把握する。
２場面設定を確認する。
３馬締と西岡の考え方の違いを読み取り、それ
ぞれの良さを理解する。
４辞書を作るという仕事に就いている人々の熱
意を理解する。

作品の内容を踏まえて、辞書編集
者になったつもりで、言葉の意味
を自分なりに説明する。

「舟を編む」

英語コミュニケーションⅠ
「話すこと（やり取り）」と
の関連

②　思考・判断・表現
作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く『伊勢物語』と『今昔物語集』の違いを抽出し、
学習課題に沿って文章表現についての話し合いに参加しよ
うとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。
［Ｂ(1)エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って調査・発表に
取り組んでいる。

4

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って考察しようと
している。

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

①　知識・技能
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文
化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)ウ］

１「ありがたきもの」を音読し、
傍訳を参考にしながら大意を捉える。
２筆者が「ありがたし」として捉
えている事柄やその述べ方の共通点、筆者独自
のものの見方について考える。
３ 身のまわりの物事から「をか
し」「ありがたし」と感じることを探し、文章
にまとめる。

「ありがたきもの」というタイト
ルの随筆を現代語で書く。

『枕草子』
「ありがたきもの」

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

「管鮑之交」
「先従隗始」

歴史総合
「歴史の扉」との関連

　受け継がれる漢文

１小説の基本的な読み方を習得する。
２すぐれた短編小説の持つ緻密な構成や文体を
読み味わう。
３小説を自己の問題に引きつけながら読む姿勢
を養う。
４主人公の性格や生き方を鏡として、自分の中
にいるかもしれない「虎」について振り返り、
思索を深める。

作者がこの作品を人間が虎になる
という設定にした意図を考える。

「山月記」
「人虎伝」

歴史総合
「歴史の扉」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
人間が虎になるという設定の効果について粘り強く考察
し、これまでの学習を生かして考えようとしている。

②　思考・判断・表現
自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構
成、展開や、文体、描写、語句などの表現の仕方を工夫す
ること。［Ａ(1)イ］

5

①　知識・技能
文章の意味は、文脈の中で形成されていることを理解して
いる。［(1)エ］

１本文を通読し、大意を捉える。
２作者の人物像を捉える。

文章中に取り入られた漢詩の摂取
態度について話し合う。

『枕草子』
「雪のいと高う降りたるを」
「香炉峰下、新卜山居、草堂
初成、偶題東壁」（白氏文
集）

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

　漢詩のことば 3

１自然をうたった漢詩を読み味わい、表現の工
夫をとらえる。
２漢詩の表現の特徴を理解する。

作品中の表現をもとに、日本文化
と中国文化の類似点・相違点を考
察する。

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く『枕草子』と『白氏文集』の主題の違いを考え、
今までの学習を生かして話し合いに参加しようとしてい
る。

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

「静夜思」
「山行」
「月夜」
「登高」

世界史探究
「諸地域の歴史的特質の形
成」との関連



１１月

観察
ワークシート
小テスト

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

１２月

書く

②　思考・判断・表現
自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構
成、展開や、文体、描写、語句などの表現の仕方を工夫し
ている。［Ａ(1)イ］

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

仮名日記文学の原点　 3

１「門出」を通読し大意を捉える。
２女性に仮託して書いた作者の意図を理解す
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
由来について諸説ある漢語「葡萄」「琵琶」の語源説を調
べる活動において、粘り強く調査に取り組んでいる。

①　知識・技能
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文
化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)ウ］

　漢詩のことば 3

１自然をうたった漢詩を読み味わい、表現の工
夫をとらえる。
２漢詩の表現の特徴を理解する。

作品中の表現をもとに、日本文化
と中国文化の類似点・相違点を考
察する。

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

「静夜思」
「山行」
「月夜」
「登高」

世界史探究
「諸地域の歴史的特質の形
成」との関連

詩歌の系譜　 4

１和歌の印象的な部分について考える。
２自分の感じたことを言葉にする。

教科書掲載の和歌を本歌とした短
歌を創作する。

「新古今和歌集」

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に古典和歌と自分の体験とを結びつけ、学習課題に
沿って本歌取りの短歌を創作しようとしている。

当時の月の異名や時刻の表し方を
調べ、現代にその名残がある例を
探す。

『土佐日記』
「門出」

日本史探求
「中性の日本と世界」との関
連

②　思考・判断・表現
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

③　主体的に学習に取り組む態度
旧暦や古時刻、旧国名といった古典常識について積極的に
調べ、学習課題に沿って理解を深めようとしている。



10 60 70

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

読む

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

読む 3

２月

３月

記録する文学

①　知識・技能
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文
化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)ウ］

１月

読む

　詩歌の系譜

①　知識・技能
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文
化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)ウ］

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

書く

授業時の観察
ワークシート
小テスト
等

③　主体的に学習に取り組む態度
教材本文の解釈上の異説を調べる活動において、粘り強く
調査に取り組んでいる。

5

3

③　主体的に学習に取り組む態度
近現代に書かれた戦争文学を積極的に調査し、学習課題に
沿って発表しようとしている。

　先人を思う旅

3

3

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］　論語とその注釈

①　知識・技能
我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との
関係について理解している。［(2)ア］

１漢文訓読のきまりを理解する。
２『論語』の名言を味わい、現代に生きている
言葉や考え方について理解を深める。

図書館で『論語』の口語訳を掲載
している本を探し、同じ章句につ
いて複数の解釈をしているものが
ないか調べる。

『論語』

世界史探究
「諸地域の歴史的特質の形
成」との関連

１漢文訓読のきまりを理解する。
２「千里の馬」がその才能を発揮するためには
何が必要か読み取る。

能力によって人材を登用するため
の科挙がありながら、なぜ韓愈は
このような文章を書いたのか話し
合う。

「雑説」

世界史探究
「諸地域の歴史的特質の形
成」との関連②　思考・判断・表現

作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「雑説」の執筆背景を調べる活動において、粘り強く調査
に取り組んでいる。

　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと

１全文を通読し大意を捉える。
２登場人物について立場とそれぞれの考え方を
理解する。
３表現の特徴を捉え、そこから分かる心情を理
解する。

近現代に書かれた戦争に関する作
品の背景を調べ、発表する。

「沖縄の手記から」

情報Ⅰ
「情報通信ネットワークと
データの活用」・総合的な探
求の時間との関連

②　思考・判断・表現
作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをも
つことができている。［Ｂ(1)オ］

１本文を通読し、大意を捉える。
２作者の感動の中心を理解し、作者の人生観を
読み取る。
３文章構成の特徴を押さえる。

「五月雨の降り残してや光堂」の
句は、改作によってどのように変
化したか話し合う。

『おくのほそ道』
「序ー漂泊の思ひ」
「平泉」

日本史探究「近世の日本と世
界」との関連

②　思考・判断・表現
作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
改作前後の句について粘り強く比較し、学習課題に沿って
話し合いに参加しようとしている。

１作品を読み、その中から一
つ選んで、書き写したり音読
したりする。
２その作品を選んだ理由や、
感想を交流する。
３ 素材について感じたことや
思ったこと、発見したことなど
を書きとめる。
４表現を工夫して、短歌を作る

鑑賞文を自分なりの表現を考えて
書く。

「短歌」

英語コミュニケーションⅠ
「書くこと」との関連

②　思考・判断・表現
自分の知識や体験の中から適切な題材を決め、集めた材料
のよさや味わいを吟味して、表現したいことを明確にして
いる。［Ａ(1)ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうと
している。

論説の文章

①　知識・技能
古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的
背景などを理解している。［(2)イ］



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

履修学年区分 全日制・普通科・1学年

・写真や具体例を用いて、文化と
その多様性について理解する。
・地図を用いて、世界の宗教分布
について歴史的背景を含めて理解
を深める。など

主な言語活動

・世界各地における、太陽高度や
昼夜の時間の季節変化と、標準時
を確認し、緯度や経度との関係に
ついて考察する。
・地球儀上で方位や距離を計測
し、さまざまな世界地図での描か
れ方と比較することで、世界地図
の特徴を捉える。など

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

③　主体的に学習に取り組む態度
地図や地理情報システムについて、よりよい社会の実現を
視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようと
している。

①　知識・技能
日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図などを基
に、地図や地理情報システムの役割や有用性などについて
理解している。
現代世界のさまざまな地理情報について、地図や地理情報
システムなどを用いて、その情報を収集し、読み取り、ま
とめる基礎的・基本的な技能を身に付けている。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
地図や地理情報システムについて、位置や範囲、縮尺など
に着目して、目的や用途、内容、適切な活用の仕方などを
多面的・多角的に考察し、表現している。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

②　思考・判断・表現
世界の人々の生活文化について、その生活文化がみられる
場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなどに着目し
て、主題を設定し、多様性や変容の要因などを多面的・多
角的に考察し、表現している。

①　知識・技能
世界の人々の特色ある生活文化を基に、人々の生活文化が
地理的環境から影響を受けたり、影響を与えたりして多様
性をもつことや、地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解している。
世界の人々の特色ある生活文化を基に、自他の文化を尊重
し国際理解を図ることの重要性などについて理解してい
る。

２０２３年度　１学年　地理歴史科シラバス

地理総合 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
レポート　　等

定期考査
小テスト
レポート　　等

課題提出
リフレクションシート
授業時の観察　　　　　等

教科の目標

"○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
　現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
　地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果
的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）
　地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、
我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さをついての自覚などを深める。"					

科目名

科目の目標

（１）地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組などを理解するとともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようになる。
（２）地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり、地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
（３）地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本
国民としての自覚、わが国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。

・地球規模の自然システムや社会・経済システムを理解
できる。
・諸資料から地理に関する情報を地理情報システム等を
活用し効果的に収集し、読み取り、まとめることができ
る。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

『高等学校　新地理総合』（帝国書院）

履修区分

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

　主な学習活動　

知識・技能

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者
と協力しながら課題の解決に向けて行動することができ
る。
・自己を客観的な視点で振り返り、そこから得た自己の
課題や自らの目標の達成に必要な点を分析し、調整する
ことができる。

・地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連
を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関
係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり、地理的な課
題の解決に向けて構想したり、考察、構想したことを効
果的に説明したり、それらを基に議論できる。

・地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様
性や、防災、地域や地球的課題への取組などを理解する
とともに、地図や地理情報システム（GIS）などを用い
て、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめることができる。

より良い社会の実現を視野に、地球的・地域的課題を意欲的に追
究できる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しな
がら課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や自らの目標の達成に必要な点を分析することができ
る。

・地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分
布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作
用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考
察できる。

・地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防
災、地域や地球的課題への取組などを理解するとともに、地図や地
理情報システム（GIS）などを用いて、調査や諸資料から地理に関す
る様々な情報を読み取ることができる。

地理に関わる諸事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概
念等を活用して多面的・多角的に考察したり、地球に見られる課題
を把握し、その解決に向けて構想したりできる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力し
ながら課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や自らの目標の達成に必要な点を把握できる。

・地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や
分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存
作用、地域などに着目して理解することができる。

・地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防
災、地域や地球的課題への取組などを理解できる。
・地図や地理情報システム（GIS）などを用いて、調査や諸資料
から地理に関する様々な情報を読み取ることができる。

５

７

単元名

2節　グローバル化する世界
第1章　生活文化の多様性と国際理解
序説　生活文化の多様性
1節　 世界の地形と人々の生活

４月

５月

第1章　地図と地理情報システム
1節　地球用の位置と時差
2節　地図の役割と種類
第2章　結び付きを深める現代世界
1節　現代世界の国家と領域



レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

・地図を用いて、気温の高い/低い
地域や降水量の多い/少ない地域の
分布を捉えたり、写真を用いて、
地域による気候の多様性を理解す
る。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・写真や具体例を用いて、文化と
その多様性について理解する。
・地図を用いて、世界の宗教分布
について歴史的背景を含めて理解
を深める。など

③　主体的に学習に取り組む態度
気候が生活に与える影響、気温のしくみと分布の特徴、降
水のしくみと分布の特徴について、よりよい社会の実現を
視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようと
している。

②　思考・判断・表現
言語と民族の関わり、公用語と人々の生活への影響につい
て、多面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・生活文化に影響した歴史的背景、冷戦時代の体制が生活
に与える影響について、よりよい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追究、解決しようとしている。
・人々の工夫と農業の発展、農業の発展と生産性、農業の
近代化とその課題について、よりよい社会の実現を視野に
そこでみられる課題を主体的に追究、解決しようとしてい
る。

①　知識・技能
気候が生活に与える影響、気温のしくみと分布の特徴、降
水のしくみと分布の特徴について理解している。

・統計や主題図を用いて世界の人
口分布と人口増加の特徴を把握
し、その背景について考察する。
・主題図や統計を用いて、世界の
食料増産・供給の地域差を認識
し、食料問題の存在を把握する。
など

②　思考・判断・表現
世界各地でみられる地球環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題及び居住・都市問題などの地球的課題
について、地域の結び付きや持続可能な社会づくりなどに
着目して、主題を設定し、現状や要因、解決の方向性など
を多面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
エネルギーの種類と資源利用の変化、国によって異なる電
力構成、鉱産資源の利用について、よりよい社会の実現を
視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようと
している。

②　思考・判断・表現
発展途上国の飢餓の問題、先進国に偏る食料の問題につい
て、多面的・多角的に考察し、表現している。

7

③　主体的に学習に取り組む態度
地球的課題と国際協力について、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようとし
ている。

①　知識・技能
エネルギーの種類と資源利用の変化、国によって異なる電
力構成、鉱産資源の利用について理解している。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

8

・主題図を用いて地球環境問題の
現状について視覚的に捉える。
・統計から地球温暖化の現状を把
握し、その背景・要因とそれがも
たらす問題について考察する。な
ど

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

7

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・統計を用いて、エネルギー消費
の南北格差の現状とその背景につ
いて考察する。
・統計を用いて、原油価格の推移
とその背景について国際政治・経
済との関わりから考察する。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

①　知識・技能
・生活文化に影響した歴史的背景、冷戦時代の体制が生活
に与える影響について理解している。
・人々の工夫と農業の発展、農業の発展と生産性、農業の
近代化とその課題について理解している。

５

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

③　主体的に学習に取り組む態度
生活文化の多様性と国際理解について、よりよい社会の実
現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しよ
うとしている。

②　思考・判断・表現
エネルギーの種類と資源利用の変化、国によって異なる電
力構成、鉱産資源の利用について、多面的・多角的に考察
し、表現している。

①　知識・技能
発展途上国の飢餓の問題、先進国に偏る食料の問題につい
て理解している。

②　思考・判断・表現
気候が生活に与える影響、気温のしくみと分布の特徴、降
水のしくみと分布の特徴について、多面的・多角的に考察
し、表現している。

①　知識・技能
言語と民族の関わり、公用語と人々の生活への影響につい
て理解している。

②　思考・判断・表現
・生活文化に影響した歴史的背景、冷戦時代の体制が生活
に与える影響について、多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
・人々の工夫と農業の発展、農業の発展と生産性、農業の
近代化とその課題について、多面的・多角的に考察し、表
現している。

①　知識・技能
世界各地でみられる地球環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に、地球
的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連性などに
ついて大観し理解している。
世界各地でみられる地球環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に、地球
的課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国の
取り組みや国際協力が必要であることなどについて理解し
ている。

１０月

１１月

7

③　主体的に学習に取り組む態度
言語と民族の関わり、公用語と人々の生活への影響につい
て、よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究、解決しようとしている。

・写真や具体例を用いて、文化と
その多様性について理解する。
・地図を用いて、世界の宗教分布
について歴史的背景を含めて理解
する。など

・世界の言語の特徴や、
公用語と人々の生活への
影響などを考察するた
め、英語科との連携を図
る。

・写真や主題図を用いて、世界の
食文化の多様性と農業の地域性に
ついて考察する。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

１２月

７

６

5節　食料問題
6節　都市・居住問題

3節　資源・エネルギー問題
4節　人口問題

第2章　地球的課題と国際
1節　複雑に絡み合う地球的課題
2節　地球環境問題

4節　歴史的背景と人々の生活
5節　世界の産業と人々の生活

3節　世界の言語・宗教と人々の生活

2節　世界の気候と人々の生活

2節　グローバル化する世界
第1章　生活文化の多様性と国際理解
序説　生活文化の多様性
1節　 世界の地形と人々の生活

５月

６月

７月

９月



レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

・地形の特性と自然災害との関係
性について、主題図や衛星画像な
どを用いて考察する。
・日本列島の気候の特性と自然災
害との関係性について、地形学習
の成果をふまえて考察する。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

③　主体的に学習に取り組む態度
自然環境と防災について、よりよい社会の実現を視野にそ
こでみられる課題を主体的に追究、解決しようとしてい
る。

・統計や主題図を用いて世界の人
口分布と人口増加の特徴を把握
し、その背景について考察する。
・主題図や統計を用いて、世界の
食料増産・供給の地域差を認識
し、食料問題の存在を把握する。
など

③　主体的に学習に取り組む態度
発展途上国の飢餓の問題、先進国に偏る食料の問題につい
て、よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究、解決しようとしている。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

7

①　知識・技能
我が国をはじめ世界でみられる自然災害や生徒の生活圏で
みられる自然災害を基に、地域の自然環境の特色と自然災
害への備えや対応との関わりとともに、自然災害の規模や
頻度、地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて
理解している。
さまざまな自然災害に対応したハザードマップや新旧地形
図をはじめとする各種の地理情報について、その情報を収
集し、読み取り、まとめる地理的技能を身に付けている。

②　思考・判断・表現
地域性を踏まえた防災について、自然及び社会的条件との
関わり、地域の共通点や差異、持続可能な地域づくりなど
に着目して、主題を設定し、自然災害への備えや対応など
を多面的・多角的に考察し、表現している。

7１２月

１月

第3部　持続可能な地域づくりと私たち
第1章　自然環境と防災
1節　日本の自然環境
2節　地震・津波と防災
3節　自然災害と防災

5節　食料問題
6節　都市・居住問題



定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題
など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

70

②　思考・判断・表現
被災地の自助・共助・公助、復旧・復興の取り組みについ
て、多面的・多角的に考察し、表現している。

・地域の状況やその課題
などを検討するため、公
民科との連携を図る。

③　主体的に学習に取り組む態度
生活圏の調査と地域の展望について、よりよい社会の実現
を視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しよう
としている。

①　知識・技能
生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決に向けた取り組
みや探究する手法などについて理解している。

②　思考・判断・表現
生活圏の地理的な課題について、生活圏内や生活圏外との
結び付き、地域の成り立ちや変容、持続可能な地域づくり
などに着目して、主題を設定し、課題解決に求められる取
り組みなどを多面的・多角的に考察、構想し、表現してい
る。

5

③　主体的に学習に取り組む態度
被災地の自助・共助・公助、復旧・復興の取り組みについ
て、よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究、解決しようとしている。

①　知識・技能
被災地の自助・共助・公助、復旧・復興の取り組みについ
て理解しており、地理的技能を身に付けている。

6

・地震や津波の発生メカニズムに
ついて模式図を用いて考察する。
・地震や津波によってもたらされ
る被害の状況について、複数の写
真を用いて考察する。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・学校周辺地域における新旧の地
形図や統計を用いて地域の変容に
ついて考察する。
・地域調査の一連の流れをふまえ
ながら、学校周辺地域で生じてい
る複数の課題を見いだし、班ごと
に調査テーマを設定する。
・地域調査の一連の流れをふまえ
ながら、班ごとに身近な地域の調
査計画を立案する。など

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

３月

指導時間数の計

第2章　生活圏の調査と地域の展望
1節　生活圏の調査と地域の展望

4節　気象災害と防災
5節　自然災害への備え

２月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資質･能
力の育成に関わる他教科等
との関連

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

７

６

・海外文献の読解・比較な
ど、英語科との連携を図る。

19世紀の欧米で広まった自由主義と
ナショナリズムの運動によって生み
出された国民国家について、諸資料
から読み取り、多面的・多角的に考
察し、表現する。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・工業化と世界市場の形成に対する
問いを表現し、小単元の学習の見通
しを立てる。
・イギリスで起こった産業革命と、
産業革命後の資本主義の確立につい
て、諸資料から読み取り、多面的・
多角的に考察し、表現する。など

①　知識・技能
身の回りの事象と世界の歴史がつながっていることを理解
している。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
身の回りの事象と世界の歴史とのつながりについて考察
し、自分の考えを表現している。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

③　主体的に学習に取り組む態度
市民革命や産業革命が現代社会に与えた影響について、解
決策を追究しようとしている。

②　思考・判断・表現
国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・抑圧、帝国
主義が人類に与えた変化について、自分の言葉で表現して
いる。

②　思考・判断・表現
市民革命および産業革命の経緯などから、諸改革の意義と
現代社会との関わりを考察し、自分の言葉で表現してい
る。

①　知識・技能
市民社会と国民国家の形成、資本主義社会と国際分業体制
の確立の経緯を理解している。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら課題の
解決に向けて行動することができる。
・自己を客観的な視点で振り返り、そこから得た自己の課題や自らの目標の達
成に必要な点を分析し、調整することができる。

２０２３年度　１学年　地理歴史科シラバス

歴史総合 教科書等 『明解　歴史総合』（帝国書院）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
授業の観察　　等

定期考査
小テスト
レポート　　等

課題提出
リフレクションシート
授業時の観察　　　　　等

教科の目標

"○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
　現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
　地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）
　地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が
国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さをついての自覚などを深める。"					

科目名

科目の目標

（１）近現代の歴史の変化に関する諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（２）近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる
課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
（３）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史の理解を深め、諸
資料から情報を効果的に収集し、読み取り、まとめることがで
きる。

知識・技能学力の３要素

必履修科目

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

主な言語活動

①　知識・技能
国民国家の展開と手一句主義による世界分割や移民の状況
を理解している。

・絵画・史料・数値など歴史におけ
る史資料の重要性と、事実と解釈を
分けて読みとるなど、諸資料を多面
的・多角的に考察し、表現する。な
ど

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

③　主体的に学習に取り組む態度
中学校までの学習を踏まえて、見通しをもって学習に取り
組もうとし、問いを繰り返し洗練させていくなど、粘り強
く取り組もうとしている。

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

　主な学習活動　

知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を理解できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から適切に判断
することができる。

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を考察できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取るこ
とができる。

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を考察できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取り、
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、課題の解決に
向けて活用できる。

より良い社会の実現を視野に、世界とその中の日本における日本の在り方につ
いて歴史的な観点から意欲的に追究できる。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を踏
まえて理解することができる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、資
料等を適切に用いることができる。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を踏
まえ、その解決を視野に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、資
料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想することができ
る。

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、歴史に関わる事象の意味や
意義、特色、事象相互の関連を多面的・多角的に考察し、歴史に見られる課題
を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を踏まえ、その解決を視野
に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、資
料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想したことを効果的
に説明したり論述したり再構成しながら議論することができる。

諸事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概念等を活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史にみられる諸課題を把握し、その解決に向けて構想
したりできる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら課題の
解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や目標達成に必要な点を把握できる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら課題の
解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や自らの目標の達成に必要な点を分析することができる。

6

単元名

3章　近代化の進展と国民国家形成
１　1848年～近代ヨーロッパの転換点
２　イタリア・ドイツの統一とロシアの近
代化
３　アメリカの拡大と第2次産業革命
４　帝国主義と世界の一体化
4章　アジア諸国の動揺と日本の開国
１　「西洋の衝撃」と西アジアの変化
２　南・東南アジアの植民地化

３　清の繁栄と結びつく東アジア
４　アジア・アメリカに向かうヨーロッパ
2章　欧米諸国における近代化
１　イギリスの革命とアメリカの独立
２　フランス革命～ヨーロッパ近代の幕
開け
３　フランス革命の影響と国民意識の芽
生え
４　産業革命で変わる社会
５　イギリスの繁栄と国際分業体制

４月

５月

６月

第1部1章　歴史と私たち
2章　歴史の特質と資料
第2部　序章　近代化への問い
1章　江戸時代の日本と結びつく世界
１　アジアのなかの江戸幕府
２　成熟する江戸社会



レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

６

19世紀の東アジアが、不平等条約の
締結によって、西欧諸国とどのよう
に関わり、どのように変化していっ
たのかについて、諸資料から読み取
り、多面的・多角的に考察し、表現
する。など

③　主体的に学習に取り組む態度
国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた影響につい
て、追究しようとしている。

②　思考・判断・表現
アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりして考察し、
「西洋の衝撃」の歴史的意義について自分の言葉で表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・明治維新やアジア諸国の変容が、現代社会にどのような
課題を与えたかについて考察し、解決策を追究しようとし
ている。
・近代化に関連する現代の課題について考察し、歴史的な
経緯を踏まえたうえで自分なりの解決策を追究しようとし
ている。

８

７

４

４

７

19世紀の欧米で広まった自由主義と
ナショナリズムの運動によって生み
出された国民国家について、諸資料
から読み取り、多面的・多角的に考
察し、表現する。

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

国際政治の変容についての問いを表
現し、小単元の学習の見通しを立て
る。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

③　主体的に学習に取り組む態度
大衆の戦争への加担という問題を現代社会における課題と
してとらえ、その解決策を追究しようとしている。

②　思考・判断・表現
３部序章で立てた問いに対し、キーワードとなる5つの視点
のいずれかから考察し、史資料を用いて根拠を明らかにし
て、自分なりの見解を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
国際秩序の変化や大衆化に関連する現代の課題について考
察し、歴史的な経緯を踏まえたうえで自分なりの解決策を
追究しようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社会にどのよう
な課題を生み出したかについて考察し、追究しようとして
いる。

・国際協調体制の動揺についての問
いを表現し、小単元の学習の見通し
を立てる。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

②　思考・判断・表現
第一次世界大戦の総力戦体制下において、列強の戦闘員・
列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々がそれぞれどの
ような目的で戦争に協力したのかを考察し、自分の言葉で
表現している。

・立憲体制と国民国家の形成に対す
る問いを表現し、小単元の学習の見
通しを立てる。
・20世紀はじめの帝国主義に対する
批判の動きや、その当時の国際関係
の再編について、諸資料から読み取
り、多面的・多角的に考察し、表現
する。など

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

③　主体的に学習に取り組む態度
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加が、現在の社
会につながるどのような課題を生み出したのかについて考
察し、解決策について追究しようとしている。

①　知識・技能
①世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経緯に
ついて、大衆とマスメディアの関わりに着目しながら理解
している。

①　知識・技能
・グローバル化に関わる史資料を読み解く技能を身に付け
ている。
・55年体制の形成から高度経済成長に至る日本の動きを、
冷戦下の国際情勢を踏まえながらその中に位置づけて理解
している。

②　思考・判断・表現
・資料から得た情報と、中学校までの学習で得た知識を総
合し、グローバル化を読み解く問いを表現している。
・冷戦下の日本と世界の動向について、政治・経済の関連
や諸地域間の比較を通して多面的に考察し、自分の言葉で
表現している。

冷戦が拡大しながらも共存していく
過程や、そのなかでアジア・アフリ
カ諸国に独自の動きが現れたことに
ついて、諸資料から読み取り、多面
的・多角的に考察し、表現する。な
ど

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・第二次世界大戦がどのようにはじ
まり、どのように拡大したか、ま
た、日中戦争やアジア太平洋戦争と
どのように結びついたのかについ
て、諸資料から読み取り、多面的・
多角的に考察し、表現する。など

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

①　知識・技能
・明治維新とその後の日本の変化やアジア諸国の変容につ
いて理解している。
・２部で学習したことを基に、近代化を特色づける4つの項
目についてまとめ、近代化を特徴を理解する。

７

②　思考・判断・表現
ファシズム体制の形成から終戦に至るまで、ドイツや日本
で大衆がなぜ戦争に協力していったのか考察し、自分の言
葉で表現している。

①　知識・技能
３部で学習したことを基に、国際秩序の変化や大衆化が進
展した時期についてまとめ、その特徴を理解している。

①　知識・技能
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について理解して
いる。

②　思考・判断・表現
・明治維新の歴史的な意義について、現代の日本への影響
と関連付けて考察し、自分の言葉で表現している。
・２部の最初に立てた問いに対し、キーワードとなる5つの
視点のいずれかから考察し、史資料を用いて根拠を明らか
にして、自分なりの見解を表現する。

①　知識・技能
国際関係の視点を軸に、第一次世界大戦勃発から終戦まで
の経緯と、参戦各国の社会の変化について理解している。

１２月

１月

第4部　グローバル化と私たち
1章　冷戦で揺れる世界と日本
１　アメリカ・ソ連の緊張と緩和
２　冷戦下における日本の復興
３　第三勢力の形成と脱植民地化
４　中東戦争とパレスチナ問題

３　日本撤退後の東アジア
４　日本の改革と独立の回復
「国際秩序の変化や大衆化」を振り返り
現代的な諸課題と結びつけて考えよ
う！

３　政党政治の断絶と満州事変
４　日中戦争の始まり
５　第二次世界大戦の展開
６　戦局の悪化と被害の拡大
７　第二次世界大戦の終結とその影響
４章　再出発する世界と日本
１　戦後の新たな国際秩序
２　冷戦の始まり

２　東アジアの民族自決の行方
３　中東・インドの民族自決の影響
４　ヨーロッパの復興と大衆の政治参加
５　大衆社会の出現とアメリカの繁栄
６　日本における大衆社会の形成
3章　日本の行方と第二次世界大戦
１　世界恐慌が与えた影響
２　ファシズムの台頭と拡大

５　日露戦争が与えた影響
「近代化」を振り返り現代的な諸課題と
結びつけて考えよう！
第3部　国際秩序の変化や大衆化と私た
ち
序章　国際秩序の変化や大衆化への問
い
第1章　第一次世界大戦と日本の対応
１　ドイツの挑戦とバルカン半島の緊張
２　総力戦となった第一次世界大戦
３　ロシア革命と大戦の終結
2章　国際協調と大衆社会の広がり
１　ヴェルサイユ体制の成立

３　ヨーロッパの日本接近とアヘン戦争
４　黒船の来航と日本の対応
５　新体制の模索と江戸幕府の滅亡
5章　近代化が進む日本と東アジア
１　新政府の誕生
２　近代国家を目指す日本
３　日本と清の近代化と日清戦争
４　列強の中国進出と日露戦争

3章　近代化の進展と国民国家形成
１　1848年～近代ヨーロッパの転換点
２　イタリア・ドイツの統一とロシアの近
代化
３　アメリカの拡大と第2次産業革命
４　帝国主義と世界の一体化
4章　アジア諸国の動揺と日本の開国
１　「西洋の衝撃」と西アジアの変化
２　南・東南アジアの植民地化

６月

７月

９月

１０月

１１月



レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問題な
ど）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

70
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③　主体的に学習に取り組む態度
冷戦下における各国の政治的・経済的選択が、現代社会に
どのような課題を生み出したのか考察し、解決策について
追究しようとしている。

４

・国際経済や国際政治の動向
を捉えるなど、公民科との連
携を図る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・冷戦の終結とグローバル化の進展がどのような課題を生
み出したのかについて考察し、解決策について追究しよう
としている。
・自ら設定した問いに対し、学習して身に付けた知識や教
科書、その他の史資料を活用して、課題の解決のために、
主体的・計画的に探究学習に取り組もうとしている。

①　知識・技能
・冷戦終結の過程とグローバル化の特質について理解して
いる。
・４部で学習したことを基に、グローバル化についてメ
リットとデメリットについてまとめ、その特徴を理解して
いる。

②　思考・判断・表現
・グローバル化の進展や地域統合、ナショナリズムの強化
について各地域を比較して考察し、その特質や問題点を自
分の言葉で表現している。
・歴史を読み解く5つの視点を踏まえ、これまで学習した内
容から現代的な諸課題を一つ取り上げて探究の方向性を決
める問いを設定し、教科書や他の資料を用いてまとめた上
で、課題の解決へ向けた自分の見解を表現している。

②　思考・判断・表現
各国の選択を比較し、「東アジアの奇跡」が起こった要因
や世界史における意義について考察し、自分の言葉で表現
している。

①　知識・技能
１960年代から80年代を中心に、冷戦下における各国の選択
と経済成長について理解している。

冷戦が拡大しながらも共存していく
過程や、そのなかでアジア・アフリ
カ諸国に独自の動きが現れたことに
ついて、諸資料から読み取り、多面
的・多角的に考察し、表現する。な
ど

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

③　主体的に学習に取り組む態度
・中学校までの学習を踏まえて、見通しをもって学習に取
り組もうとし、問いを繰り返し洗練させていくなど、粘り
強く取り組もうとしている。
・冷戦期における各国の動向、現在の社会においてどのよ
うな課題を生み出したのか考察し、解決策について追究し
ようとしている。

５

・世界経済の拡大と経済成長下の日
本の社会についての問いを表現し、
小単元の学習の見通しを立てる。な
ど

・グループで協同的に問題
を解決するため、学習の見
通しを立てたり、調べた結
果を分析し、議論する。な
ど

・欧米先進国や日本の経済成長の特
徴と、経済成長がもたらした社会の
変容や環境問題について、諸資料か
ら読み取り、多面的・多角的に考察
し、表現する。
・グローバル化の進展によって世界
が抱えた問題点や、その解決に向け
ての取り組みについて、諸資料から
読み取り、多面的・多角的に考察
し、表現する。など

・資料をもとに根拠に基づ
いて考えをまとめる。
・テーマを決めて複数の本
や資料などを読み、内容を
比較したり、批判的に捉え
たりするなど、知識や考え
を深める。など

１月

３月

指導時間数の計

２　冷戦の終結が与えた世界への影響
３　超大国アメリカと中東情勢
４　国際環境の変化と日本
５　グローバル化による国際社会の変容
これまでの学習を振り返り現代的な諸
課題の形成と展望を考えよう！

2章　多極化する世界
１　揺らぐアメリカと先進各国の変化
２　「経済大国」日本の模索
３　経済発展に取り組むアジア・南米諸
国
４　イスラーム復興と冷戦への影響
3章　グローバル化のなかの世界と日本
１　冷戦の終結と変わる世界構造

第4部　グローバル化と私たち
1章　冷戦で揺れる世界と日本
１　アメリカ・ソ連の緊張と緩和
２　冷戦下における日本の復興
３　第三勢力の形成と脱植民地化
４　中東戦争とパレスチナ問題

２月



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

11

自然数、整数、有理数、無理数、
実数の意味を理解し、実数が四則
演算に関して閉じていることなど
について理解する。また、分数が
有限小数や循環小数で表される仕
組みや絶対値の定義をもとに、絶
対値記号を含む式の計算について
理解する。
根号を含む式の計算ができる。ま
た、分母の有理化について理解
し、基本的な計算ができるととも
に、分母の有理化を活用して式の
値を求めることができる。
不等式の意味を理解し、不等式の
基本性質を理解する。さらに、不
等式の性質をもとに、不等式の解
と不等式を解くことの意味を理解
し、1次不等式を解くことができ
る。

①　知識・技能
単項式、多項式、項、次数、係数、定数項、同類項、多項
式の次数、n次式など、式についての用語の意味を理解し
ている。
指数法則や乗法公式といった計算規則についての理解を深
め、適切に式を変形することができる。
中学校で学んだ因数分解について振り返り、既に学んだ公
式を適切に利用して式を因数分解することができる。
乗法公式を逆に用いることで因数分解の公式として利用で
きることを理解し、式を正しく因数分解することができ
る。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
具体的な単項式の計算をもとに、指数に関する計算規則に
ついて考察することができる。
式を多面的に捉える工夫の中から、目的に応じて適切な方
法を判断することができる。
x^2の係数が1ではない2次式を因数分解する方法につい
て、乗法公式をもとにして考察することができる。
式の特徴に応じて、式の一部を1つの文字に置き換えて考
えたり、特定の文字に着目して整理するなど、見通しを
もって式を因数分解したりすることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

①　知識・技能
数に関連する用語の意味や、循環小数を表す記号について
理解している。
実数が四則演算に関して閉じていることについて理解して
いる。
実数が数直線上の点と1対1に対応していることを理解し、
それに基づいた実数の絶対値の定義について理解してい
る。
簡単な無理数の四則演算や分母を有理化することができ
る。
不等式の意味やその基本性質、不等式の解と不等式を解く
ことの意味について理解し、1次不等式を解くことができ
る。

自らの目標に向けて、明確な分析と計画をたて、主体的・能動的に困難
を乗り越える事ができる。	

２０２３年度　１学年　数学科シラバス

数学Ⅰ 教科書等 Standard　数学Ⅰ（東京書籍）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
提出物　　等

定期考査
小テスト
提出物
授業時の観察　　等

定期考査
小テスト
提出物
振り返りシート　　等

教科の目標

〇基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
　(知識・技能)
〇論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現し考察する力、社会の事象などから設定した問題について、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。（思考・判断・表現等）	
〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。（主体的に取り組む態度等）

科目名

科目の目標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　数と式、図形と計量、2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
(2)　命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関
係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象などから設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法
を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。
(3)　数学の良さを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、数学的に処理する
仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。

知識・技能学力の３要素

必履修科目

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

主な言語活動

単項式、多項式、項、次数、係
数、定数項、同類項、多項式の次
数、n次式など、式についての用語
の意味理解、及び指数法則、乗法
公式などについての理解を深め、
目的に応じて式を多面的に捉えた
り変形したりして展開できる力を
培う。
中学校で学んだ因数分解について
振り返り、乗法公式を逆に用いた
因数分解の公式を理解するととも
に、式の一部を1つの文字に置き換
えて考えたり、特定の文字に着目
したりするなど、見通しをもって
因数分解することができる。

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

③　主体的に学習に取り組む態度
具体的な単項式の計算をもとに、指数に関する計算規則に
ついて考えようとしている。
式を多面的に捉えて、複数の方法で式を変形する方法につ
いて、それぞれのよさを比較・検討しようとしている。
x^2の係数が1ではない2次式を因数分解する方法につい
て、乗法公式をもとにして考えようとしている。
式を多面的に捉えて、複数の見方で式を整理して因数分解
する方法について、それぞれの良さを比較・検討しようと
している。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

　主な学習活動　

知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、授業内で示された
学習活動に主体的に取り組むことができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、学習内容を十分に
理解し自ら学習課題を設定し、課題の解決に向けて取り組むこ
とができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、身に付けた知識・
技能を活用しながら論理的に思考し、総合的に捉えて積極的に
発展的な内容に取り組む事ができる。

数学の論理や体系に関心を持つとともに、数学の良さを認識しそれらを
事象の考察に積極的に活用しようとする姿勢を身に付けている。

事象を数学的に様々な視点からまとめ、課題を考察することができる。
相手の意見を参考にしながら、適切な言葉で相手に伝えることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、収集した情報を取捨選択しながら
課題解決へ向かうことができる。
論議の中で意見を伝えたり、相手の意見を受け入れたりしながら、課題と
なる部分を明確にすることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、課題に対して解決の根拠を明確に
しながら表現することができる。
他者と協力し働きかけながら、理解を深めあい、問題解決にむけて論議し
ながら合意を形成することで目標を提示することができる。

事象を数学的に考察・表現し、思考の過程を振り返り、多面的・発展的に
考えることを通じて、数学的な見方や考え方を身に付けている。

自らの課題や目標を理解し、それを解決するために行動することができ
る。

課題の解決に向け、他者と協力し合いながら計画を作成し、積極的に行
動することができる。
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単元名

２節　実数
１　実数
２　根号を含む式の計算
３節　１次不等式
１　不等式と１次不等式

４月

５月

１章　数と式
１節　式の計算
１　展開
２　因数分解



定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

11

11

命題と条件、必要条件、十分条
件、必要十分条件の用語の定義を
学び、その概念を図表示による包
含関係と関連付けて理解する。
命題の逆、裏、対偶を理解する。
また、対偶を利用した証明法や背
理法による証明法を習得するとと
もに論理的な思考力を高める。

③　主体的に学習に取り組む態度
連立方程式の意味や連立1次不等式の解法の仕組みについ
て考えようとしている。
具体的な集合の例をもとにして、集合同士の共通部分や和
集合の概念について考えようとしている。
集合を図で表すことによって、ド・モルガンの法則が成り
立つことを説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
条件や命題の真偽について、それらを集合の包含関係と関
連付け、図表示による表現を用いて考察することができ
る。
対偶や背理法を利用した証明の過程を適切に表現すること
ができる。
対偶や背理法を利用した証明の仕方について考察すること
ができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
2つの2次関数のグラフの位置関係について考えようとして
いる。
2次関数のグラフを利用して、定義域に応じた値域、最
大・最小を考えようとしている。

11

11

連立1次不等式を解くことができ
る。また、具体的な問題の解決に1
次不等式を活用することができ
る。
集合の包含関係、部分集合、共通
部分と和集合、全体集合、補集
合、空集合、ド・モルガンの法則
などについて理解する。また、集
合に関する記号の意味を理解し、
適切に用いることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

論理部分では、国語科と
の連携を図ることができ
る。

自然数、整数、有理数、無理数、
実数の意味を理解し、実数が四則
演算に関して閉じていることなど
について理解する。また、分数が
有限小数や循環小数で表される仕
組みや絶対値の定義をもとに、絶
対値記号を含む式の計算について
理解する。
根号を含む式の計算ができる。ま
た、分母の有理化について理解
し、基本的な計算ができるととも
に、分母の有理化を活用して式の
値を求めることができる。
不等式の意味を理解し、不等式の
基本性質を理解する。さらに、不
等式の性質をもとに、不等式の解
と不等式を解くことの意味を理解
し、1次不等式を解くことができ
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
条件や命題の真偽について、それらを集合の包含関係と関
連付け、図表示による表現を用いて考えようとしている。
対偶や背理法を利用した証明の仕方について考えようとし
ている。

2次関数のグラフについて与えられ
た条件から、その2次関数を決定す
ることができる。
2次方程式の解の公式を確認し、2
次方程式の解と2次関数のグラフと
x軸の共有点との関係を理解する。
2次関数のグラフとx軸の共有点と
判別式Dの符号との関係を理解す
る。さらに、2次方程式の判別式D
を用いて2次関数のグラフとx軸の
共有点の個数や位置関係について
考察することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

論理部分では、国語科と
の連携を図ることができ
る。

2次関数の意味や関数の基本的な用
語について理解し、関数を表す記
号y＝f(x)を使うことができる。さ
らに、2次関数のグラフの特徴を理
解し、2次関数y=ax^2+bx+cを
y=a(x-p)^2+qの形に変形して軸と
頂点を求め、そのグラフをかくこ
とができる。
2次関数の最大・最小について理解
を深め、グラフを利用して、定義
域に応じて最大値や最小値を求め
ることができる。また、具体的な
問題の解決に活用することができ
る。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

①　知識・技能
2次関数の意味や関数の値の表し方、及び2次関数の値の変
化やグラフの特徴について理解し、2次関数の式を平方完
成するなどして、グラフをかくことができる。
関数の定義域・値域の意味を理解し、1次関数や2次関数の
グラフを用いて最大値、最小値を求めることができる。
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生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

③　主体的に学習に取り組む態度
有理数を小数で表すと、有限小数または循環小数となる理
由について考えようとしている。
場合分けの考え方を用いて、実数aについて等式√(a^2
)=|a|が成り立つ理由を考えようとしている。
分母が平方根の和や差で表されている数を有理化する方法
について、乗法公式を適切に活用して考えようとしてい
る。
具体的な数の大小関係をもとにして、不等式の基本性質に
ついて考察したり、説明したりしようとしている。

②　思考・判断・表現
連立方程式の意味や連立1次不等式の解法の仕組みについ
て考察することができる。
日常の事象や社会の事象を数学的に捉えて、実数の大小関
係に関する条件を不等式で表すことや、連立不等式の考え
方を利用して身近な問題を解決することができる。
具体的な集合の例をもとにして、集合同士の共通部分や和
集合の概念について考察することができる。
集合を図で表すことによって、ド・モルガンの法則が成り
立つことを説明することができる。

①　知識・技能
命題と条件、必要条件、十分条件、必要十分条件の用語の
定義を理解している。
ド・モルガンの法則について理解し、適切に用いることが
できる。
命題の逆、裏、待遇の意味を理解し、それらの命題と元の
命題の真偽の関係について理解している。

②　思考・判断・表現
有理数を小数で表すと、有限小数または循環小数となる理
由について説明することができる。
場合分けの考え方を用いて、実数aについて等式√(a^2
)=|a|が成り立つ理由を考察することができる。
分母が平方根の和や差で表されている数を有理化する方法
について、適切な乗法公式を活用して考察することができ
る。
分母の有理化及び乗法公式を適切に利用して、複雑な式の
値を求める問題を解決することができる。
具体的な数の大小関係をもとにして、不等式の基本性質に
ついて考察したり、説明したりすることができる。

②　思考・判断・表現
2つの2次関数のグラフの位置関係について考察することが
できる。
2次関数のグラフを利用して、定義域に応じた値域、最
大・最小を論理的に考察したり、具体的な問題の解決に活
用したりすることができる。

①　知識・技能
2次関数を決定するための条件について基礎的な知識を身
に付け、グラフに関する条件から2次関数を決定すること
ができる。
※	例題7～9、問16～18

て2次関数のグラフとx軸の共有点のx座標を求めることが
できる。
判別式を用いて、2次方程式の解の個数を調べることがで
きる。
2次関数のグラフとx軸の共有点の個数との関係を、判別式
を用いて調べることができる。

①　知識・技能
連立1次不等式を解くことができる。
集合に関する基本的な概念や記号の意味を理解し、適切に
用いることができる。
要素の条件を正しく読み取り、与えられた集合を要素を書
き並べる方法で表すことができる。

３章　２次関数
１節　２次関数とそのグラフ
３　２次関数の決定
２節　２次方程式と２次不等式
１　２次関数のグラフとx軸の共有点
２　２次関数のグラフとx軸の共有点の
個数

３章　２次関数
１節　２次関数とそのグラフ
１　２次関数
２　２次関数の最大・最小

２章　集合と論証
２節　命題と論証
１　命題と条件
２　論証

３節　１次不等式
２　不等式の応用
２章　集合と論証
１節　集合
１　集合

２節　実数
１　実数
２　根号を含む式の計算
３節　１次不等式
１　不等式と１次不等式

５月

６月

７月

９月

１０月



定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート
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三角比の相互関係について理解
し、1つの三角比の値から他の2つ
の三角比の値を求めることができ
る。
鈍角や0°、90°、180°まで拡張
した三角比の定義や、鋭角の三角
比の値を用いて鈍角の三角比の値
を求める方法を理解し、0°≦θ≦
180°のときの三角比の値から角θ
の大きさを求めることができる。
鈍角まで拡張した場合の三角比の
相互関係について理解を深め、そ
れらを活用することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

③　主体的に学習に取り組む態度
2次関数のグラフとx軸の共有点の位置関係を活用して2次
不等式の解を考えようとしている。
2次関数で学んだことを、具体的な事象の考察に活用しよ
うとしている。
2次関数を活用した問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりしようとしている。

②　思考・判断・表現
三平方の定理や正接の定義を利用して、三角比の間に成り
立つ関係を考察することができる。
点の座標を用いて鋭角の三角比を表現し、それをもとにし
て鈍角の三角比の定義について考察することができる。
角θの三角比と角180°-θの三角比の関係について考察し
たり、説明したりすることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
三平方の定理や正接の定義を利用して、三角比の間に成り
立つ関係を考えようとしている。
点の座標を用いて鋭角の三角比を表現したり、それをもと
にして鈍角の三角比の定義について考えたりしようとして
いる。
角θの三角比と角180°-θの三角比の関係について考えた
り、説明したりしようとしている。

2次関数のグラフについて与えられ
た条件から、その2次関数を決定す
ることができる。
2次方程式の解の公式を確認し、2
次方程式の解と2次関数のグラフと
x軸の共有点との関係を理解する。
2次関数のグラフとx軸の共有点と
判別式Dの符号との関係を理解す
る。さらに、2次方程式の判別式D
を用いて2次関数のグラフとx軸の
共有点の個数や位置関係について
考察することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

②　思考・判断・表現
2 次関数のグラフとx 軸の共有点について、2次方程式の
実数解と関連させて考察することができる。
2次方程式の実数解の個数に対する判別式の意義や有用性
について考察することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
2 次関数のグラフとx 軸の共有点を、2 次方程式の実数解
と関連づけて考えようとしている。
判別式を活用して2次方程式の実数解の個数の分析を考え
ようとしている。

①　知識・技能
2次不等式の解と2次関数のグラフの関係について理解し、
2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求めることがで
きる。
2次不等式を含む連立不等式の解を求めることができる。
正接、正弦、余弦の意味を理解し、それらを用いて三角形
の辺の長さを求めることができる。

①　知識・技能
正弦定理や余弦定理を用いて、外接円の半径を求めたり、
既知の辺や角から残りの辺や角の大きさを求めたりするこ
とができる。
三角比を用いた三角形の面積の公式について理解し、条件
に応じて余弦定理や三角比の相互関係を用いて三角形の面
積を求めることができる。

②　思考・判断・表現
三角比を用いて三角形の構成要素間の関係を考察したり、
それらの関係が一般の三角形においても成り立つことを説
明したりすることができる。
三角比を用いて三角形の面積公式を導くことができる。
日常の場面を数学的に捉えて、目的の量を調べるためには
どのような手順で三角比を活用すればよいかを判断し、実
際に目的の量を調べることができる。
三角比を空間図形の計量に活用することができる。

①　知識・技能
偏差、分散、標準偏差の定義とその意味や特徴を理解し、
データをもとにそれらを求めることができる。
散布図及び相関関係の意味を理解している。
具体的なデータをもとにして相関係数の定義とその求め方
を理解している。
問題解決のプロセスについて理解している。

資料を整理する部分で、
理科の実験データの整理
や地理・現代社愛の資料
のまとめ部分で連携を図
ることができる。

物理の力学・波・電磁気
の分野で、連携を図るこ
とができる。

三角形の辺と角の間の基本的な関
係として正弦定理や余弦定理を理
解し、それらを活用して外接円の
半径や既知の辺や角から残りの辺
や角の大きさを求めることができ
る。また、三角比を用いた三角形
の面積の公式について理解し、条
件に応じて余弦定理や三角比の相
互関係を活用して三角形の面積を
求めることができる。
三角比を空間図形の計量に活用す
ることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

③　主体的に学習に取り組む態度
三角比を用いて三角形の構成要素間の関係を考察したり、
それらの関係が一般の三角形においても成り立つことを説
明したりしようとしている。
三角比を用いて三角形の面積公式を導こうとしている。

2次関数のグラフとx軸の共有点の
位置関係から2次不等式の解の意味
を理解し、その解を求めることが
できる。さらに、2次不等式を含む
連立不等式を解いたり、具体的な
問題の解決に2次不等式を活用した
りすることができる。
三角比としての正接、正弦、余弦
の意味を理解して、三角比の表を
利用したり、30°、45°、60°の
三角比を用いて直角三角形の辺の
長さを求めたりすることができ
る。さらに、三角比を具体的な問
題の解決に活用することができ
る。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

11

データの平均値に着目して、デー
タの散らばりの大きさを表すため
の方法として、偏差、分散、標準
偏差を理解し、データをもとにそ
れらを求めることができる。
散布図及び相関関係について理解
する。また、相関関係を1つの数値
として表す方法として、相関係数
について理解する。
これまでに学んだデータを分析す
る方法を用いて身の回りの事象を
PDCAサイクルに沿って考察・検討
するとともに、問題を解決するプ
ロセスについて理解する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

②　思考・判断・表現
2次不等式の解について、グラフとx軸との位置関係と関連
させて考察することができる。
2次不等式を利用して具体的な問題について解決すること
ができる。
2次関数を用いて身近な問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察
したりすること
図形の構成要素間の関係に着目し、日常の事象を三角比を
利用してその問題を解決することができる。

①　知識・技能
角Aの三角比と角90°-Aの三角比の関係について理解し、1
つの三角比を別の角の三角比で表すことができる。
三角比の相互関係を用いて、1つの三角比の値から他の2つ
の三角比の値を求めることができる。
0°、90°、180°まで拡張した三角比の定義を理解し、鋭
角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求めることが
できる。
三角比の値から角θの大きさを求めることができる。
鈍角の場合の三角比の相互関係について理解し、それらを
用いて1つの三角比の値から他の2つの三角比の値を求める
ことができる。
任意の鈍角の三角比を鋭角の三角比で表したり、三角比の
表を用いてその値を求めたりすることができる。

１２月

１月

５章　データの分析
１節　データの分析
１　データの散らばり
２　データの相関
２節　データの分析の応用
１　データの分析を利用した問題解決

４章　図形と計量
３節　三角形への応用
１　正弦定理・余弦定理・面積の公式
２　空間図形の計量

４章　図形と計量
１節　鋭角の三角比
２　三角比の相互関係
２節　三角比の拡張
１　三角比と座標
２　三角比の性質

３章　２次関数
２節　２次方程式と２次不等式
４章　図形と計量
１節　鋭角の三角比
１　直角三角形と三角比

３章　２次関数
１節　２次関数とそのグラフ
３　２次関数の決定
２節　２次方程式と２次不等式
１　２次関数のグラフとx軸の共有点
２　２次関数のグラフとx軸の共有点の
個数

２月

１０月

１１月



定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

105

7

③　主体的に学習に取り組む態度
偏差の総和を用いてデータの散らばりの大きさを表す方法
の短所を見出したり、分散の定義や標準偏差を用いる意義
について考察したりしようとしている。
2つのデータの相関関係について、散布図を用いて考えよ
うとしている。
具体的な問題解決の場面において、PPDACサイクルを活用
したり、その過程を振り返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

資料を整理する部分で、
理科の実験データの整理
や地理・現代社会の資料
のまとめ部分で連携を図
ることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
不確実な事象の起こりやすさに着目し、首長の妥当性につ
いて、実験などを通して判断したり、批判的に考察したり
しようとしている。

①　知識・技能
具体的な事象において仮説検定の考え方を理解している。

②　思考・判断・表現
不確実な事象の起こりやすさに着目し、主張の妥当性につ
いて、実験などを通して判断したり、批判的に考察したり
することができる。

②　思考・判断・表現
偏差の総和を用いてデータの散らばりの大きさを表す方法
の短所を見出し、分散の定義について考察したり、標準偏
差を用いることの意義について説明したりすることができ
る。
標準偏差を用いて複数のデータを比較し、それらの違いを
適切に説明することができる。
2つのデータの相関関係について、散布図を用いて考察す
ることができる。
これまでに学んだデータを分析する方法を用いて身の回り
の事象をPDCAサイクルに沿って考察したり検討したりする
ことができる。

資料を整理する部分で、
理科の実験データの整理
や地理・現代社愛の資料
のまとめ部分で連携を図
ることができる。

11

データの平均値に着目して、デー
タの散らばりの大きさを表すため
の方法として、偏差、分散、標準
偏差を理解し、データをもとにそ
れらを求めることができる。
散布図及び相関関係について理解
する。また、相関関係を1つの数値
として表す方法として、相関係数
について理解する。
これまでに学んだデータを分析す
る方法を用いて身の回りの事象を
PDCAサイクルに沿って考察・検討
するとともに、問題を解決するプ
ロセスについて理解する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解するとともに、不確
実な事象の起こりやすさに着目
し、主張の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的
に考察したりすることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

３月

指導時間数の計

５章　データの分析
３節　仮説検定の考え方
１　仮説検定の考え方

５章　データの分析
１節　データの分析
１　データの散らばり
２　データの相関
２節　データの分析の応用
１　データの分析を利用した問題解決

２月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

主な言語活動　主な学習活動　単元名

４月

２０２３年度　１学年　数学科シラバス

数学A 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、授業内で示された
学習活動に主体的に取り組むことができる。

事象を数学的に様々な視点からまとめ、課題を考察することができる。
相手の意見を参考にしながら、適切な言葉で相手に伝えることができる。

自らの課題や目標を理解し、それを解決するために行動することができ
る。

定期考査
小テスト
提出物
振り返りシート　　等

定期考査
小テスト
提出物
授業時の観察　　等

〇基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。(知識・技能)
〇論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現し考察する力、社会の事象などから設定した問題について、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断し
たりする力を養う。（思考・判断・表現等）	
〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。（主体的
に取り組む態度等）

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)　図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学と人間の活動の関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
(2)　図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、事象に
数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を養う。
(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

Standard　数学A（東京書籍）

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、学習内容を十分に
理解し自ら学習課題を設定し、課題の解決に向けて取り組むこ
とができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、身に付けた知識・
技能を活用しながら論理的に思考し、総合的に捉えて積極的に
発展的な内容に取り組む事ができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、数学的に処理する
仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。

事象を数学的に様々な視点から考察し、収集した情報を取捨選択しながら課題解決
へ向かうことができる。
論議の中で意見を伝えたり、相手の意見を受け入れたりしながら、課題となる部分
を明確にすることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、課題に対して解決の根拠を明確にしながら
表現することができる。
他者と協力し働きかけながら、理解を深めあい、問題解決にむけて論議しながら合
意を形成することで目標を提示することができる。

事象を数学的に考察・表現し、思考の過程を振り返り、多面的・発展的に考えるこ
とを通じて、数学的な見方や考え方を身に付けている。

課題の解決に向け、他者と協力し合いながら計画を作成し、積極的に行
動することができる。

自らの目標に向けて、明確な分析と計画をたて、主体的・能動的に困難
を乗り越える事ができる。

数学の論理や体系に関心を持つとともに、数学の良さを認識しそれらを
事象の考察に積極的に活用しようとする姿勢を身に付けている。

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

定期考査
小テスト
提出物　　等

１章　場合の数と確率
１節　集合と場合の数
１　数え上げの原則と集合の要素の個数
２　順列

5

③　主体的に学習に取り組む態度
集合の要素の個数を図や補集合を用いて考えたり、積の法則によ
る場合の数の計算方法を考えたりしようとしている。
円順列及び重複順列について図をかくなどしながら、立式して場
合の数の求め方を考えようとしている。

②　思考・判断・表現
集合の要素の個数を図や補集合を用いて考察したり、和の法則や
積の法則を利用して場合の数を計算したりすることができる。
円順列及び重複順列について図をかくなどしながら、原理を理解
して立式し、場合の数の求め方を考察することができる。

①　知識・技能
和集合・補集合の要素の個数、和の法則や積の法則を利用した場
合の数を求めることができる。
順列の総数nPrや階乗の値や条件のある並び方の総数などを計算す
ることができる。
円順列や重複順列について理解し、それらの総数を計算すること
ができる。

有限集合の和集合・補集合の要素
の個数、及び和の法則や積の法則
について、図表示などを利用しな
がら、場合の数を求めることがで
きる。
順列の意味を理解し、その総数nPr
や階乗の計算することができる。
また、円順列や重複順列など、い
ろいろな順列の計算することがで
きる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。



定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

１章　場合の数と確率
３節　いろいろな確率
２　反復試行の確率
３　条件付き確率
４　期待値

５月

６月

７月 6

１章　場合の数と確率
２節　確率とその基本性質
２　確率の基本性質
３節　いろいろな確率
１　独立な試行の確率

１章　場合の数と確率
１節　集合と場合の数
３　組合せ
２節　確率とその基本性質
１　事象と確率

7

7

①　知識・技能
反復試行の確率を理解し、反復試行の確率を求めることができ
る。
条件付き確率の意味と確率の乗法定理を理解し、条件付き確率を
求めることができる。
期待値について理解し、期待値を求めたり、期待値を利用して確
率を求めたりすることができる。

①　知識・技能
組合せの総数nCrを理解し、計算することができる。
順列や組合せの考えを用いて、同じものを含む順列の求め方を理
解し、総数を計算することができる。
事象を集合で表したり、事象の確率を求めたりすることができ
る。

条件付き確率の意味と確率の乗法
定理を理解し、それらを用いて具
体的な事象を数学的に考察するこ
とができる。
期待値について理解し、期待値を
求めたり、期待値を意思決定に活
用したりすることができる。
“渋滞を減らすには？”の問題に
ついて、本章で学んだことを活用
して解決に取り組み、問題解決力
を高める。

積事象・和事象、排反事象、確率
の基本性質、確率の加法定理、和
事象の確率、余事象とその確率に
ついて理解し、これらを利用して
確率を求めることができる。
独立な試行の確率について、具体
例を通してその意味を理解する。
独立な試行の典型的な例である反
復試行の確率を理解し、簡単な場
合の反復試行の確率を求めること
ができる。

組合せの意味を理解し、その総数
nCrを、順列との関係によって求め
ることができる。また、組合せの
考えを、組分けや同じものを含む
順列に応用することができる。
試行と事象、根元事象などの定義
を知り、事象の確率の求め方を理
解するとともに、その確率を求め
ることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
余事象を用いて確率を求めることのよさに気づき、余事象を積極
的に活用しようとしている。
独立な試行の確率を求めるために、それぞれの事象の確率の積に
着目して、そのことを活用しようとしている。

②　思考・判断・表現
互いに排反でない2つの事象の和事象の確率の求め方や、余事象を
用いた確率の求め方について考察することができる。
独立な試行の確率はそれぞれの事象の確率の積に等しいことに着
目し、具体例を通して考察することができる。

①　知識・技能
積事象と和事象の確率について理解している。
排反事象と確率の加法定理について理解し、それらを用いて確率
を求めることができる。
確率の基本性質や余事象の確率について理解し、和事象の確率や
余事象の確率を求めることができる。
独立な試行の確率について、具体例を通してその意味を理解し、
その確率を求めることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
順列や組合せの考え方を用いて、選び方の総数が一致する場合の
法則性や同じものを含む順列の総数の求め方を考えようとしてい
る。
同様に確からしい根元事象と関連付けながら事象の確率の考え方
を説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
選び方の違いによって、その総数の求め方が組合せになるか順列
になるかを説明することができる。
選び方の総数が一致する場合の法則性を考察することができる。
同じものを含む順列の総数の求め方を考察することができる。
同様に確からしいことを利用して、事象の確率の考え方を説明す
ることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
反復試行の確率について、組合せの考え方と関連付けて考えよう
としている。
期待値を具体的な問題の意思決定に利用しようとしている。
場合の数と確率で学んだことを、具体的な事象の考察に活用しよ
うとしている。
場合の数と確率を活用した問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善しようとしたりしている。

②　思考・判断・表現
反復試行の確率について、組合せの考え方と関連させて考察する
ことができる。
これまで求めてきた確率と条件付き確率の違いを説明することが
できる。
期待値を具体的な問題の意思決定に活用することができる。
場合の数と確率で学んだことを用いて身近な問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係
を考察したりすることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。
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２章　図形の性質
３節　空間図形
１　空間における2直線・2平面の関係
２　直線と平面の関係

２章　図形の性質
２節　円の性質
１　円の性質
２　方べきの定理
３　２つの円

２章　図形の性質
１節　三角形と比
３　三角形の比の定理
２節　円の性質
４　作図の方法の考察

２章　図形の性質
１節　三角形と比
１　三角形と比
２　三角形の外心・内心・重心

９月

１０月

１１月

１２月

１月

３章　数学と人間の活動
１節　数える
１　数との出会い
２　数の拡張

7

7

7

6

6

③　主体的に学習に取り組む態度
古代エジプトの数字や古代ローマの数字の記数法についての特徴
を現在の記数法と比較しながら考えようとしている。
n進法の特徴について考えようとしている。
ひもの端数の考え方を利用して、ユークリッドの互除法の仕組み
を考えようとしている。
正方形の対角線が無理数であることについて考えようとしてい
る。

②　思考・判断・表現
古代エジプトの数字や古代ローマの数字の記数法についての特徴
を現在の記数法と比較しながら考察することができる。
n進法の特徴について考察することができる。
ひもの端数の考え方を利用して、ユークリッドの互除法の仕組み
を考察することができる。
正方形の対角線が無理数であることについて説明することができ
る。

①　知識・技能
数を古代エジプト、古代ローマ、バビロニアの記数法で表すこと
ができる。
n進法の特徴を理解している。
1を単位とした端数の考え方を理解している。
正方形の対角線を利用した無理数の長さの線分を作図する方法を
理解している。

①　知識・技能
円周角の定理とその逆、円に内接する四角形の定理、四角形が円
に内接する条件の定理、接線と弦のつくる角の定理を利用して、
角の大きさを求めることができる。また、円に内接する四角形を
選ぶことができる。
方べきの定理を利用して線分の長さを求めることができる。
2つの円の位置関係から補助線を引くことによって、線分の長さを
求めることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
チェバの定理の証明について、面積比を利用して考えようとして
いる。
円の外部の点から接線を2本引いたときの接線の始点と円の接点と
の関係を活用して接線の作図の考え方を説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
チェバの定理の証明について、面積比を利用して考察することが
できる。

①　知識・技能
チェバの定理、メネラウスの定理を利用していろいろな辺の長さ
や比を求めることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
三角形の内角の二等分線と比の性質の証明と関連付けて、三角形
の外角の二等分線と比の性質を考えようとしている。
三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について、様々な性
質を利用しながら考えようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
空間における直線と平面の位置関係が垂直になる場合について、
平面上に含まれる直線に着目して説明しようとしている。
図形の性質で学んだことを、具体的な事象の考察に活用しようと
している。
図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善しようとしたりしている。

②　思考・判断・表現
空間における直線と平面の位置関係が垂直になる場合について、
平面上に含まれる直線に着目して考察したり、説明したりするこ
とができる。
図形の性質を用いて身近な問題を解決したり、解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりする
ことができる。

①　知識・技能
空間における2直線・2平面のなす角を求めることができる。
空間における直線と平面の位置関係が垂直であることをかき示す
ことができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
円に内接する四角形の定理、接線と弦のつくる角の定理それぞれ
の証明について、円周角の定理を利用して考えようとしている。
方べきの定理の証明について、三角形の相似を利用して考えよう
としている。

②　思考・判断・表現
円に内接する四角形の定理、接線と弦のつくる角の定理それぞれ
の証明について、円周角の定理を利用して考察することができ
る。
方べきの定理の証明について、三角形の相似を利用して考察する
ことができる。
2つの円の位置関係を理解し、そこに現れる図形の性質を利用し
て、2つの円の共通接線の本数を考察したり、説明したりすること
ができる。
円の外部の点から接線を2本引いたときの接線の始点と円の接点と
の関係に気付き、その関係を活用して接線の作図の考え方を説明
することができる。

古代エジプトの数字や古代ローマ
の数字の記数法についての特徴を
現在の記数法と比較しながら考察
することができる。さらに、n進法
の特徴について考察するととも
に、2進法を利用した数当ての仕組
みについて理解する。
1を単位とした端数の考え方をもと
にしてユークリッドの互除法の仕
組みを理解し、それを用いて2つの
正の整数の最大公約数を求めるこ
とができる。また、文化圏による
小数と分数の使われ方の違いや正
方形の対角線を利用した無理数の
長さの線分の作図について考察す
ることができる。

空間における2直線・2平面の位置
関係やなす角、及び平面の決定条
件などについて理解する。
空間における直線と平面の位置関
係が垂直である場合について考察
するとともに、三垂線の定理を理
解する。
“条件を変えると何が変わる？”
の問題について、本章で学んだこ
とを活用して解決に取り組み、問
題解決力を高める

円周角の定理と定理の逆について
振り返るとともに、円に内接する
四角形の定理と四角形が円に内接
する条件の定理について理解す
る。さらに、接線と弦のつくる角
の定理を理解し、それを利用し
て、角の大きさを求めることがで
きる。
円と2本の直線がつくる線分の長さ
の関係について考察し、方べきの
定理が成り立つことを理解すると
ともに、それを利用して線分の長
さを求めることができる。
2つの円の位置関係を理解し、そこ
に現れる図形の性質を利用して線
分の長さを求めることができる。

チェバの定理、メネラウスの定理
を理解し、それを活用していろい
ろな辺の長さや比を求めることが
できる。
円の接線の性質を利用して、円の
外部の点からの接線を作図する方
法について考察することができ
る。

三角形の内角の二等分線と比、外
角の二等分線と比などについて理
解し、それらを用いて線分の長さ
を求めることができる。
三角形の外心・内心・重心の存在
とその証明について理解する。ま
た、外接円、内接円との関係を理
解する。

②　思考・判断・表現
三角形の内角の二等分線と比の性質の証明をもとに、三角形の外
角の二等分線と比の性質を証明することができる。
三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について、様々な性
質を利用しながら考察することができる。

①　知識・技能
三角形の内角の二等分線と比、外角の二等分線と比などについて
理解し、それらを用いて線分の長さを求めることができる。ま
た、数直線上の内分点、外分点の座標を求めることができる。
三角形の外心・内心・重心の性質を利用して、角の大きさや線分
の長さを求めることができる。

数学の歴史的な部分が、
歴史総合と連携すること
ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。
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70指導時間数の計

２月

３章　数学と人間の活動
３節　遊ぶ
２　和算で遊ぶ

３章　数学と人間の活動
２節　はかる
１　時間を計る
２　空間を測る
３節　遊ぶ
１　数学パズルで遊ぶ

３月

7

5

③　主体的に学習に取り組む態度
和算の油分け算の仕組みについて2元1次不定方程式を活用して考
えようとしている。

②　思考・判断・表現
和算の油分け算の仕組みについて2元1次不定方程式を活用して考
察することができる。

①　知識・技能
和算の油分け算の仕組みについてどのような関係があるかを理解
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
振り子による時間の計測の仕方について、振り子のひもの長さに
着目して考えようとしている。
グレゴリオ暦をもとにして、うるう年が必要になる理由を考えよ
うとしている。
古代ギリシャにおける地球の大きさの計測方法や地球と太陽間の
距離の求め方を考えようとしている。
測量による日本地図の作成方法やその精度などについて考えよう
としている。
空間内の点の位置を表す方法を考えようとしている。
魔方陣の考え方や解き方などについて世界中の魔方陣の様子とと
もに考えようとしている。
オオカミとヤギとキャベツの川渡り問題について数学を活用して
考えようとしている。

②　思考・判断・表現
振り子による時間の計測の仕方について、振り子のひもの長さに
着目して考察することができる。
グレゴリオ暦をもとにして、うるう年が必要になる理由を説明す
ることができる。
古代ギリシャにおける地球の大きさの計測方法や地球と太陽間の
距離の求め方を説明することができる。
測量による日本地図の作成方法やその精度などについて考察する
ことができる。
空間内の点の位置を表す方法を考察することができる。
魔方陣の考え方や解き方などについて世界中の魔方陣の様子とと
もに考察することができる。
オオカミとヤギとキャベツの川渡り問題について数学を活用して
考察することができる。

①　知識・技能
振り子のひもの長さと周期の2数の関係を式に表すことができる。
1801年～2200年の400年間において、うるう年となる回数と1年の
平均日数を求めることができる。
古代ギリシャにおける地球の直径の計測方法や地球と太陽間の距
離の求め方を理解している。
歩測で距離を求めることができる。
空間内の点の位置を座標平面上の点から座標空間に拡張させて表
すことができる。
魔方陣の考え方から式を立てたり、魔方陣の場合の数を求めたり
することができる。
オオカミとヤギとキャベツの川渡り問題について、ボートを動か
す回数ができる限り少ない方法を理解している。

和算の油分け算の仕組みについて2
元1次不定方程式を活用して考察す
ることができる。

古代より用いられてきた振り子に
よる時間の計測の仕方について考
察することができる。また、暦の
考え方を理解し、うるう年が必要
になる理由について考察すること
ができる。
古代ギリシャにおける地球の大き
さの計測方法や地球と太陽間の距
離の求め方、測量による日本地図
の作成方法やその精度などについ
て考察することができる。
魔方陣の考え方や解き方などにつ
いて世界中の魔方陣の様子ととも
に考察することができる。また、
オオカミとヤギとキャベツの川渡
り問題について数学を活用して考
察することができる。

和算の歴史的な部分が、
歴史総合と連携すること

ができる。

数学の歴史的な部分が、
歴史総合と連携すること

ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。
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活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

保健体育「陸上競技」

保健体育「陸上競技」

実験・発表

実験・発表

実験・発表

p.13　問1、2　p.14　問3
p.15　問4、5　p.16　問6
p.17　問7、8　p.18　問10
p.22　問13　p.23　ドリル
p.52　演習問題2、3

直線運動における加速度の定
義を理解させる。その際、運
動が同じでも数直線の正の向
きの取り方により加速度の
正、負が決められることを理
解させる。

速度が向きをもった量である
ことを理解させる。
平均の速度を求められるよう
にし、瞬間の速度はきわめて
短い時間の平均の速度である
ことをx－ｔ図を用いて理解さ
せる。
動いている物体から見た他の
物体の速度が相対速度である
ことを示し、相対速度の式を
理解させる。

・授業中の発問（p.25 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・実験（p.28　実験1）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.34　学んだことを説明してみよ
う
p.35　思考学習
p.28　実験1

p.25　問14、15　p.26　問16
p.27　ドリル　p.31　問17、18
p.33　類題2　p.34　類題3
p.36　ドリル　p.52　演習問題5
p.53　演習問題6　p.28　実験1
p.52　演習問題4

・授業中の発問（p.12 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・p.24　学んだことを説明してみ
よう　について生徒どうしに話し
あわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.17　問9
p.24　学んだことを説明してみよ
う
ｐ.52　演習問題1
p.53　演習問題9（1）

p.51　学んだことを説明してみよ
う
p.53　演習問題9（2）
p.40　実験2

p.39　問19
p.41　問20、21　p.43　問22、
23
p.43　類題4　p.44　ドリル
p.46　問24　p.53　演習問題7、
8
p.40　実験2

水平投射は、水平方向の等速
直線運動と、鉛直方向の自由
落下とに分解して扱えること
を理解させる。

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・等速直線運動する物体の運動のようすについて説
明できる。
・動く観測者から見た場合の、観測者と同一直線上
を動く物体の運動のようすを説明できる。
・速度の意味・表し方、またこれらはグラフ上では
どのように示されるかを正しく理解し、それをもと
に物体の運動のようすを考えることができる。

①　知識・技能
・物体の速さの式を理解している。
・等速直線運動の式およびx－t図、v－ｔ図を理解で
きている。
・物体の運動を表すには向きが必要であり、速さと
速度、移動距離と変位の違いを理解している。
・平均の速度と瞬間の速度の違いを理解している。
・直線上の合成速度、相対速度の意味と求め方を理
解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・p.25図14のように、スタート直後の速さの比較に
よって、加速度を学ぶ意味を理解しようとしてい
る。
・斜面上を降下する台車の運動を調べる実験に主体
的に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・等加速度直線運動する物体のようすについて説明
できる。
・加速度の意味・表し方、またこれらはグラフ上で
はどのように示されるかを正しく理解し、それをも
とに物体の運動のようすを考えることができる。
・斜面上を降下する台車の運動を記録タイマーで調
べ、加速度が一定であることを考察することができ
る。

①　知識・技能
・加速度の定義や正負の意味を正しく理解してい
る。
・等加速度直線運動を表す3つの式がどのようにして
得られたかを理解し、その式やグラフを正しく運用
することができる。
・斜面上を降下する台車の運動を記録タイマーで調
べ、得られた結果からグラフを作成し、加速度を求
めることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日常の運動から、速さ、時間、進む距離について
の関係に興味をもち、速さと速度の違いや、相対速
度の意味や使い方を理解しようとしている。

①　知識・技能
・自由落下や鉛直投射において、与えられた時刻に
おける高さや速度を与える式の運用ができる。
・自由落下や鉛直投射はいずれも等加速度直線運動
の一種であることを理解している。
・水平投射は鉛直方向には自由落下、水平方向には
等速直線運動をしていることを理解している。
・記録タイマーを正しく用いて、重力加速度の大き
さを測定し、9.8m/s2前後の値になることを確認する
ことができる。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
・自由落下する物体のようすについて説明できる。
・重力加速度の意味を正しく理解し、落下する物体
の運動のようすを考えることができる。
・重力加速度の大きさを測定し、文献などで調べた
値と比較し、文献値と測定値の間に生じた誤差の原
因について考えることができる。

○ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。
○ 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
○ 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎（数研出版）

物理や物理現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、物理や物理現象を科学的に探究するために
必要な資質・能力を育成することを目指す。

○観察、実験などを行い、物体の運動と様々なエネル
ギーに関する概念や原理・法則を理解している。
○観察、実験などに関する基本的な技能を習得し、過程
や結果を記録できる。

○観察、実験などを行い、物体の運動と様々なエネル
ギーに関する概念や原理・法則を理解し、知識を身に付
けている。
○観察、実験などに関する基本的な技能を習得し、過程
や結果を記録できる。

○日常生活や社会との関連を図りながら、観察、実験な
どを行い、物体の運動と様々なエネルギーに関する概念
や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
○観察、実験などに関する基本的な技能を習得するとと
もに、それらの過程や結果を的確に記録、整理すること
ができる。

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と
様々なエネルギーについて 理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基本的 な
技能を身に付けるようにする。

○物体の運動と様々なエネルギーを対象に見通しをもって課題や
仮説を設定し、観察、実験を行い、得られた結果を分析して解釈
している。

○物体の運動と様々なエネルギーを対象に見通しをもって課題や
仮説を設定し、観察、実験を行い、得られた結果を分析して解釈
し、自分の考えを表現している。

○物体の運動と様々なエネルギーを対象に見通しをもって課題や
仮説を設定し、観察、実験を行い、得られた結果を分析して解釈
し、根拠を基に導き出した考えを表現している。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

○物体の運動と様々なエネルギーに対して主体的に関わり、それらを
科学的に探求しようとしている。

○物体の運動と様々なエネルギーに対して主体的に関わり、それらを
科学的に探求しようとするとともに、探究の過程などを通して獲得し
た知識・技能を日常生活や社会に生かそうとしている。

○物体の運動と様々なエネルギーに対して主体的に関わり、それらを
科学的に探求しようとするとともに、探究の過程などを通して獲得し
た知識・技能や思考力・判断力・表現力を日常生活や社会に生かそう
としている。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・1学年

定期考査
小テスト
授業時の観察　等

定期考査
レポート　等

単元名

４月

４月

４月
第1編　運動とエネルギー
　第1章　運動の表し方
3.落体の運動

第1編　運動とエネルギー
　第1章　運動の表し方
2.加速度

第1編　運動とエネルギー
　第1章　運動の表し方
1.速度

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　等

学びの観点

学びに向かう力

2

2

3

２０２３年度　１学年　理科シラバス

物理基礎 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分



保健体育「球技」物体の移動方向に垂直にはた
らく力は仕事をしないこと、
移動の向きと力の向きが逆の
ときは仕事は負になること、
および、正・負の仕事の意味
について具体的に理解させ
る。
Ｆ－ｘ図の面積が仕事の大き
さを表すことを理解させる。
仕事の原理では、てこや動滑
車の演示実験などを用いて、
加える力の大きさが小さく
なっても必要な仕事が一定で
あることを理解させる。単位
時間にした仕事が仕事率であ
ることを理解させる。

液体や気体の中では物体は圧
力を受けることや、圧力の式
とその単位について理解させ
る。
液体や気体中にある物体には
浮力がはたらくこと、およ
び、浮力の大きさについてア
ルキメデスの原理が成りたつ
ことを理解させる。空気中を
落下する物体には、空気抵抗
がはたらくことを理解させ
る。

どのようなときに静止摩擦力
が生じるのか、また最大摩擦
力の大きさが面の状態を表す
静止摩擦係数と垂直抗力の積
で表されることを理解させ
る。
動摩擦力の大きさについても
動摩擦係数と垂直抗力の積で
表されることを理解させる。

p.71　問34
p.75　問35、36、37
p.76　類題9
p.77　類題10
p.78　類題11　p.79　類題12
p.80　類題13　p.81　類題14
p.94　演習問題2、3
p.71　実験6

慣性の法則では、物体にはた
らく力の合力が0であるとき、
物体は等速直線運動（または
静止）をし続けることを理解
させる。
運動方程式では、物体は力を
受けると加速すること、ま
た、生じる加速度の大きさは
質量に反比例し、力の大きさ
に比例することを、実験をも
とにして理解させる。
1Ｎがどのように定義されたか
を理解させる。
物体は落下するときに加速度
（重力加速度）を生じること
から、運動方程式により、重
力がはたらいていることがわ
かること、および、重力の大
きさ、すなわち重さがｍｇ
〔Ｎ〕であることを理解させ
る。

3

3

3

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

p.57　問27
p.57　学んだことを説明してみよ
う
p.95　演習問題9（1）

p.55　問25
p.57　問26

・p.51　学んだことを説明してみ
よう　について生徒どうしに話し
あわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.40　実験2）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

水平投射は、水平方向の等速
直線運動と、鉛直方向の自由
落下とに分解して扱えること
を理解させる。

力は、物体の変形や運動状態
の変化の原因となるものであ
り、向きと大きさをもったベ
クトル量であることを理解さ
せる。
。
物体が面と接しているときに
は、面から垂直抗力や摩擦力
がはたらくことを理解させ
る。
弾性力についてはフックの法
則とその式を扱い、特にばね
定数の意味について理解させ
る。

・p.86　学んだことを説明してみ
よう　について生徒どうしに話し
あわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.84　実験7）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.86　思考学習
p.86　学んだことを説明してみよ
う

p.83　問39、40
p.85　問41、類題15
p.9
5　演習問題4、5
p.84　実験7

・p.81　学んだことを説明してみ
よう　について生徒どうしに話し
あわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.71　実験6）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.75　問38
p.81　学んだことを説明してみよ
う
p.95　演習問題6（2）

③　主体的に学習に取り組む態度
・日常の運動から、落下する物体の運動に興味をも
ち、自由落下する物体の運動、鉛直投射された物体
の運動の表し方を理解しようとしている。
・重力加速度の大きさを測定する実験に主体的に取
り組んでいる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・物体の運動状態は、受ける力とどのような関係に
あるかについて興味・関心をもち、理解しようとし
ている。
・力学台車に力を加えるときの運動を調べる実験に
主体的に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・慣性の法則、運動方程式が理解でき、問題解決に
あたって式の運用が正しくできる。
・運動方程式を用いて、物体の運動を説明できる。
・力学台車に力を加えるときの運動を実験で調べ、
引く力の大きさと加速度の大きさ、台車の質量の間
にある関係について考えることができる。

①　知識・技能
・物体が力を受けるとき（あるいは受けないと
き）、運動状態はどのようになるか、逆に、物体の
運動状態からどのような力がはたらいているかを指
摘できる。
・さまざまな運動をしている物体について、運動方
程式を立てて考えることができる。
・力学台車に力を加えるとき、どのような運動とな
るかを実験で調べることができ、データにまとめる
ことができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・力が合成・分解して表されることに興味をもち、
「力がつりあう」とはどういうことかを理解しよう
としている。
・「作用・反作用」と「つりあい」の2力との違いに
ついて、考えようとしている。
・力のつりあいや作用反作用の法則を確かめる実験
に主体的に取り組んでいる。

p.97　問47
p.98　問48
p.100　問49
p.101　問50
p.120　演習問題1

・実験（p.91　実験8）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.90　問46
p.93　学んだことを説明してみよ
う
p.95　演習問題6（3）

p.87　問42
p.89　問43、44
p.90　問45　p.91　類題16
p.91　実験8

力はベクトル量であり、合成
や分解ができることを理解さ
せる。

①　知識・技能
・仕事、仕事率を計算して求めることができる。
・物体に対して力がはたらいていても、仕事が0のと
きもあり、それがどのようなときであるかを理解し
ている。
・「仕事の原理」を仕事を計算して求めたものを比
較することにより、理解している。
・仕事率Ｐは「Ｗ/ｔ」だけでなく、「Ｆｖ」でも求
められることを理解している。

①　知識・技能
・力がベクトル量であることを認識し、力の合成や
分解ができる。
・注目する物体にはたらく力が指摘でき、つりあい
の式が立てられる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・摩擦力がないときと比較するなどして、どのよう
なときに静止摩擦力や動摩擦力が現れるか、またそ
のときの物体の運動ついて、興味・関心をもち考え
ようとしている。
・静止摩擦係数を調べる実験に主体的に取り組んで
いる。

②　思考・判断・表現
・摩擦力がどのような力かを理解し、運動を妨げる
向きにはたらく運動について考えることができる。
・物体にはたらく摩擦力について説明できる。

①　知識・技能
・注目する物体に摩擦力はどの向きに現れるか、ま
た最大摩擦力の大きさは2物体間の面の状態を表す静
止摩擦係数μと、垂直抗力Ｎとの積で表されること
を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
日常の現象などを通して、水中や空気中で圧力があ
ることに関心を寄せ、それらの圧力はどのようにし
てはかることができるか、そもそも圧力とは何か、
ということを考えようとしている。
・浮力の大きさを調べる実験に主体的に取り組んで
いる。

②　思考・判断・表現
・水中にある物体には、どのような水圧が加わる
か、またどのような浮力がはたらくかを正しく理解
し、説明できる。

①　知識・技能
・圧力を求める式を理解できている。
・水圧を求める式を理解し、水中にある物体が静止
しているとき、物体にはたらく力のつりあいの式を
立てることができる。
・水中にある物体にはどのような浮力がはたらくか
を理解している。
・浮力の大きさを実験で調べられる。

・授業中の発問（p.58 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・p.66　学んだことを説明してみ
よう　について生徒どうしに話し
あわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.63　実験4、p.65　実
験5）に取り組む生徒のようすを
観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.66　問33
p.66　学んだことを説明してみよ
う

p.59　問28、29、30、31
p.63　類題7
p.64　類題8
p.66　問32
p.67　問A

・授業中の発問（p.54 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。

3

第3章　仕事と力学的エネルギー
1.仕事

5.液体や気体から受ける力

③　主体的に学習に取り組む態度
・見ること、触ることができない「力」に対して、
どのようにして力の存在がわかるのか、また力には
どのような種類があるのかについて考えようとして
いる。

②　思考・判断・表現
・フックの法則とばね定数の意味を理解し、グラフ
からばね定数を読み取ることができる。
・重力の大きさは物体の質量と重力加速度の大きさ
との積であり、運動の状態によらないことを説明で

①　知識・技能
・重力、垂直抗力、摩擦力、糸が引く力、弾性力に
ついて、理解できている。

②　思考・判断・表現
・作用・反作用の2力とつりあいの2力の違いを理解
し、力のつりあいの式を考えたり、それぞれの2力の
間の関係について説明できる。

４月

５月

５月

６月

６月

6月、
7月

7月

第1編　運動とエネルギー
第2章運動の法則
4.摩擦を受ける運動

第1編　運動とエネルギー
第2章運動の法則
.3.運動の法則

第1編　運動とエネルギー
第2章運動の法則
2.力のつりあい

第1編　運動とエネルギー
第2章運動の法則
1.力とそのはたらき

第1編　運動とエネルギー
　第1章　運動の表し方
3.落体の運動

3

3

3



保健体育「球技」

家庭科

実験・発表

重力だけが仕事をするとき力
学的エネルギー保存則が成り
たっていることを理解させ
る。
一般に、力学的エネルギー保
存則は、物体にはたらく力が
保存力だけのとき、あるいは
保存力以外の力がはたらいて
いてもその力が物体に対して
仕事をしないときに成りたつ
ことを理解させる。逆に、物
体に保存力以外の力がはたら
くときには、その仕事だけ力
学的エネルギーが変化するこ
とを理解させる。

高い所にある物体は重力によ
る位置エネルギーをもってい
ることを理解させる。
重力による位置エネルギーが
ｍｇｈ〔Ｊ〕であることを理
解させる。
弾性力による位置エネルギー
については、1/2×kx2の式で
表される過程を理解させる保
存力の説明の中で、基準点か
ら考えている点まで物体を移
動させるために必要な仕事
が、移動経路が異なっても変
わらないことから、考えてい
る点での位置エネルギーが定
義されることを理解させる。

実験・発表

実験・発表

実験・発表

熱がエネルギーの一形態であ
ることを理解させる。
気体の内部エネルギーは、温
度が高いほど、また分子の数
が多いほど大きくなることを
理解させる。
物体の内部エネルギーを変化
させる方法は熱することと仕
事をすることであること（熱
力学第一法則）を理解させ
る。
熱機関の効率について理解さ
せる。

熱運動について理解させる。
絶対温度について理解させ
る。
熱がエネルギーの一形態であ
ることを理解させる。
外部との熱のやりとりがない
場合、熱量が保存されること
を理解させる。
物質には、固体、液体、気体
の3つの状態が存在し、いずれ
の状態でも熱運動があること
を理解させる。また、多くの
場合、温度が上がると物体の
体積が大きくなることを理解
させる。

p.141　学んだことを説明してみ
よう

p.134　問7
p.141　問8
p.142　演習問題2、3
p.133　実験14

・p.131　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.106　問53
p.107　問54
p.108　問56
p.106　実験9

・授業中の発問（p.109 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・実験（p.111　実験10、p.115
実験11）に取り組む生徒のようす
を観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.111　問57
p.117　学んだことを説明してみ
よう
p.115　実験11

p.112　類題17
p.113　類題18
p.114　類題19
p.115　類題20
p.119　問A
p.120　演習問題2、3
p.111　実験10
p.115　実験11

・授業中の発問（p.105 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・実験（p.106　実験9）に取り組
む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・位置エネルギーは、運動エネルギーのように動き
があり目立つものではないが、仕事をする能力を
「秘めて」いることに興味をもち、理解しようとし
ている。
・重力による位置エネルギーを調べる実験に主体的
に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・状態が異なる場合の位置エネルギーを、比較して
考えることができる。
・重力による位置エネルギー、弾性力による位置エ
ネルギーについて説明することができる。

①　知識・技能
・重力による位置エネルギーを計算することができ
る。
・弾性力による位置エネルギーを計算することがで
きる。

②　思考・判断・表現
・日常的な現象を熱と仕事の関係を踏まえて説明で
きる。
・不可逆変化とはどのような変化かを説明できる。

①　知識・技能
・仕事と熱の関係や熱力学第一法則について理解し
ている。
・熱機関と熱機関の効率について理解している。
・仕事によって温度が上昇することを、実験で確認
できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・ものの温まりやすさなど、熱にかかわる現象につ
いて興味関心をもち、理解しようとしている。

②　思考・判断・表現
・日常的な事象を、学習内容に照らし合わせて説明
できる。
・温度や熱容量、比熱はどのような物理量か、自分
の言葉で説明できる。
・水の状態図から情報を読み取り、日常的な事象に
ついて理由などを推測し、説明することができる。

①　知識・技能
・温度、熱運動、熱量、比熱、熱容量などが正しく
理解されている。
・熱量の保存について理解し、熱量保存の式を立て
ることができる。
・物質が、固体→液体、液体→気体になる際の、熱
のやりとりについて理解している。
・顕微鏡を用いてブラウン運動の観察ができる。
・水と加熱した銅の温度変化から銅の比熱を求める
ことができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・力学的エネルギー保存則について興味関心をも
ち、理解しようとしている。
・力学的エネルギー保存則の実験に主体的に取り組
んでいる。

②　思考・判断・表現
・力学的エネルギー保存則を用いて、物体の運動を
定性的に考えることができる。
・力学的エネルギー保存則を用いて、運動する物体
のもつ運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーの変化のようすを説明することができる。
・実験から得られた結果と力学的エネルギー保存則
から理論的に求めた値を比較して考えることができ
る。

3

3

3

410月
第2節
熱と仕事

9月

9月

第2編　熱
第1章　熱とエネルギー
第1節
熱と物質の状態

4.力学的エネルギーの保存

保健体育「球技」

保健体育「球技」

実験・発表

物体の運動エネルギーの変化
が物体にされた仕事に等しい
こと、および、この関係が導
かれる過程を理解させる。特
にp.104(70)式の右辺の仕事
は、力の種類（保存力、非保
存力の種類）を問わないこと
を理解させる。

物体の移動方向に垂直にはた
らく力は仕事をしないこと、
移動の向きと力の向きが逆の
ときは仕事は負になること、
および、正・負の仕事の意味
について具体的に理解させ
る。
Ｆ－ｘ図の面積が仕事の大き
さを表すことを理解させる。
仕事の原理では、てこや動滑
車の演示実験などを用いて、
加える力の大きさが小さく
なっても必要な仕事が一定で
あることを理解させる。単位
時間にした仕事が仕事率であ
ることを理解させる。

3

2

①　知識・技能
・さまざまな物体の運動について、力学的エネル
ギー保存則を用いることができる。
・物体に保存力以外の力がはたらくとき、その仕事
の量だけ物体の力学的エネルギーは変化することを
理解している。
・力学的エネルギー保存則が成りたつための条件が
整っているかどうかを判断できる（→保存力以外の
力が物体に対して仕事をしない）。
・力学的エネルギー保存則を定性的に検証できてい
る。
・振り子と速さ測定器を用いて、力学的エネルギー
保存則を定量的に検証できている。

p.122　問4
p.129　思考学習
p.131　学んだことを説明してみ
よう
p.142　演習問題4

p.123 問1　p.124 問2
p.125 問3　p.127 類題1
p.130 問5、6　p.142 演習1
p.122　実験12　p.128　実験13

p.107　問55
p.108　学んだことを説明してみ
よう

実験・発表

・授業中の発問（p.102 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。

p.104　学んだことを説明してみ
よう
p.120　演習問題4

p.103　問51
p.104　問52

・p.101　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.101　学んだことを説明してみ
よう

3.位置エネルギー

2.運動エネルギー

第3章　仕事と力学的エネルギー
1.仕事

③　主体的に学習に取り組む態度
・運動している物体は、どのようなエネルギーを
もっているかについて興味をもち、考えようとして
いる。

②　思考・判断・表現
・運動エネルギーがどのようなものかを理解し、説
明できる。
・運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等し
いことを用いて、物体の運動を説明できる。

①　知識・技能
・運動エネルギーが1/2×ｍｖ2であることを理解し
ている。
・運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等し
いことを理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日常用いる「仕事」と物理で使う「仕事」の違い
を理解し、物理でいうところの「仕事」について理
解しようとしている。

②　思考・判断・表現
・物体に対して力がはたらいていても、仕事が0のと
きもあり、それがどのようなときであるかを説明で
きる。
・「仕事の原理」を理解し、道具を用いたときに必
要な仕事がどうなるかを説明できる。

7月、
9月

7月

7月



数学「二次関数」

数学「三角関数」

音楽

音楽

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

空気中を伝わる音の速さは、
温度により異なる。p.176
（9）式から、温度が高いほど
音の速さは速くなる。うなり
の現象を実験によって観察さ
せ、その理由を理解させる。

変位は、2つの波が単独に達し
たときの変位の和であること
を理解させる。
定在波の媒質は、場所によっ
て振幅が異なることを理解さ
せる。ウェーブマシンにパル
スを送ったとき、自由端では
位相は変わらず、山の入射波
は山として反射されるが、固
定端では位相が半波長ずれ
て、山は谷として反射される
ことを理解させる。

波動とは、媒質の1点に起こっ
た振動が、媒質中を少しずつ
遅れて伝わっていく現象であ
ることを理解させる。
単振動の伝搬による波が正弦
波であることを理解させる。
同位相、逆位相についても理
解させる。
横波、縦波を理解させる。

熱がエネルギーの一形態であ
ることを理解させる。
気体の内部エネルギーは、温
度が高いほど、また分子の数
が多いほど大きくなることを
理解させる。
物体の内部エネルギーを変化
させる方法は熱することと仕
事をすることであること（熱
力学第一法則）を理解させ
る。
熱機関の効率について理解さ
せる。

弦の振動は、定在波であるこ
とを理解させる。
振動体にその固有振動の周期
と等しい周期で変化する外力
を加えると、振動体は大きく
振動するようになる（共振・
共鳴）ことを理解させる。

電流の向きと大きさについて
しっかりと理解させる。ま
た、電圧・電流・電気抵抗の
間には、オームの法則が成り
たつことも理解させる。
抵抗率についても指導する。
抵抗の接続においては、直
列・並列接続の特徴を理解さ
せる

。物体が帯電するしくみで
は、帯電は電子の過不足から
生じ、電気現象は電子が主役
であることを認識させる。

・実験（p.158　実験15）に取り
組む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.147　問2　p.152～153　ドリ
ル
p.159　学んだことを説明してみ
よう
p.173　演習問題4

p.146　問1　p.148　問3　p.149
問4、5　p.150　問6　p.151　問
7
p.154　問8、類題1　p.155　類
題2
p.156　問9　p.158　類題3
p.173　演習問題1、2
p.158　実験15

・p.141　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.133　実験14）に取り
組む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

①　知識・技能
・定在波の生じるしくみを理解している。
・ウェーブマシンの実験・観察を通して、波の重ね
あわせの原理や自由端・固定端での波の反射につい
て理解している。

①　知識・技能
・電流と電圧の基礎について理解している。
・オームの法則、抵抗の接続、抵抗率の基礎につい
て理解している。
・オームの法則を実験により定量的に検証できる。
また、実験から、物体の長さや断面積と抵抗値の関
係について理解している。

p.199　問2　p.200　問3
p.201　問4　p.203　問6
p.204　類題1　p.207　問8
p.211 ドリル　p.217　演習問題
1、2
p.205　実験21　p.206　実験22

・p.198　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.198　学んだことを説明してみ
よう

p.196　問1
授業プリントなど

・p.191　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.181　実験17、p.183
実験18、p.186　実験19、p.189
実験20）に取り組む生徒のようす
を観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.190　思考学習
p.191　学んだことを説明してみ
よう
p.192　演習問題4

p.182　問20、類題7　p.184　問
22
p.185　問23　p.185　問24
p.187　類題8　p.188　問25
p.192　演習問題1～3
p.181　実験17　p.183　実験18
p.186　実験19　p.189　実験20

・p.179　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。
・実験（p.175　実験16）に取り
組む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.174　問16
p.179 学んだことを説明してみよ
う

p.176　問17、18
p.179　問19
p.175　実験16

・p.172　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

・「学んだことを説明してみよ
う」（p.172）に答えさせる。

p.161　問10　p.162　問11
p.164　問12　p.165　類題4
p.173　演習問題3

③　主体的に学習に取り組む態度
・身近な静電気現象について、なぜそうなるかを述
べることができる。

②　思考・判断・表現
・ガラス棒を絹などでこすった際に、それぞれどの
ような帯電状態になるかを説明できる。

①　知識・技能
・物体の帯電するしくみについて理解している。
・導体・不導体、半導体の違いについて理解してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・弦楽器や管楽器について、どのようにして音の高
さを変えているかについて、自分の考えを述べるこ
とができる。
・音に関する問いかけについて、自分の言葉で表そ
うとしている。
・弦や気柱の振動の実験や、振り子の共振の実験に
おいて、主体的に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・弦楽器の音にはどのようなことが関係しているか
を、これまでの学習内容を踏まえて考えることがで
きる。
・倍音とはどのような振動数の音であるかを説明で

①　知識・技能
・弦や気柱の振動と音の高さの関係について理解し
ている。
・気柱の振動の際、管内に生じる定在波の腹は管口
より外にできることを理解している。
・モノコードにより弦の振動と音階の関係を確認で
き、理解できている。
・試験管を使って、気柱の振動と音階の関係を確認
でき、理解できている。
・気柱共鳴装置を用い、気柱の共鳴音からおんさの
振動数を求めることができ、理解できている。
・糸の長さを何種類かに変えた振り子で振り子の共
振を観察することで、振り子の性質を理解できてい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・音に関する身近な問いかけについて、自分の考え
を述べることができる。
・身近な音の現象に興味をもち、基本事項について
理解しようとしている。
・音の波形の観察について、主体的に取り組んでい
る。

②　思考・判断・表現
・音を伝える際、空気などの媒質が必要であること
を説明できる。
・音の特徴づける3つの要素について説明できる。
・うなりとはどのような現象であるかを説明でき
る。

①　知識・技能
・日常生活での体験を通して、音の波としての性質
を理解している。
・うなりについて、音の干渉の知識を用いて定量的
に扱うことができる。
・音の波形をオシロスコープを用いて観察できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・波が衝突や反射するときどのようになるか、興味
を持って、自分の考えを述べることができる。

②　思考・判断・表現
・定在波を発生させる条件を正しく理解し、説明で
きる。
・固定端と自由端での波の反射について、その違い
を明確に説明できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・身近な波の現象に興味をもち、波の発生原理や基
本事項について理解しようとしている。
・横波と縦波の実験に主体的に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・波の伝わるようすを、グラフで表現することがで
きる。
・波に基本事項について説明できる。
・与えられた情報を正しく読み取り、問いに答えら
れている。

①　知識・技能
・波の発生原理や基本事項を理解している。
・縦波と横波の違いを理解している。
・縦波を横波の形で表現できている。
・縦波と横波の違いについて認識して、波を発生さ
せることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・熱と仕事の関係について興味関心をもち、理解し
ようとしている。
・熱と仕事の実験に主体的に取り組んでいる。

4

3

3

2

3

2

212月
第2節
電流と電気抵抗

11月

12月

第4編　電気
第1章　物質と電気
第1節
電気の性質

第2節
発音体の振動と共振・共鳴

11月

11月
第2章　音
第1節
音の性質

第2節
波の伝わり方

10月

10月

第3編　波
第1章　波の性質
第1節
波と媒質の運動

第2節
熱と仕事



実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

原子力発電を理解するために
必要な知識である原子核、同
位体、核反応、原子炉のしく
みなどについて理解させる。

あらゆる自然現象におけるエ
ネルギーの変換では、全ての
エネルギーの和は一定に保た
れることを理解させる。

交流の電圧は時間的に変化
し、その電圧の波形には最大
値や0となる瞬間があることを
理解させる。交流発電機のし
くみを理解させる。変圧器は
交流の電圧を変えているこ
と、および、一次コイルと二
次コイルの交流電圧の比は、
一次コイルと二次コイルの巻
数の比に等しいことを理解さ
せる。電磁波には波の性質を
もっていることを理解させ
る。

直線電流が周囲につくる磁
場、円形電流が円の中心につ
くる磁場、ソレノイドがその
内部につくる磁場の向きにつ
いて理解させる。電流が磁場
から受ける力について説明
し、直流モーターのしくみを
理解させる。コイル内に磁石
を出し入れさせたときに、検
流計の針が振れる電磁誘導の
現象を理解させる。

p.214　問11
p.215　問12
p.217　演習問題3
p.216　実験23

導体の両端に電圧を加える
と、導体の温度が上がること
を理解させる。
その際に発生する熱をジュー
ル熱とよぶこと、および、発
熱量が電流と電圧と時間の積
で表されることを理解させ
る。電流がする仕事（電力
量）ＷがIVt〔Ｊ〕に等しいこ
とを理解させ、これが発生す
るジュール熱に等しいこと、
および、電流が単位時間にす
る仕事率（電力）IV〔Ｗ〕に
ついて理解させる。

電流の向きと大きさについて
しっかりと理解させる。ま
た、電圧・電流・電気抵抗の
間には、オームの法則が成り
たつことも理解させる。
抵抗率についても指導する。
抵抗の接続においては、直
列・並列接続の特徴を理解さ
せる

・授業中の発問（p.218 冒頭の問
いかけなど）に対する生徒のよう
すを観察する。
・p.222　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.222　学んだことを説明してみ
よう
p.229　演習問題5

p.219　問13
p.229　演習問題1
授業プリントなど

・実験のレポートを提出させる。

p.216　学んだことを説明してみ
よう
p.217　演習問題4（2）

・p.242　学んだことを説明して
みよう　について生徒どうしに話
しあわせ、生徒のようすを観察す
る。

p.242　学んだことを説明してみ
よう

p.234  問3
授業プリントなど
p.236　実験26

p.231　実験25

p.231  問2
p.231　学んだことを説明してみ
よう

p.231  問1
p.231　実験25

・実験（p.227　実験24）に取り
組む生徒のようすを観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.228　学んだことを説明してみ
よう

p.225　問14
p.226　問15
p.227　問16
p.229　演習問題2～4
p.227　実験24

③　主体的に学習に取り組む態度
・電気回路の抵抗の接続のしかたを変えたとき、抵
抗に加わる電圧と流れる電流の値がどのようなるか
について、主体的に考えることができる。
・オームの法則の検証実験や物体の抵抗率の測定
（長さ・面積・材質の違いによる抵抗値の測定）の
実験において、主体的に取り組んでいる。

②　思考・判断・表現
・オームの法則を理解し、I-Vグラフより、金属の抵
抗値を求めることができる。
・家庭に来ている電気の電圧・電流の値から、使用
できる電気器具の数の上限を類推することができ
る。
・金属の抵抗率が小さいほど電気をロスなく通しや
すく、大きいほど熱として消費しやすいことを理解
している。
・ダイオードの電流‐電圧グラフから、さまざまな
状況の抵抗値を類推できる。
・電気回路における、接続ごとの電流、電圧の大き
さについて適切に理解しており、説明できる。
・導体の抵抗値は、形状とどのような関係があるか
を説明できる。
・家庭内電源が、並列接続である理由を考察でき
る。

・実験（p.205　実験21、p.206
実験22）に取り組む生徒のようす
を観察する。
・実験のレポートを提出させる。

p.201　問5
p.203　問7
p.208　問9
p.209　思考学習
p.209　学んだことを説明してみ
よう
p.217　演習問題4（1）

②　思考・判断・表現
・ジュール熱について、電流と電圧とどのような関
係にあるか説明できる。
・電圧を一定にしたとき、消費電力と抵抗値は反比
例の関係にあることを説明できる。
・抵抗率、消費電力について理解しており、それを
もとに考えることができる。

①　知識・技能
・ジュールの法則について理解している。
・電力量と電力の意味（およびその公式）について
理解している。
・断熱容器中で水をジュール熱によって温め、
ジュールの法則を検証することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
新しいエネルギーである再生可能エネルギーに興味
をもち、さまざまな発電方法における共通点を探す
など、主体的に取り組むことができる。

②　思考・判断・表現
・再生可能エネルギーについて、枯渇性エネルギー
との違いを考え、説明できる。
・火力、原子力、水力、風力の発電の共通点につい
て説明できる。

①　知識・技能
・エネルギー資源にはどのようなものがあるか把握
し、それらの長所と短所を理解している。
・原子力発電に関連して、原子核の構成などを理解
している。
・身のまわりの放射線量を測定器を用いて測定でき
る。また、放射性物質についても、放射線量を測
り、身のまわりの放射線量とどの程度異なるかを確
認できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
新しいエネルギーである再生可能エネルギーに興味
をもち、さまざまな発電方法における共通点を探す
など、主体的に取り組むことができる。

①　知識・技能
・交流電圧の基本について理解している。
・変圧器と送電の基本について理解している。
・電磁波の振動数と波長の関係を理解している。ま
た、ラジオ放送やテレビ放送、携帯電話など、身近
に使われている電磁波の周波数についても把握して
いる。
・デジタルカメラなどを利用し、身近な赤外線の活
用例に関して、観察することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・モーターの回転する機構について興味をもち、主
体的に原理を考えることができる。
・電流の流れる向きと磁場の向きの関係について、
主体的に考えることができる。

②　思考・判断・表現
・電流と磁場の関係について説明できる。
・モーターの回る原理について説明できる。
・身近な電磁誘導の利用例について、説明できる。

①　知識・技能
・直線電流、円形電流、ソレノイドのつくる磁場の
向きを判断することができる。
・電磁誘導の基礎を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日常で使う電気を踏まえて、ジュール熱や電力に
ついて、主体的に考えることができる。
・ジュールの法則の検証実験に主体的に取り組んで
いる。

②　思考・判断・表現
・ある事象に対して、どのようなエネルギー変換が
行われているかを考察し、説明することができる。

①　知識・技能
・エネルギーにはどのような種類があるか、また、
身近なさまざまな事象でどのようなエネルギー変換
がさなされているかを理解している。
・手回し発電機を用い、力学的エネルギーを電気エ

③　主体的に学習に取り組む態度
・直流と交流の違いや送電時の工夫について、主体
的に考えることができる。
・赤外線の観察について、主体的に取り組んでい
る。

②　思考・判断・表現
・直流と交流の違いについて理解しており、それを
説明することができる。
・送電における電力損失の理由を理解しており、説
明できる。

3

2

2
第2節
エネルギー資源と発電

第5編　物理学と社会
第1章　エネルギーの利用
第1節  エネルギーの移り変わり

第2節
交流と電磁波

2

3

3

2月

2月、
3月

1月

1月、
2月

第2章　磁場と交流
第1節  電流と磁場

12月

12月
第3節
電気とエネルギー

第2節
電流と電気抵抗
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実験・発表

スポーツ、防災、自動車のよ
うな身近な技術を題材に、
「物理基礎」の学習内容との
関連を理解させる。また、職
業に就いている人の声を紹介
し、将来の進路について考え
る一助となるようにする。

物理基礎で学んだ内容が、くらし
の中のどのような技術と関係して
いるかについて挙げさせる。

私たちのくらしを支える技術と物
理の結びつきについて調べたこと
を発表させる。

とりあげた題材について、物理基
礎で学んだどのような内容が関係
しているかについて答えさせる。

③　主体的に学習に取り組む態度
スポーツや防災、自動車となどの身近な科学技術
に、物理学がどのように活用されているかについて
興味をもつ。

②　思考・判断・表現
私たちのくらしを支える技術に、高校で学んだ物理
学の知識がどのように活用されているかを説明でき
る。

①　知識・技能
物理基礎で学習してきた内容が、スポーツ、防災、
自動車とどのように関連しているかについて理解し
ている。

指導時間数の計

2物理学が拓く世界3月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

定期考査
小テスト
授業時の観察　　等

定期考査
レポート　等

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

　2節　細胞とエネルギー

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性

9

単元名

４月

２０２３年度　１学年　理科シラバス

生物基礎 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

５月
３週

６月
２週

○ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。
○ 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
○ 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生基704 「高校生物基礎」　実教出版

〇日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象についての観察、実験などを行うことを通して、生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付ける。

〇生物や生物現象を対象に、探究の過程を通して、問題を見いだすための観察、情報の収集、仮説の設定、実験の計画、実験による検証、調査、データの分析・解釈、推論などの探究の方法が習得

できる。また、報告書を作成したり発表したりして、科学的に探究する力が育む。

〇生物や生物現象に対して主体的に関わり、それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度など、科学的に探究しようとする態度を養う。その際、生命を尊重し、自然環境の保全に

寄与する態度が養われている。

○自然の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解し
ている。
○観察、実験などを行い、基本操作を習得している。

○自然の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解
し、知識を身に付けている。
○観察、実験などを行い、基本操作を習得するととも
に、それらの過程や結果を的確に記録し、整理できる。

○日常生活や社会との関連を図りながら、自然の事物・
現象に対する概念や原理・法則を理解し、知識を身に付
けている。
○観察、実験などを行い、基本操作を習得するととも
に、それらの過程や結果を的確に記録、整理をし、自然
の事物・現象を身に付けている。

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象
について理解するとともに、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付ける
ようにする。

○自然の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮説を設定し、
観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈している。

○自然の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮説を設定し、
観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、自分の
考えを表現している。

○自然の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮説を設定し、
観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、根拠を
基に導き出した考えを表現している。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

○自然の事物・現象に主体的にかかわり、それらを科学的に探究しよ
うとしている。

○自然の事物・現象に主体的にかかわり、それらを科学的に探究しよ
うとするとともに、探究の過程などを通して獲得した知識・技能を日
常生活や社会に生かそうとしている。

○自然の事物・現象に主体的にかかわり、それらを科学的に探究しよ
うとするとともに、探究の過程などを通して獲得した知識・技能や思
考力・判断力・表現力を日常生活や社会に生かそうとしている。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

③　主体的に学習に取り組む態度
・様々な生物の比較に基づいて、生物は多様であり
ながら共通性をもっていることを見いだして理解し
ようとする。
・原核細胞と真核細胞について、その細胞に含まれ
る細胞小器官を基に、違いを理解しようとする。

①　知識・技能
・DNAが二重らせん構造であること、そのため、2本
鎖の塩基配列は相補的であることを理解している。
・ゲノム、遺伝子、染色体、DNAの関係を理解してい
る。
・体細胞分裂が行われる際に、遺伝情報の同一性が
保たれることを理解している。

6

8

・DNAの構造や性質を、研究史
を展開しながら理解させる。
・DNA、遺伝子、ゲノムの関係
性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に、複
製され質・量ともに均等に分
配されることにより遺伝情報
が伝えられることを理解させ
る。
・DNAの複製・分裂は細胞周期
にあわせて行われることを理
解させる。

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・資料や実験をもとに、生物に共通する性質を見い
だし表現することができる。
・生物が共通性を保ちながら進化し多様化してきた
こと、共通性は起源の共有に由来することを説明で
きる。
・細胞が生物の基本構造であることを、生物学的な
視点から考察することができる。

①　知識・技能
・生物の共通性と多様性について、すべての生物で
細胞が共通の構造であることを理解している。
・原核細胞と真核細胞の違いについて、それらの細
胞に含まれる細胞小器官の違いとともに理解してい
る。
・試料の採取、染色などを行い、光学顕微鏡で観察
する技能を習得している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・資料に基づいて、生命活動にエネルギーが必要で
あることを理解しようとする。また、呼吸や光合成
から得ていることを理解しようとする。
・体内で行われる化学反応は、酵素が関わっている
ことを理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を、関連
づけて考察し、それを表現できる。
・代謝の反応が行われるときに、酵素がどのように
関与しているのか説明できる。
・カタラーゼを用いた実験から、酵素の作用と作用
する物質の関係について結果を導き出すことができ
る。

①　知識・技能
・生命活動に必要なエネルギーを、呼吸や光合成か
ら得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は、酵素が触媒してい
ることを理解している。

・生物の共通性と多様性につい
て、すべての生物で細胞が共通の
構造であることを理解している。
・原核細胞と真核細胞の違いにつ
いて、それらの細胞に含まれる細
胞小器官の違いとともに理解して
いる。
（定期考査）
・試料の採取、染色などを行い、
光学顕微鏡で観察する技能を習得
している。
・生物の組織からDNAを抽出する
技能を習得している。
（実験評価)

・生命活動に必要なエネル
ギーと代謝について理解させ
る。その際、呼吸と光合成の
概要を扱う。
・代謝の反応が行われるとき
に、酵素がどのように関与し
ているのか理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成す
る反応であることを理解させ
る。

・様々な生物の比較に基づい
て、生物は多様でありながら
共通性をもっていることを見
いだして理解する。
・生物が共通性を保ちながら
進化し多様化してきたこと、
共通性は起源の共有に由来す
ることを理解させる。
・生物に共通する性質は細胞
であることを理解させる。ま
た、細胞にも原核細胞と真核
細胞があることを細胞の内部
構造とともに理解させる。

・資料に基づいて、生命活動にエ
ネルギーが必要であることを理解
しようとする。また、呼吸や光合
成から得ていることを理解しよう
とする。
・体内で行われる化学反応は、酵
素が関わっていることを理解しよ
うとする。（発問評価・授業態
度）

・呼吸や光合成からエネルギーを
得る方法を、関連づけて考察し、
それを表現できる。
（発問評価・課題提出）
・カタラーゼを用いた実験から、
酵素の作用と作用する物質の関係
について結果を導き出すことがで
きる。
（実験評価）

・生命活動に必要なエネルギー
を、呼吸や光合成から得ているこ
とを理解している。
・生体内で行われる化学反応は、
酵素が触媒していることを理解し
ている。（定期考査）

・生物の共通性を、実験や観察を
通して見いだし、理解しようとす
る。
・原核細胞と真核細胞について、
その細胞に含まれる細胞小器官を
基に、違いを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・資料や実験をもとに、生物に共
通する性質を見いだし表現するこ
とができる。
・細胞が生物の基本構造であるこ
とを、生物学的な視点から考察す
ることができる。
（発問評価・課題提出）

・DNAが二重らせん構造であるこ
と、そのため、2本鎖の塩基配列
は相補的であることを理解してい
る。
・ゲノム、遺伝子、染色体、DNA
の関係を理解している。
・体細胞分裂が行われる際に、遺
伝情報の同一性が保たれることを
理解している。
（定期考査）

実験・発表

実験・発表

実験・発表

化学基礎「物質の変
化」



　3節　免疫

　2節　体内環境の維持のしくみ

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境

　2節　遺伝情報とタンパク質の合成

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

６月
２週

７月
３週

９月

１０
月

３週

１１
月

３週

１２
月

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち

8

6

②　思考・判断・表現
・資料に基づき、DNAの構造を科学的に見いだすこと
ができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明することが
できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・DNAの塩基配列の情報に基づいて、タンパク質が合
成されることを理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成される
過程を体系的に考察し、表現できる。
・DNAからタンパク質が合成される際には、転写・翻
訳が行われることを説明できる。

①　知識・技能
・さまざまな生命現象にはタンパク質が関わってお
り、それらタンパク質がDNAの遺伝情報に基づいて合
成されることを理解している。
・DNAの塩基配列に基づいて、タンパク質が合成され
ることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し、細胞ごとに特定の
遺伝子が発現することを理解する。
・試料の採取、染色などを行い、光学顕微鏡で観察
する技能を習得している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・DNAの性質や構造を、DNAの研究史とともに理解し
ようとする。
・ゲノムと遺伝子、染色体、DNAの関係について理解
しようとする。
・細胞分裂の際に、DNAの塩基配列が正確に複製され
るしくみを見いだし、理解しようとする。

③　主体的に学習に取り組む態度
・体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見い
だして理解しようとする。
・観察、実験に基づいて、体内での情報の伝達が体
の調節に関係していることを見いだし、理解しよう
とする。
・資料に基づいて、ヒトの血糖濃度が調節されるし
くみを見いだし、理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・体の調節に関する観察、実験などを行い、体内で
の情報の伝達が体の調節に関係していることを見い
だして理解することができる。
・血糖濃度調節のしくみを、ホルモンと自律神経系
の両方の働きから説明できる。

①　知識・技能
・神経やホルモンの働きにより体内環境が維持され
ることを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖濃度が保たれることを
理解しており、ホルモンの分泌不足による発症する
疾患についての知識を得ている。
・実験により得られたデータを比較・分析すること
により、結論を導き出すことができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・外界の環境が変化しても、体内環境は一定の範囲
に保たれていることを理解しようとする。
・体液を調節することで、体内環境が保たれている
ことを理解しようとする。
・腎臓による塩類濃度調節や、肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・恒常性により、体内環境が保たれていることを考
察することができる。
・腎臓の働きについて体系的に理解し、ろ過・再吸
収のしくみを説明することができる。

8

8

7

6

①　知識・技能
・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意味
を理解している。
・腎臓での塩類濃度の調節や、肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解している。
・解剖など生体を扱う技能を習得している。

・DNAの構造や性質を、研究史
を展開しながら理解させる。
・DNA、遺伝子、ゲノムの関係
性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に、複
製され質・量ともに均等に分
配されることにより遺伝情報
が伝えられることを理解させ
る。
・DNAの複製・分裂は細胞周期
にあわせて行われることを理
解させる。

・さまざまな生命現象にはタ
ンパク質が関わっていること
に触れ、それらタンパク質が
DNAの遺伝情報に基づいて合成
されることを理解させる。
・DNAからタンパク質が合成さ
れる際には、転写・翻訳が行
われることを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内で
つねに発現しているわけでは
ないことを理解させる。

・体内での情報の伝達が体の
調節に関係していることを見
いだして理解させる。
・体内環境の調節に、神経系
と内分泌系が関わっているこ
とを理解させる。
・体内環境の維持とホルモン
の働きとの関係を見いだして
理解させる。
・ヒトの体液濃度の調節が、
自律神経とホルモンの作用に
より一定の範囲に保たれてい
ることを理解させる。
・血糖濃度がホルモンと自律
神経が関わるしくみで調節さ
れていることについて理解さ
せ、調節ができなくなったと
きに発症する疾患についても
触れる。

・動物が体内環境をもち、外
界からの影響を適切に調節し
ていることを理解させる。
・恒常性により、体内環境が
保たれていることを理解させ
る。
・体液を調節することで、体
内環境が保たれていることを
理解させる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解
しようとする。

②　思考・判断・表現
・資料に基づいて、異物を排除する防御機構が備
わっていることを見出して理解することができる。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体系的に
考察し、表現することができる。
・一次応答と二次応答の違いを理解させ、同じ疾患
に二度かかりにくい理由を考察できる。
・ヒトの免疫疾患について、身近な例をもとに説明
することができる。

①　知識・技能
・ヒトには異物を排除する防御機構が備わっている
ことを理解している。
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解
している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患について理
解している。

①　知識・技能
・陸上には、森林・草原・砂漠などの多くの植生が
みられ、植物をとり巻く環境や構成種により植生が
変わっていくことを理解している。
・植生の遷移についてその過程を理解している。

・病原体などの異物を認識・排除
するしくみを理解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免
疫疾患について理解している。
（定期考査）

・観察、実験に基づいて、体内で
の情報の伝達が体の調節に関係し
ていることを見いだし、理解しよ
うとする。
・資料に基づいて、ヒトの血糖濃
度が調節されるしくみを見いだ
し、理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・体の調節に関する観察、実験な
どを行い、体内での情報の伝達が
体の調節に関係していることを見
いだして理解することができる。
・血糖濃度調節のしくみを、ホル
モンと自律神経系の両方の働きか
ら説明できる。
（発問評価・課題提出）

・陸上には、森林・草原・砂漠な
どの多くの植生がみられ、植物を
とり巻く環境や構成種により植生
が変わっていくことを理解してい
る。
・植生の遷移についてその過程を
理解している。（定期考査）

・病原体などの異物を認識・排除
するしくみを理解しようとする。
（発問評価・授業態度

・資料に基づいて、異物を排除す
る防御機構が備わっていることを
見出して理解することができる。
・病原体を認識・排除する機構の
しくみを体系的に考察し、表現す
ることができる。
・ヒトの免疫疾患について、身近
な例をもとに説明することができ
る。
（発問評価・課題提出）

・生物は環境からの影響を受
けながら存在し、生態系には
多様な生物が存在することを
理解させる。
・陸上には、草原や森林など
のさまざまな植生があること
を理解させる。
・植生は不変ではなく、光の
量や植生をとり巻く環境から
影響を受けて変化していくこ
とを理解させる。
・環境形成作用により土壌が
形成されることを理解させ
る。
・植生内の光環境の変化や土
壌の発達によって遷移が進行
することを理解させる。

・ヒトには異物を排除する防
御機構が備わっていることを
見いだして理解させる。
・病原体の侵入を防ぐため
の、異物を認識し、排除する
しくみを理解させる。
・免疫のしくみの概要を取り
上げ、体液性免疫や細胞性免
疫について理解させる。
・一次応答と二次応答の違い
を理解させ、同じ疾患に二度
かかりにくい理由を考察させ
る。
・ヒトの身近な免疫疾患につ
いて理解させる。

・DNAの遺伝情報に基づいてタン
パク質が合成される過程を体系的
に考察し、表現できる。
（発問評価・課題提出）

・DNAの塩基配列に基づいて、タ
ンパク質が合成されることを理解
している。
・遺伝子の発現について理解し、
細胞ごとに特定の遺伝子が発現す
ることを理解する。
（定期考査）
・試料の採取、染色などを行い、
光学顕微鏡で観察する技能を習得
している。
（実験評価）

・DNAの性質や構造を、DNAの研究
史とともに理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子、染色体、DNA
の関係について理解しようとす
る。
・細胞分裂の際に、DNAの塩基配
列が正確に複製されるしくみを見
いだし、理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・資料に基づき、DNAの構造を科
学的に見いだすことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付
けて説明することができる。
（発問評価・課題提出）

・神経やホルモンの働きにより体
内環境が維持されることを理解し
ている。
・ホルモンの分泌により血糖濃度
が保たれることを理解しており、
ホルモンの分泌不足による発症す
る疾患についての知識を得てい
る。
（定期考査）
・実験により得られたデータを比
較・分析することにより、結論を
導き出すことができる。
（課題提出・実験評価）

・外界の環境が変化しても、体内
環境は一定の範囲に保たれている
ことを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・腎臓の働きについて体系的に理
解し、ろ過・再吸収のしくみを説
明することができる。
（発問評価・課題提出）

・体内環境が一定の範囲に保たれ
ることとその意味を理解してい
る。
・腎臓での塩類濃度の調節や、肝
臓による物質の合成・分解などの
しくみを理解している。（定期考
査）
・解剖など生体を扱う技能を習得
している。
（実験評価）

・外界の環境が変化しても、体内
環境は一定の範囲に保たれている
ことを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

保健体育「現代社会と
健康」

保健体育「現代社会と
健康」

地理総合「地球的課題
と国際協力」

保健体育「現代社会と
健康」



70指導時間数の計

２～
３月

１２
月

１月

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全

　2節　植生とバイオーム

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち

6

5

7

③　主体的に学習に取り組む態度
・生態系において、物質が循環すること及びそれに
伴ってエネルギーが移動することを理解しようとす
る。
・生態系のバランスについてや、生態系の保全する
ことが重要であることを理解しようとし、認識して
いる。
・生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度が
養われている。

②　思考・判断・表現
・生態系と生物の多様性に関する観察、実験などか
ら、生態系における生物の種多様性を見いだすこと
ができる。
・生物の多様性を食物網や間接効果と関連付けて説
明できる。
・生態系の保全の重要性について、生物の多様性の
視点から考察することができる。
・世界の環境問題について、情報を調査し、自分の
考えをまとめ、表現することができる。

①　知識・技能
・生態系内における種多様性、生物どうしのかかわ
りあいについて理解している。
・捕食によって物質とエネルギーが移動することを
理解している。
・野外で行う調査・実験の方法を習得している。
・生態系のバランスや、生態系の保全の重要性につ
いて理解している。
・インターネットや文献などを用いて、調査する方
法を習得している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・地球上にはさまざまなバイオームが成立している
ことを理解しようとする。
・バイオームの構成要素である植物が、その場所の
気温や降水量に適応していることを理解しようとす
る。

②　思考・判断・表現
・気温や降水量によって成立するバイオームが異な
るのは、バイオームを構成する植物種がその場所の
気温や降水量に適応しているためであると考察し、
それを表現することができる。

①　知識・技能
・地球上には、気温や降水量ごとにさまざまなバイ
オームが成立していることを理解している。
・遷移の結果として森林・草原・荒原のバイオーム
となることを理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・生物は環境からの影響を受けながら存在し、生態
系には多様な生物が存在することを理解しようとす
る。
・資料に基づいて、植生が変化する要因を見いだ
し、その要因が植生にどのような影響を与えるかを
理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・植生の成り立ちが、林内の光環境や植物の光に対
する特性、土壌の発達段階に影響を受けていること
を考察することができる。
・資料に基づいて、遷移の要因を見いだして理解す
ることができる。
・植生の遷移が、光環境や土壌の変化によってどの
ように進むかを説明できる。

・生態系内における種多様性、生
物どうしのかかわりあいについて
理解している。
・生態系のバランスや、生態系の
保全の重要性について理解してい
る。
（定期考査）
・野外で行う調査・実験の方法を
習得している。（実験評価）
・インターネットや文献などを用
いて、調査する方法を習得してい
る。
（課題提出）

・地球上にはさまざまなバイオー
ムが成立していることを理解しよ
うとする。
（発問評価・授業態度

・気温や降水量によって成立する
バイオームが異なるのは、バイ
オームを構成する植物種がその場
所の気温や降水量に適応している
ためであると考察し、それを表現
することができる。
（発問評価・課題提出）

・地球上には、気温や降水量ごと
にさまざまなバイオームが成立し
ていることを理解している。
（定期考査）

資料に基づいて、植生が変化する
要因を見いだし、その要因が植生
にどのように影響するかを理解し
ようとする。
（発問評価・授業態度）

・資料に基づいて、遷移の要因を
見いだして理解することができ
る。
・植生の遷移が、光環境や土壌の
変化によってどのように進むかを
説明できる。
（発問評価・課題提出）

・生態系における生物の種多
様性について理解させる。
・生物の種多様性と生物間の
関係性とを関連付けて理解さ
せる。
・捕食によって物質とエネル
ギーが移動することを理解さ
せる。
・生態系のバランスと、人為
的攪乱によりそのバランスが
崩れる場合があることを理解
させる。
・生態系の保全の重要性につ
いて認識させる。
・自然環境の保全に寄与する
態度を育てる。

・気温や降水量の違いによ
り、地球上には多くのバイ
オームが成立していることを
理解させる。
・遷移の結果として森林・草
原・荒原のバイオームとなる
ことを理解させる。
・バイオームの構成要素であ
る植物種を取り上げ、その場
所の気温や降水量に適応して
いることを理解させる。
・日本のバイオームについて
も、その構成種とともに理解
させる。

・生物は環境からの影響を受
けながら存在し、生態系には
多様な生物が存在することを
理解させる。
・陸上には、草原や森林など
のさまざまな植生があること
を理解させる。
・植生は不変ではなく、光の
量や植生をとり巻く環境から
影響を受けて変化していくこ
とを理解させる。
・環境形成作用により土壌が
形成されることを理解させ
る。
・植生内の光環境の変化や土
壌の発達によって遷移が進行
することを理解させる。

・生物が多様であることを、食物
網や間接効果と関連付けて説明で
きる。
・生態系のバランスや、生態系を
保全することが重要であることを
理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・生態系と生物の多様性に関する
観察、実験などから、生態系にお
ける生物の種多様性を見いだすこ
とができる。
・生態系の保全の重要性につい
て、生物の多様性の視点から考察
することができる。
・世界の環境問題について、情報
を調査し、自分の考えをまとめ、
表現することができる。
（発問評価・課題提出）

実験・発表

実験・発表

実験・発表

地理総合「地球的課題
と国際協力」

地理総合「地球的課題
と国際協力」

保健体育「環境と健
康」



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

８

③　主体的に学習に取り組む態度
陸上競技に自主的に取り組むとともに，自己の責
任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保すること。

②　思考・判断・表現
合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して，
成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝
えること。

①　知識・技能
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，長距離走では，自己
に適したペースを維持して，一定の距離を走り通
し，タイムを短縮したり，競走したりできるように
する。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学

ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた

思いを伝えること。

①知識
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について理解している。※体育理論については
「技能」に係る評価の対象がないことから、「技
能」の評価規準は設定していない。

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

・講義
・ワークシート作業
　（課題の整理）
・小テスト

　主な学習活動　

生涯スポーツをするための運動の基礎的な知識が理解で
き、自己に応じた段階的な技能を身につけようとしている

運動を「知る・見る・行う・支える」の視点から具体的な知識
を理解し、運動の特性に応じた段階的な技能を身につけよ
うとしている。

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な知識や生涯
スポーツを継続するための科学的知識及び運動の特性に
応じた段階的な技能を身につけようとしている

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保し
て，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

学びに向かう力

自己の課題に応じた運動の取り組み方や計画を工夫し、それらを
理解している。

自己の課題に応じた運動の取り組み方や計画を工夫し表現でき
る。また、仲間やチームの課題に応じた運動の取り組み方や計画を
理解している。

①　知識・技能
体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継
続する意義，体の構造，運動の原則などを理解す
るとともに，健康の保持増進や体力の向上を目
指し，目的に適した運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝えること。

自己に応じた目標の設
定，目標を達成するた
めの課題の設定，課題
解決のための練習法な
どを選択と実践，演技
や発表を通した学習成
果の確認，新たな目標
の設定といった課題解
決の方法を活用するな
ど，知識を実践に活用
する学習活動を充実す
ること。

③　主体的に学習に取り組む態度
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
についての学習に自主的に取り組もうとしてい
る。

②　思考・判断・表現
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について、課題を発見しよりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える。

グループ活動
全体活動

８

６

２０２3年度　１学年　保健体育科シラバス

体　育 教科書等 な　し

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

実技テスト
授業の観察　　等

授業時の観察
課題解決
振り返りシート　　等

授業時の姿勢や意欲
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

教科の目標

すべての生徒が以下の資質を身に付け，かつ実践できるようになるための教育活動を地域や家庭と連携して提供する学校域や家庭と連携して提供する学校

① 主体的に学校生活に取り組み，自らの学校生活を充実させることができる
② 一個の人格として尊重され，自己実現・進路希望の実現を図ることができる
③ 多様性を尊重し，課題に対して協力して解決を図ることができる
④ 一市民としての意識を醸成し，社会に寄与することができる

科目名

科目の目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に
応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるように
　　するため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。
　(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の
　　考えたことを他者に伝える力を養う。
　(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大
　　切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜
びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに，それらの技能を身に付けるよ
うにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

自己や仲間の課題に応じた運動の取り組み方や健康の保持及び体
力を高めるための運動の計画を工夫し、それらを表現しようとして
いる。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理
的，計画的な 解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える 力を養う。

思考力・判断力・表現力

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができ、各運動の合理的計画
的な実践を主体的に取り組もうとする。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとしている。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を高めようとしている。

主な言語活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

③　主体的に学習に取り組む態度
体つくり運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人一人の違
いに応じた動きなどを大切にしようとすること，
話合いに貢献しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

単元名

体育理論

４月
第２週

～
５月

第２週

６月
第４週

～
７月

第２週

体つくり運動

５月
第３週

～
６月

第３週

陸上競技（長距離走）



実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

７０

２月
第３週

～
３月

第３週

球技（選択）

③　主体的に学習に取り組む態度
体つくり運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人一人の違
いに応じた動きなどを大切にしようとすること，
話合いに貢献しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。
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③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

①　知識・技能
体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継
続する意義，体の構造，運動の原則などを理解す
るとともに，健康の保持増進や体力の向上を目
指し，目的に適した運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

①　知識・技能
ネット型は、ポジションの役割に応じたボールや
用具の操作によって，仲間と連携した「拾う，つな
ぐ，打つ」などの一連の流れで攻撃を組み立てた
りして，相手側のコートの空いた場所をめぐる攻
防を展開できるようにする。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

③　主体的に学習に取り組む態度
ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに助け
合い教え合おうとすること，作品や発表などの話
合いに貢献しようとすること，一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１０

③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１０
個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

①　知識・技能
ゴール型は、安定したボール操作と空間を作りだ
すなどの連携した動きによってゴール前への侵
入などから攻防を展開できるようにする。

１０

②　思考・判断・表現
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝えること。

②　思考・判断・表現
表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

①　知識・技能
ベースボール型は、易しい投球に対する安定した
バット操作により出塁，進塁，得点する攻撃と仲
間と連携した守備のバランスのとれた攻防を展
開できるようにする。

①　知識・技能
現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を捉
え，変化とまとまりを付けて，リズムに乗って全身
で踊ること。

１０

個別活動
グループ活動

指導時間数の計

球技（ネット型）

球技（ゴール型）

球技（ベースボール型）

ダンス

７月
第３週

～
９月

第４週

１０月
第１週

～
１１月
第２週

１１月
第３週

～
１２月
第３週

１月
第２週

～
２月

第２週





1

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

家庭科
理科（生物）

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

②　思考・判断・表現
感染症の発生や流行には時代や地域によって違
いがみられることについて，事例を通して整理
し，感染のリスクを軽減するための個人の取組及
び社会的な対策に応用すること。

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

７

４

①　知識・技能
感染症は，時代や地域によって自然環境や社会
環境の影響を受け，発生や流行に違いが見られ
ることを理解できるようにする。その際，交通網
の発達により短時間で広がりやすくなっているこ
と，また，新たな病原体の出現，感染症に対する
社会
の意識の変化等によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ
157 等）感染症，結核などの新興感染症や再興
感染症の発生や流行が見られることを理解でき
るようにする。また，感染症のリスクを軽減し予
防するには，衛生的な環境の整備や検疫，正しい
情報の発信，予防接種の普及など社会的な対策
とともに，それらを前提とした個人の取組が必要
であることを理解できるようにする。その際，エイ
ズ及び性感染症についても，その原因，及び予防
のための個人の行動選択や社会の対策について
理解できるようにする。

①　知識・技能
国民の健康課題について，我が国の死亡率，受療
率，平均寿命，健康寿命など各種の指標や疾病構
造の変化を通して理解できるようにする。また、
健康水準の向上，疾病構造の変化に伴い，個人や
集団の健康についての考え方も変化してきてい
ることについて理解できるようにする。また、健
康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの
考え方に基づき，適切な意思決定や行動選択に
より，疾病等のリスクを軽減することを含め，自
らの健康を適切に管理することが必要であると
ともに，環境づくりが重要であることを理解でき
るようにする。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
現代社会と健康における事象や情報などについ
て，健康に関わる原則や概念を基に整理したり，
個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社
会の課題を発見すること。また、国民の健康課題
について，我が国の健康水準の向上や疾病構造
の変化に関するデータや資料に基づいて分析し，
生活の質の向上に向けた課題解決の方法をヘル
スプロモーションの考え方を踏まえて整理するこ
と。

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

　主な学習活動　 主な言語活動

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

２０２3年度　１学年　保健体育科シラバス

保　健 教科書等 新高等保健体育（大修館書店）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
授業時の観察　　等

定期考査
課題提出
振り返りシート　　等

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート　　等

教科の目標

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継
続するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。
　(2) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。
　(3) 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

科目名

科目の目標

保健の見方・考え方を働かせて，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。
　(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。
　(2) 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。
　(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

個人及び社会生活における健康・安全 について、課題解決
に役立つ知識や技能を身に付けている。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

個人及び社会生活における健康・安全について、課題解決
に役立つ知識や技能を理解している。

個人及び社会生活における健康・安全について、課題解決
に役立つ知識や技能を身に付けようとしている

個人及び社会生活における健康・安全 について、課題解決
に役立つ知識や技能を身につけて、それを実生活で実践し
ようとしている。

健康を優先し、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく
りに関する学習活動に主体的に取り組もうとしている。

学びに向かう力

個人における健康課題を発見し、その解決を目指している。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え判断しようとしている。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え、判断し、それらを表現しようとしている。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え、判断し、それらを表現している。

思考力・判断力・表現力

自己の健康の保持増進や回復に関する学習活動に主体的に取り組
もうとしている

自他の健康の保持増進や回復に関する学習活動に主体的に取り組
むことができる。また健康な社会づくりに関して主体的に取り組も
うとしている。

健康を優先し、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく
りに関する学習活動に主体的に取り組もうとしている。

単元名

現代における感染症の問題
感染症の予防
性感染症・エイズとその予防

４月
５月

６月

第１章　現代社会と健康

（１）日本における健康課題の変遷
（２）健康の考え方と成り立ち
（３）ヘルスプロモーションと健康に関わ
る環境づくり
（４）健康に関する意思決定・行動選択



テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

家庭科
理科（生物）

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

②　思考・判断・表現
喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，我が国の
これまでの取組を個人への働きかけと社会環境
への対策の面から分析したり，諸外国と比較した
りして，防止策を評価すること。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

①　知識・技能
がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高血圧症，脂
質異常症，糖尿病などを適宜取り上げ，これらの
生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，
適切な運動，食事，休養及び睡眠など，調和のと
れた健康的な生活を続けることが必要であるこ
と，定期的な健康診断やがん検診などを受診す
ることが必要であることを理解できるようにす
る。その際，がんについては，肺がん，大腸がん，
胃がんなど様々な種類があり，生活習慣のみなら
ず細菌やウイルスの感染などの原因もあること
について理解できるようにする。

７

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

家庭科
理科（生物、化学）

②　思考・判断・表現
精神疾患の予防と回復について，習得した知識
を基に，心身の健康を保ち，不調に早く気付くた
めに必要な個人の取組や社会的な対策を整理す
ること。

①　知識・技能
事故は，地域，職場，家庭，学校など様々な場面
において発生していること，事故の発生には，周
りの状況の把握及び判断，行動や心理などの人
的要因，気象条件，施設・設備，車両，法令，制度，
情報体制などの環境要因などが関連しているこ
とを理解できるようにする。また、事故を防止し
たり事故の発生に伴う傷害等を軽減したりするこ
とを目指す安全な社会の形成には，交通安全，防
災，防犯などを取り上げて，法的な整備などの環
境の整備，環境や状況に応じた適切な行動など
の個人の取組，及び地域の連携などが必要であ
ることを理解できるようにする。また、交通事故
を防止するには，自他の生命を尊重するととも
に，自分自身の心身の状態や周りの環境，車両の
特性などを把握すること，及び個人の適切な行
動，交
通環境の整備が必要であることを理解できるよ
うにする。また，交通事故には補償をはじめとす
る法的責任などが生じることを理解できるよう
にする。

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

①　知識・技能
精神疾患は，精神機能の基盤となる心理的，生物
的，または社会的な機能の障害などが原因とな
り，認知，情動，行動などの不調により，精神活動
が不全になった状態であることを理解できるよ
うにする。また，うつ病，統合失調症，不安症，摂
食障害などを適宜取り上げ，誰もが罹患しうるこ
と，若年で発症する疾患が多いこと，適切な対処
により回復し生活の質の向上が可能であること
などを理解できるようにする。精神疾患の予防と
回復には，身体の健康と同じく，適切な運動，食
事，休養及び睡眠など，調和のとれた生活を実践
すること，早期に心身の不調に気付くこと，心身
に起こった反応については体ほぐしの運動など
のリラクセーションの方法でストレスを緩和する
ことなどが重要であることを理解できるように
する。また，心身の不調時には，不安，抑うつ，焦
燥，不眠などの精神活動の変化が，通常時より強
く，持続的に生じること，心身の不調の早期発見
と治療や支援の早期の開始によって回復可能性
が高まることを理解できるようにする。

５

②　思考・判断・表現
生活習慣病などの予防と回復について，習得し
た知識を基に自他の生活習慣や社会環境を分析
し，リスクの軽減と生活の質の向上に必要な個人
の取組や社会的な対策を整理すること。

①　知識・技能
喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因となり心
身の健康を損ねることを理解できるようにする。
コカイン，MDMA などの麻薬，覚醒剤，大麻，な
ど，薬物の乱用は，心身の健康，社会の安全など
に対して深刻な影響を及ぼすことから，決して
行ってはならないことを理解できるようにする。
また、喫煙や飲酒、薬物乱用による健康課題を防
止するには，正しい知識の普及，健全な価値観の
育成などの個人への働きかけ，及び法的な整備
も含めた社会環境への適切な対策が必要である
ことを理解できるようにする。

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

３

5

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

第２章　安全な社会生活

事故の現状と発生要因
交通事故防止の取り組み
安全な社会の形成

精神疾患の特徴
精神疾患への対応

喫煙と健康
飲酒と健康
薬物乱用と健康

生活習慣病の予防と回復
身体活動・運動と健康
食事と健康
休養・睡眠と健康
がんの予防と回復

７月
９月

９月
10月

１１月

12月
１月



ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

35

4

②　思考・判断・表現
安全な社会生活における事象や情報などについ
て，安全に関わる原則や概念を基に整理したり，
個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社
会の課題を発見すること。また、安全な社会づく
りについて，様々な事故や災害の事例から，安全
に関する情報を整理し，環境の整備に応用するこ
と。交通安全について，習得した知識を基に，事
故につながる危険を予測し回避するための自他
や社会の取組を評価すること。

③　主体的に学習に取り組む態度
安全な社会生活と健康について，自他や社会の
課題の解決方法と，それを選択した理由などを話
し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明すること。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代社会と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明すること。

①　知識・技能
適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防いだ
り，傷病者の苦痛を緩和したりすることを理解で
きるようにする。また，自他の生命や身体を守り，
不慮の事故災害に対応できる社会をつくるには，
一人一人が適切な連絡・通報や運搬も含む応急
手当の手順や方法を身に付けるとともに，自ら進
んで行う態度が必要であること，さらに，社会の
救急体制の整備を進めること，救急体制を適切
に利用することが必要であることを理解できる
ようにする。また、日常生活で起こる傷害や，熱
中症などの疾病の際には，それに応じた体位の
確保・止血・固定などの基本的な応急手当の方法
や手順があることを，実習を通して理解し，応急
手当ができるようにする。心肺停止状態において
は，急速に回復の可能性が失われつつあり，速や
かな気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，AED（自動
体外式除細動器）の使用などが必要であること，
及び方法や手順について，実習を通して理解し，
AEDなどを用いて心肺蘇生法ができるようにす
る。

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

②　思考・判断・表現
応急手当について，習得した知識や技能を事故
や災害で生じる傷害や疾病に関連付けて，悪化
防止のための適切な方法に応用すること。

5

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

個人及び社会生活にお
ける健康の保持増進や
回復について話し合う
活動などを通して，コ
ミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

指導時間数の計

応急手当の意義と救急医療体制
心肺蘇生法
日常的な応急手当

第２章　安全な社会生活

事故の現状と発生要因
交通事故防止の取り組み
安全な社会の形成

12月
１月

２月
３月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

実技試験
授業時の観察

実技試験
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

グループ発表
（実技試験）
他グループの
作品鑑賞
授業時の観察

グループ発表
（実技試験）
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

実技試験
授業時の観察

実技試験
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

作品鑑賞シー
ト
授業時の観察

作品鑑賞シー
ト
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

創作作品提出
授業時の観察

･曲について調べ、意見
交換をする
･音楽を形づくってい
る要素について考え、
表現を工夫するために
アイディアを出し合う

･表現の工夫について
アイディアを出し合う
･曲の特徴を見つけ出
し、共通のイメージをも
つ
･それぞれのアンサン
ブルグループで試行錯
誤し練習する

･互いに聴きあい、曲想
について考えを深め、
歌詞を味わう
･イメージの共有を図
る
･どのような事に留意
して歌うと、より表現
の幅が広がるかを考え
る

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的に歌唱表現の試行錯誤を行いながら、納
得のいく表現が出来るまで粘り強く取り組もうと
している。

②　思考・判断・表現
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きを感受しながら、表現意図
をもったり、表現の工夫をしている。

①　知識・技能
曲にふさわしい発声、発音をすることができる。
曲想と音楽の構造、歌詞との関わりを理解してい
る。

①　知識・技能
リズムを正確に捉え、曲想に合った音色や奏法に
ついて理解し、パフォーマンスをする技能を身に
付けている。

単元名

「コード進行」をもとにメロディーをつく
ろう

J-POPや歌謡曲の特徴を理解して歌お
う

表現を工夫してリコーダーを演奏しよう

ボディー・パーカッションや“Cups”に挑
戦しよう

曲にふさわしい発声で表情豊かに歌お
う

４
５
６
７
月

　主な学習活動　

知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

〇人々の暮らしとともに音楽文化があることを理解し、
様々な特徴をもつ音楽が存在していることを理解する。

〇音楽固有の雰囲気や表情、味わいなどを感じ取りなが
ら、自己のイメージや感情と音楽の構造や文化的・歴史的背
景などとの関わり捉え、音楽活動に生かすことができる。

〇音楽の多様性について理解し、音楽に対する価値意識を
広げ、創意工夫などを生かした音楽表現をするために必要
な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作などで表すことができ
る。

主体的・協働的に音楽活動に取り組み、音楽文化に親しみ、音楽に
よって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

学びに向かう力

〇音や音楽に対する自己のイメージをふくらませたり、他者のイ
メージに共感したりしながら、創意工夫の過程において必要な音楽
を形づくっている要素の働かせ方について理解することができる。

〇知覚した要素から、自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫
したり、音楽を評価したりしながらよさや美しさを自ら味わって聴
くことができる。

〇音楽を形づくっている要素などを知覚し、それらの働きを感受し
ながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、表
現意図をもったり、音楽のよさや美しさについて根拠を持って評価
したりすることができる。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評
価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。

思考力・判断力・表現力

〇音や音楽と積極的に関わり、音楽と人々の生活などとの関わりに
関心をもち、我が国や世界の音楽文化に親しもうとする態度を身に
付けている。

〇音や音楽と関わり、音楽文化に親しみながら、感性を高め、よさ
や美しさなどを感じ取る力を身に付けている。

〇音や音楽、音楽文化と豊かに関わり、音楽的な見方・考え方を働
かせながら、主体的・協働的に音楽活動に取り組む姿勢を身に付け
ている。

主な言語活動
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

２０２３年度　１学年 音楽科シラバス

音楽Ⅰ 教科書等 MOUSA　１（教育芸術社）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

筆記試験
実技試験
作品鑑賞
創作作品提出
授業時の観察　　等

筆記試験
実技試験
振り返りシート
作品鑑賞
創作作品提出　　等

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

教科の目標

○曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識及び技能）
○自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。　　　　　　　　（思考力、判断力、表現力等）
○主体的・協働的に音楽活動に取り組み、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。　　　　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等）

科目名

科目の目標

○曲想と音楽の構造、言葉の特性と曲種に応じた発声、発音等、様々な表現形態について理解し、創意工夫を生かした歌唱表現、器楽表現、創作表現をするために必要な技能を身に付けるようにす
る。(知識及び技能)
○音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら個性豊かに音楽表現を工夫し、知覚したことを根拠として批評しながらよさや美しさを味わって聴くことがで
きるようにする。(思考力、判断力、表現力等)
○生徒一人一人が自らの考えを他者との交流の中で共有し、共感したりしながら個々の学びを深め、音楽活動を通して、音楽と人々の生活などとの関わりに関心を持ち、様々な音楽の多様性を認
め、音楽文化に親しむ態度を養う。(学びに向かう力、人間性等)

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及
び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるよう
にする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

･曲について調べたり意見を
交換したりして曲想と音楽の
構造や歌詞、文化的背景との
関わりを理解するとともに、
自分や社会にとっての音楽の
意味や価値を考える
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･コードの構成音をもとに音
の組み合わせやつなげ方を
試しながら、自分の表したい
イメージに合うメロディーを
つくる
･反復、変化などの手法を用
いてメロディーをつくった
り、つくったメロディーにもう
一つのメロディーを重ねたり
する技能を身に付ける

･作品の発表会を行
い、創作意図や、込め
た想いを相手に伝える

･曲にふさわしい奏法や身体
の使い方などに留意して演奏
し、表現に必要な技能を身に
付ける　　　　　　　　　･演奏し
たり互いに聴きあったりしな
がら、曲想と楽器の音色や奏
法との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･身体の使い方、奏法
などをペアで確認し合
い、良い点や、改善点
について話し合い、技
能の向上を図る
･音色の聴き比べを行
い、試行錯誤しながら
表現の幅を広げる

･リズムを正確に捉えるとと
もに、その重なり合いやつな
がりを意識して演奏する
･曲想にあった音色や奏法、
パフォーマンスなどの技能を
身に付け、表現を工夫する
･共通のイメージをもって、曲
の特徴を生かした表現ができ
るよう試行錯誤したり意見を
交換したりしながら演奏する

③　主体的に学習に取り組む態度
イメージをもって、他者と協働しながら、曲の持
つ特徴を主体的に表現しようとしている。

②　思考・判断・表現
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きを感受しながら、表現意図
をもったり、表現の工夫をしている。

３

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的に歌唱表現の試行錯誤をしている。自分
や社会にとっての音楽の意味や価値を見出そう
としている。

４

①　知識・技能
コード進行について理解している。
メロディーをつくったり、重ねたりする技能を身
に付けている。

①　知識・技能
曲想と音楽の構造や歌詞、文化的背景との関わ
りについて理解している。

②　思考・判断・表現
互いに聴き合うことで、曲想や、曲に合った音
色、演奏に対する考えを深めながら、表現を工夫
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
イメージをもって、他者と協働しながら、曲の持
つ特徴を主体的に表現しようとしている。

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

②　思考・判断・表現
リズムの繋がり合いを意識し、よさや美しさを味
わいながら曲想を捉え、どのように表すか表現意
図をもっている。

①　知識・技能
曲にふさわしい奏法や、身体の使い方を理解して
演奏する技能を身に付けている。

・曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などに
留意して歌い、表現に必要な
技能を身に付ける
・歌ったり互いに聴きあった
りしながら、曲想と音楽の構
造や歌詞との関わりを理解す
る
・イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

５

３

４



創作作品提出
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

作品鑑賞シー
ト
授業時の観察

作品鑑賞シー
ト
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

作品鑑賞シー
ト
授業時の観察

作品鑑賞シー
ト
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

実技試験
授業時の観察

実技試験
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

実技試験
授業時の観察

実技試験
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

グループ発表
（実技試験）
授業時の観察

グループ発表
（実技試験）
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

グループ発表
（実技試験）
授業時の観察

グループ発表
（実技試験）
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み

作品鑑賞シー
ト
授業時の観察

･日本独自の音楽と、
諸外国より伝来し独
自の発達を遂げた楽
器について学び、楽
器が生み出された、
造りかえられた背景
にも触れながら、地
理歴史との関連を図
る

･身体の使い方、奏法
などをペアで確認し合
い、良い点や、改善点
について話し合い、技
能の向上を図る
･音色の聴き比べを行
い、試行錯誤しながら
表現の幅を広げる

･曲にふさわしい奏法、身体
の使い方などに留意して演奏
し、表現に必要な技能を身に
付ける
･演奏したり鑑賞したりしなが
ら、曲想と楽器の音色や奏法
との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･一人一人が主体性を発揮し
ながら、他者との調和を意識
して演奏する技能を身に付け
る
･各パートや指揮者の役割を
理解するとともに、全体の響
きやハーモニーをイメージし
ながら演奏する
･共通のイメージをもって、音
楽を形づくっている要素の働
かせ方などを試行錯誤しなが
ら表現を工夫する

･オノマトペのもつリズム感や
アクセントなどのおもしろさ
を生かして、それを重ねたり
しながら、パートの組み合わ
せなどを工夫してリズム･アン
サンブルをつくる
･反復、変化などの手法を用
いてリズム･アンサンブルを
つくる技能を身に付ける
･歌ったり互いに聴きあった
りしながら曲想と音楽の構造
や歌詞との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･音楽を形づくっている要素
や要素同士の関連を知覚し、
それらの働きに注目しながら
鑑賞する
･曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて意
見を交換し理解を深める
･曲や演奏に対する評価とそ
の根拠を述べ合う

･曲想や表現上の効
果、音楽の構造と関わ
りについての意見交換
を行う
･演奏に対する評価を、
根拠を持ってお互いに
述べ合う

･ペアで演奏し合い、奏
法や、ふさわしい音色
が出せているか確認す
る
･アイディアを出し合
い、表現の工夫のため
試行錯誤する

①　知識・技能
和楽器の音色の特徴や曲想について理解し、演
奏に必要な技能を身に付けている。

②　思考・判断・表現
自分の表したいイメージに合うメロディーをつく
るために、様々な手法を用いて音楽表現を工夫
している。

①　知識・技能
音楽を形づくっている要素について理解してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
能の誕生した背景や文化に興味をもち、主体的に
日本音楽のよさや美しさについて考えを深めよ
うとしている。

②　思考・判断・表現
曲想と楽器の音色、奏法などとの関わり合いを
感受しながら、自己のイメージをもって表現の工
夫をしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
他者と協働しながら、楽器演奏に親しみ、主体的
に音楽表現に取り組もうとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
他者と協働しながら、曲や演奏に対する評価を、
根拠を持って主体的に表現しようとしている。

①　知識・技能
日本の伝統音楽のひとつである能について理解
している。能の謡の表現に必要な技能を身に付
けている。

４

５

2

表現を工夫して合唱やヴォイス・アンサン
ブルをしよう

発音や発声を工夫して声によるアンサン
ブルをつくろう

日本や諸外国の歌曲に親しみ、表現を工
夫して独唱しよう

表現を工夫してギターやウクレレを演奏
しよう

能や謡に親しもう

音楽を形づくっている要素に注目して、
曲のよさや美しさを探ろう

「コード進行」をもとにメロディーをつく
ろう

和楽器に親しみ、演奏に挑戦しよう

４
５
６
７
月

９
１０
１１
１２
月

８

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージを働かせながら、主体的にアンサ
ンブル表現の試行錯誤を行い、納得のいく表現
が出来るまで粘り強く取り組もうとしている。

･コードの構成音をもとに音
の組み合わせやつなげ方を
試しながら、自分の表したい
イメージに合うメロディーを
つくる
･反復、変化などの手法を用
いてメロディーをつくった
り、つくったメロディーにもう
一つのメロディーを重ねたり
する技能を身に付ける

･作品の発表会を行
い、創作意図や、込め
た想いを相手に伝える

③　主体的に学習に取り組む態度
創作したメロディーを、よりよく重ね合わせるた
め、納得のいく表現が出来るまで試行錯誤しなが
ら、粘り強く取り組もうとしている。

３

2

･自分自身の意思を確
立させたうえで、話し
合いをし、アンサンブ
ルの方向性を決める
･アイディアを出し合
い、表現の工夫のため
試行錯誤する
･発表会を行い、グルー
プの思いや意図を相手
に伝える

･オノマトペを通し
て、日本独自で発達
してきた固有の表現
方法についても理解
を深め、国語との関
連を図る

･曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などに
留意して歌い、表現に必要な
技能を身に付ける
･歌ったり互いに聴きあった
りしながら、曲想と音楽の構
造や歌詞、文化的･歴史的背
景との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･日本や諸外国の違い
やそれぞれの国のよさ
について話し合い、理
解を深める
･互いに聴き合い、歌
詞や構造について考え
を深め、表現の工夫に
繋げる

･日本の伝統音楽と
諸外国の音楽に親し
む課程で、その固有
の音楽が生まれた郷
土の文化や伝統につ
いて学び、地理歴史
との関連を図る

③　主体的に学習に取り組む態度
日本語や、外国語の発音の違いにつて考えなが
ら、主体的に歌唱表現の試行錯誤を行い、納得の
いく表現が出来るまで粘り強く取り組もうとして
いる。

②　思考・判断・表現
オノマトペのもつリズム感やアクセントなどを意
識し、おもしろさを生かすために、どのように表
すか表現意図をもっている。

８

①　知識・技能
曲にふさわしい発声、発音をすることができる。
曲想と音楽の構造、歌詞との関わりを理解してい
る。

②　思考・判断・表現
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きを感受しながら、表現意図
をもったり、表現の工夫をしている。

①　知識・技能
曲想と音楽の構造や、歌詞との関わりについて
理解している。反復･変化を用いたリズムアンサ
ンブルの技能を身に付けている。

･能の誕生した室町
時代から日本の文
化･歴史的背景、謡
の言葉をたどり、地
理歴史、国語との関
連を図る

６

･曲にふさわしい奏法や身体
の使い方などに留意して演奏
し、表現に必要な技能を身に
付ける　　　　　　　　　･演奏し
たり互いに聴きあったりしな
がら、曲想と楽器の音色や奏
法との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

②　思考・判断・表現
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、知覚したことと感受したこととの関わり
について考え、音楽を評価しながらよさや美しさ
を味わっている。

①　知識・技能
曲にふさわしい奏法や、身体の使い方を理解して
演奏する技能を身に付けている。

②　思考・判断・表現
曲にふさわしい発声や、言葉の発音、身体の使い
方などに留意しながら、謡の表現のよさや美しさ
を伝えられるよう表現の工夫をしている。

･能を鑑賞したり能について
調べたりしながら、音楽の特
徴と文化的･歴史的背景との
関わりを理解する
･曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などに
留意して謡い、表現に必要な
技能を身に付ける

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージを働かせ、主体的に試行錯誤しな
がら、納得のいく表現が出来るまで粘り強く取り
組もうとしている。

①　知識・技能
各パートや指揮者の役割について理解し、他者と
の調和･協働を意識したアンサンブルの技能を身
に付けている。

②　思考・判断・表現
全体の響きやハーモニーを意識し、創りあげた共
通のイメージから、音楽を形づくっている要素を
手がかりに、どのように表すか表現意図をもって
いる。

･オノマトペについて、
自分のよく使うもの
や、日常に溶け込んで
いるものを出し合う
･オノマトペを組み合わ
せ、さまざまな手法を
生かしリズムアンサン
ブルを創りあげる
･発表会を行い、グルー
プの思いや意図を相手
に伝える

･日本音楽のよさや美
しさについて自分なり
に考えたことを伝え合
う
･発声や発音など、曲に
ふさわしくなるよう互
いに聴き合い、アドバ
イスをする
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ト
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ト
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ト
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ト
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ト
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作品鑑賞シー
ト
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ト
振り返りシー
ト
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ト
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ト
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ト
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ト
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ト
授業時の観察
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ト
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ト
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ト
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グループ発表
（実技試験）
授業時の観察

グループ発表
（実技試験）
振り返りシー
ト

振り返りシー
ト
自主的な取り
組み
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･日本独自の音楽と、
諸外国より伝来し独
自の発達を遂げた楽
器について学び、楽
器が生み出された、
造りかえられた背景
にも触れながら、地
理歴史との関連を図
る

･世界の諸民族の音
楽だけでなく、音楽
の生まれた郷土、文
化、歴史的背景につ
いて学び、地理歴史
との関連を図る

･英語に親しみ、日本
の歌曲との異なる点
を学ぶ
･物語の内容理解、
登場人物の心情理解
をし、物語の生まれ
た背景、作曲家につ
いても学び、外国
語、国語との関連を
図る

･作曲家について理
解を深めるために、
使用言語や、生まれ
育った国、当時の社
会情勢について学ぶ
中で、外国語、地理
歴史との関連を図る

･イタリア語に親し
み、英語とは発音が
異なることを学ぶ
･物語の内容理解、
登場人物の心情理解
をし、物語の生まれ
た背景、作曲家につ
いても学び、外国
語、国語、地理歴史
との関連を図る

･よりよいアンサンブ
ルを実現するため、
リズムに乗り、身体
を動かすことで、保
健体育との関連を図
る

･自分自身の意思を確
立させたうえで、話し
合いをし、アンサンブ
ルの方向性を決める
･アイディアを出し合
い、表現の工夫のため
試行錯誤する
･発表会を行い、グルー
プの思いや意図を相手
に伝える

･互いに歌ったりしな
がら聴き合い、曲にふ
さわしい発声や発音に
ついて考える
･ストーリーなどから感
じたことを伝え合い、
音楽表現に生かす

･作品について、調べ学
習を通しても理解を深
め、さらに自分なりの
考察を述べ合い、曲や
演奏に対する評価を伝
え合う

･互いに聴きあい、曲想
について考えを深め、
歌詞を味わう
･どのような事に留意
して歌うと、より表現
の幅が広がるかを考え
る

･音楽表現の共通性や
固有性について、気付
いたこと、考えたこと
を伝え合う

･身体の使い方、奏法
などをペアで確認し合
い、良い点や、改善点
について話し合い、技
能の向上を図る
･音色の聴き比べを行
い、試行錯誤しながら
表現の幅を広げる

･一人一人が主体性を発揮し
ながら、他者との調和を意識
して演奏する技能を身に付け
る
･各パートの役割を理解する
とともに、全体の響きやハー
モニーをイメージしながら演
奏する
･共通のイメージをもって、音
楽を形づくっている要素の働
かせ方などを試行錯誤しなが
ら表現を工夫する

･オペラを鑑賞し、物語のあら
すじや歌詞の内容、登場人物
の心情などを理解するととも
に、舞台芸術としてのオペラ
の特徴を知る
･曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などに
留意して歌い、表現に必要な
技能を身に付ける
･歌ったり互いに聴きあった
りしながら、曲想と音楽の構
造や歌詞との関わりを理解す
る
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･作品を鑑賞したり、作曲家に
ついて調べたり、意見を交換
したりしながら曲想や表現上
の効果と音楽の構造との関
わり、音楽の特徴と文化的･
歴史的背景との関わりを理
解する
･曲や演奏に対する評価とそ
の根拠を述べ合う

･ミュージカルを鑑賞し、物語
のあらすじや歌詞の内容、登
場人物の心情などを理解す
るとともに、曲にふさわしい
発声、言葉の発音、身体の使
い方などに留意して歌い、表
現に必要な技能を身に付け
る
･歌ったり互いに聴きあった
り、意見を交換したりしなが
ら、曲想と音楽の構造や歌詞
との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

･世界各地の音楽の特徴と文
化的･歴史的背景との関わり
を理解しながら鑑賞する
･それぞれの音楽表現の共通
性や固有性について気付い
たことや考えたことを述べあ
い、理解を深める
･アリランとヨーデルの声の
音色、リズム、旋律などの特
徴を理解し、曲にふさわしい
発声で歌い、表現に必要な技
能を身に付ける

･曲にふさわしい奏法、身体
の使い方などに留意して演奏
し、表現に必要な技能を身に
付ける
･演奏したり鑑賞したりしなが
ら、曲想と楽器の音色や奏法
との関わりを理解する
･イメージをもって、音楽を形
づくっている要素の働かせ方
などを試行錯誤しながら表現
を工夫する

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージをもって、音楽を形づくっている
要素の働かせ方を試行錯誤しながら、納得のいく
表現が出来るまで粘り強く取り組もうとしてい
る。

②　思考・判断・表現
他者と意見交換する中で、曲想と音楽構造や歌
詞との関わり、音楽を形づくっている要素の働き
を感受しながら音楽表現を工夫している。

①　知識・技能
物語の内容やあらすじを理解し、曲にふさわしい
発声や発音、身体の使い方を身に付けている。

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージを働かせ、主体的に世界の諸民族
の音楽のよさや美しさを感受し、試行錯誤しなが
ら音楽表現に取り組もうとしている。

②　思考・判断・表現
特有の音色、リズムや旋律など曲にふさわしい発
声や、身体の使い方などに留意しながら、表現の
工夫をしている。

①　知識・技能
世界各地の音楽の特徴と文化･歴史について理
解する。　　　　　　　　　　　　　　　　曲にふさわしい
発声、表現に必要な技能を身に付けている。

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージを働かせ、試行錯誤しながら、音
楽表現をし、主体的に日本音楽のよさや美しさに
ついて考えを深めようとしている。

②　思考・判断・表現
曲にふさわしい発音や、身体の使い方などに留
意しながら、和楽器のよさや美しさを伝えられる
よう表現の工夫をしている。
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③　主体的に学習に取り組む態度
イメージをもって、他者と協働しながら、曲の持
つ特徴を主体的に表現しようとしている。

②　思考・判断・表現
リズムの繋がり合いを意識し、よさや美しさを味
わいながら曲想を捉え、どのように表すか表現意
図をもっている。

①　知識・技能
リズムを正確に捉え、曲想に合った音色や奏法に
ついて理解し、表現する技能を身に付けている。

③　主体的に学習に取り組む態度
自己のイメージをもって、音楽を形づくっている
要素の働かせ方を試行錯誤しながら、納得のいく
表現が出来るまで粘り強く取り組もうとしてい
る。

②　思考・判断・表現
他者と意見交換する中で、曲想と音楽構造や歌
詞との関わり、音楽を形づくっている要素の働き
を感受しながら音楽表現を工夫している。

①　知識・技能
物語の内容やあらすじを理解し、曲にふさわしい
発声や発音、身体の使い方を身に付けている。

③　主体的に学習に取り組む態度
文化的･歴史的背景と作品との関わりに関心を持
ち、主体的･協働的に鑑賞の活動に取り組もうと
している。

②　思考・判断・表現
曲や演奏に対する批評を、根拠を持って伝え合う
ため、音楽的特徴と表現意図をくみ取りながら鑑
賞している。

①　知識・技能
作曲家の生涯と作品について理解している。

指導時間数の計

さまざまな器楽アンサンブルを楽しもう

オペラに親しみ、アリアに挑戦しよう

作曲家の生涯と作品をたどろう

ミュージカル・ナンバーを歌おう

世界の諸民族の音楽を知ろう

和楽器に親しみ、演奏に挑戦しよう

９
１０
１１
１２
月

１
２
３
月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

西洋で生まれれた立体
表現や、当時の時代背
景なども学び、世界地
理や歴史との関連を図
る。

江戸時代に発達した浮
世絵版画について触れ
ることで、日本の文化
や歴史との関連を図
る。

自身の作品について、制
作する上で工夫した立体
としての表現技法や、制
作で得られた感想などを
クラス内で発表する。

自身の作品について、構
想段階での色彩や版の重
なるポイントを各自説明
することで、版画の特性
の理解を図る。

自身の作品について、ク
ラス内の生徒に向けて解
説し、制作の感想等を発
表する。

自身の作品に用いった、
線による表現工夫を周り
の生徒と共有し、お互い
の良いところを利用し合
う。

フェルメール等西洋画の
作品に使われている光と
影を使った表現技法を話
し合いの中で発見する。

②　思考・判断・表現
立体としてのバランスや動きなどを生かして、多面的
な構想を練ることができている。粘土の素材を生かし
た立体としての美しさや存在感を表せている。

①　知識・技能
立体作品としての特徴を捉えることができている。構
想シートを基に粘土を使って立体に表現できている。

・自然物や人工物からイメージを
得たり、形や質感、重心などの効
果を考え、構想を練ったり生徒
同士の作品を鑑賞したりすると
ともに、バランスや動き、全体の
イメージなどを捉え、粘土などの
素材の特性を生かして表す。

・版画の歴史や技法について学
びながら、その特徴を生かすよ
うイメージや構想を練り、色をつ
ける部位やその重なりに注目し
て作品に表す。

・彫刻刀でゴム版を削り、絵の具
を使って色を乗せる順番や作品
全体としての雰囲気の捉えなが
ら紙に刷る。

②　思考・判断・表現
光源の位置とそれに伴う影の出来方についてよく観察
し工夫して鉛筆で表現できている。
モチーフの質感の違いを鉛筆を用いて工夫して表現で
きている。

・想像や空想したイメージをもと
に、形態や色彩、配置、組み合わ
せなどの効果を考え、構想を
ねったり鑑賞したりする。

・具体物や抽象的なものの組み
合わせ、構図や色彩などの効果、
油絵の具の特性などを生かしな
がら、作品として表現する。

・鉛筆デッサンで学んだ光と影の
効果を利用するとともに、スク
ラッチアートの特性を理解し、形
や構図、色彩の効果などを創意
工夫し、線の強弱や絵の具を
使って作品に表す。

・形や質感などの効果を考えな
がらモチーフ（手・ビン）をよく観
察し、画面に適切なサイズで描
く。

・光源の位置による影の落ち方
を考える。

・デッサンに適した鉛筆の削り方
を学びカッターを用いて実践す
る。

①　知識・技能
油絵の具の特性を理解して正しく使うことが来てい
る。
頭でイメージした世界を絵の具の特性を生かして構図
に起こし作品にできている。

③　主体的に学習に取り組む態度
スクラッチ表現の特徴について主体的に考えようと
し、他の生徒の制作からも積極的に良さを取り入れよ
うとしている。

②　思考・判断・表現
材料の性質や鉛筆デッサンとの違いをよく理解した上
で構想を練ることができている。

①　知識・技能
スクラッチアートの性質を理解し、正しくニードルで制
作できている。絵の具を細部まできれいに塗ることが
できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
モチーフをよく観察し、鉛筆で光と影で立体として捉え
表現しようと創意工夫をしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
絵の具や水量の調節や、刷る順番、時間や強さなど主
体的に思考錯誤を重ねながら、作品の完成へと筋道を
立てて考えられえいる。

②　思考・判断・表現
ゴムによる版画という特性や、色数などに留意しなが
ら構想を練り、工夫して版に起こせている。

①　知識・技能
版画の歴史や浮世絵について理解している。
版に起こすときと刷るときの見え方の違いを理解し、
正しく刷ることができている。

③　主体的に学習に取り組む態度
想像の世界のイメージを膨らませ、柔軟な発想で構想
を練り作品として伝えようとしている。他の生徒の発
想や絵具の使い方などを積極的に取り組み、自分の作
品に生かそうとしている。

②　思考・判断・表現
イメージを基に、色彩や構図、絵の具の特性などを工
夫して作品に表せている。

創作作品提出
授業時の観察　　等

創作作品提出
鑑賞シート
作品発表会
授業時の観察　　等

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

◯形や色彩、材料や光などの造形の要素の働きや、造形的
な特徴などを基にして心に思い浮かべる像や情景などを捉
えるために必要となる視点について理解する。

◯発想や構想したことを基に、表現の意図に応じて様々な
技能を応用したり、工夫を繰り返して自分の表現方法を見
つけ出したりして創造的に表す事ができる。

◯表現の意図に応じて材料や用具の特性を生かしたり、表
現方法を工夫するなどして創造的に表す事ができる。

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めると
ともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、造形的に表
す事ができるようにする。

「版で表す」
版の重なりを意識して版画作品を作ろう

「想像を形に」
想像の世界を表そう

「着彩スクラッチアート」
線を用いた作品表現をしよう

「鉛筆デッサン」
光と影を意識して、身近なものを描こう

６
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①　知識・技能
鉛筆の使い方や持ち方、カッターを使った削り方を理
解している。

○美術に関する専門的で幅広く多様な内容について理解を深めるとともに、独創的・創造的に表すことができるようにする。（知識及び技能）
○美術に関する専門的な知識や技能を総合的に働かせ、創造的な思考力、判断力、表現力等を育成する。（思考力、判断力、表現力等）
○主体的に美術に関する専門的な学習に取り組み、感性を磨き、美術文化の継承、発展、創造に寄与する態度を養う。（学びに向かう力、人間性等）

○対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、創意工夫し、造形的に表す事ができるようにする。（知識及び技能）
○造形的な良さや美しさや、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え）、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を持って美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす
る事ができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）
○主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。（学びに向かう
力、人間性等

高校生の美術１（日本文教出版）　

知識・技能 自律的活動力・挑戦力

◯生活や社会を造形的な視点で幅広く捉え、生活環境をより美しく
造形的に構築するとともに、人々がともに心豊かに生きることので
きる社会を創造しようとする態度を身に付けている。

◯美術の創造活動を通して、自然や美術作品など対象の美しさや
情趣、人間の感情や作者の心境などを感じ取る力を身につけてい
る。

◯表現と鑑賞の学習を通して美術の楽しさや創造の喜びを味わう
とともに、美術の創造活動に関わる様々な資質・能力を身に付けて
いる。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を
愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

２０２３年度　１学年  美術科シラバス

教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

美術Ⅰ

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・他者との協働力

◯価値意識を持って造形的な良さや美しさを感じとったり、表現の
意図と工夫、美術の働きや美術文化などについて考え、見方や感じ
方についての理解をする。

◯生徒自らが感じ取ったことや考えたこと、目的や条件、映像メ
ディアの特性などから主題を作成し、新しいものを作り出すという
観点に立って発想や構想を練る事ができる。

◯美術作品や美術文化を鑑賞した事が、発想し構想を練る時に生
かされ、また、発想や構想をした事が鑑賞において見方や感じ方に
関する学習へと生かす事ができる

造形的な良さや美しさや、表現の意図と創意工夫、美術の働きなど
について考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値
意識を持って美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする事が
できるようにする。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

　主な学習活動　

１２月

主な言語活動単元名

４月

５月

６月
～

９月

９月
～

11月

「立体で表す」
立体表現の特性を考え粘土で表現しよ
う

８



作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

作品提出
授業時の観察
鑑賞シート

授業時の観察 鑑賞シート

授業時の観察
鑑賞シート

授業時の観察
鑑賞シート
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現代アートの成り立ち
や、芸術の多様化につ
いて、発祥した土地の
文化や歴史などから紐
解き、世界地理や世界
史との関連を図る。

作品を鑑賞した上で、自
分の考える芸術とは何か
についてワークシートに
まとめる。

自身のデザインの意図や
使う場面、その特徴など
をクラス内に向けて発表
する。

アニメーションを鑑賞す
る上で気がついた表現方
法や、それによって感じ
た効果について自分の考
えをシートにまとめる。

自身の作品について、制
作する上で工夫した立体
としての表現技法や、制
作で得られた感想などを
クラス内で発表する。

③　主体的に学習に取り組む態度
立体表現の良さや特性について考えながら、材料や技
法などに創意工夫が見られる。

バンクシーの生い立ちや作品を
鑑賞し、作品表現の意図や工夫、
置かれている環境、その効果に
ついて考え話し合うとともに、ス
トリートアートや現代アートのみ
ならず、芸術の役割について考
える。

・「使う」「飾る」「伝える」などの
幅広いデザインの世界や役割
を、椅子というプロダクトを通し
て考え学ぶ。デザインとはなに
か、デザインするときには何が大
切かを考える。

・実際に椅子のデザインを考え、
その役割や環境などイラストや
言葉で画用紙にまとめる。

・アニメーションの仕組みや作り
方について学ぶ。

・短編アニメを鑑賞する。

・実際にパラパラ漫画を作成し、
イメージを連続した画像（映像）
として表現する上での、画面の
構成と時間の流れや物語性など
を創意工夫し制作する。

・自然物や人工物からイメージを
得たり、形や質感、重心などの効
果を考え、構想を練ったり生徒
同士の作品を鑑賞したりすると
ともに、バランスや動き、全体の
イメージなどを捉え、粘土などの
素材の特性を生かして表す。

１０

8

４

③　主体的に学習に取り組む態度
作者の意図や作品の与える影響など、作り手の立場に
立って主体的に読み取ろうとしている。芸術に対する
自分なりの解釈を言葉で伝えようとしている。

②　思考・判断・表現
作品が置かれている環境や時期、大きさなど多面的に
その作品の持つ意図やメッセージを読み取れている。
芸術表現の幅や言葉の持つ範囲について考えること
ができている。

①　知識・技能
作家による意図やメッセージ、文化による絵画表現の
違いなどについてよく理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
自らデザインした椅子について、色やイラスト、文字を
使って紙に表現し、他の生徒にわかりやすく説明がで
きている。主体的に他の生徒のデザインの良さについ
て考えようとしている。

②　思考・判断・表現
椅子を使う環境や対象となる人について具体的に考え
て、必要な要素や機能、形としての魅力など多角的に
構想を練ることができている。

①　知識・技能
デザインの持つ役割やデザインする上で大切なものに
ついて理解を深めている。

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的に映像の魅力や特徴を見つけようとしている。
パラパラ漫画での構図の意図について試行錯誤を重
ねながら表現し、その効果について具体的に説明がで
きている。

②　思考・判断・表現
映像を鑑賞しながら、作品に使われている表現方法に
ついて主体的に感じ取り、その効果について考えるこ
とができている。
パラパラ漫画における動きや構図の重要性を理解し、
自分なりの表現で制作に落とし込めている。

①　知識・技能
アニメーションの構造やパラパラ漫画の仕組みについ
て理解している。

指導時間数の計

１２月

１月

２月

３月
「芸術とはなにか」
バンクシーの作品を鑑賞し、芸術とは何
かについて考えよう。

「椅子のデザイン」
デザインの役割を学び、実際に椅子のデ
ザイン案を考えよう。

「アニメーション」
アニメの仕組みについて学び鑑賞した上
で、実際にパラパラ漫画を作ってみよ
う。

「立体で表す」
立体表現の特性を考え粘土で表現しよ
う

８



3

知識

聞くこと

読むこと

話すこと
（やりと

り）

話すこと
（発表）

書くこと

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数
教材及び教科
等横断的な視

点等

4

12

「地理総合」
の科目と連携
し、日本の観
光について調
べる。

５月
6

「生物基礎」
と連携し、生
物が光る仕組
みを知る。

６月
12

７月
10

９月
12

「地理総合」
と連携し、世
界のNPO活動
を調べる。

・音声を聞いて、題材の概要を理解
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり
・本文の内容を要約・パラフレーズして、
リテリング活動

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・題材文のメッセージに対する感想を英文
にまとめ、その内容について、英語でやり
とりをする。

・音声を聞いて、題材の概要を理解
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり
・本文の内容についてのQ&A
・観光スポットについての簡易プレゼン
・観光スポットを紹介文した簡単なパンフ
レットの作成

・教科書・ワークシートを用いての問題演
習と簡単な英作文活動

技能

①『高等学校
学習指導要領
第２章 第８節
第２款 第１
「英語コミュ
ニケーション
Ⅰ」２の(1)』
に挙げられて
いる英語の特
徴や決まりに
関する事柄に
ついて、概ね
理解してい
る。

⑥　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、①の知識を用いて、
情報や考え、気持ちなどを読み手が概ね
理解できるように、論理性に注意して書
いて伝える技能を身に付けている。

⑤　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、①の知識を用いて、
情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね
理解できるように話して伝える技能を身
に付けている。

④　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、自分のことや日常的
な話題について、①の知識を用いて、情
報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理
解できるように伝え合う技能を身に付け
ている。

③　①の理解を通して、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況に応じ
て、日常的な話題や社会的な話題につい
て書かれた文等を読んで、その内容を概
ね捉える技能を身に付けている。

②　①の理解を通して、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況に応じ
て、日常的な話題や社会的な話題につい
て話された文等を聞いて、その内容を概
ね捉える技能を身に付けている。

⑪　①の知識・理解、⑥の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して
書いて伝えている。

⑩　①の知識・理解、⑤の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理解
できるように論理的に話して伝えている。

⑨　①の知識・理解、④の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、自分のことや日常的な
話題について、情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理解で
きるように話して伝え合うやり取りを続けている。

⑧　①の知識・理解、③の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、必要な情報を読み取り、話し手の意図や概
要、要点を捉えている。

⑦　①の知識・理解、②の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、必要な情報を聞き取り、話し手の意図や概
要、要点を捉えている。

⑰　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手に配
慮しながら想像力を働かせ、自分の考えや気持ちを主体的、自
律的に英語を用いて書こうとしている。

⑯　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手に配
慮しながら、自分の考えや気持ちを主体的、自律的に英語を用
いて話そうとしている。

⑭　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話
し手に配慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を
用いて伝え合おうとしている。
⑮　英語でのやりとりの中で、相手の考えや気持ちを理解し、
自分のものを理解してもらおうと努力することで、相手との建
設的な関係の構築を目指す姿勢を持つ。

⑬　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、書き手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語で書かれて
いることを読もうとしている。

⑫　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、話し手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語で話されて
いることを聞こうとしている。

主な言語活動等

４月

必履修科目

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

スポーツクライマーである野口選手のメッセー
ジに対する感想を英文にまとめ、その内容につ
いて他の生徒と簡単なやりとりができる。

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

評価方法

２０２２年度　１学年　英語科シラバス

英語コミュニケーションⅠ 教科書等 Power On English Communication Ⅰ（東京書籍）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト
　
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
パフォーマンステスト
授業の取組　　　　　　　　　他

定期考査
課題の取組
授業の取組・振り返りシート
パフォーマンステスト　　　　他

教科の目標

○１学年修了時までに少なくともCEFR-Jの指標におけるA２-１レベル、２学年修了時までにA２-２レベル、３学年前期終了までに、B２-１レベルの英語運用能力の知識と
技能を身に着ける。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知
識及び技能）
○英語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5技能を結び付けた統合的な言語活動の中で、与えられた英語の題材に対する的確な解釈をベースに、
筆者や話し手の意図や思いを考察し、それに対する自己の考えとそう考えるに至った理由について、一定の支援を得ながら述べることができる。さらにその事柄につい
て、他の生徒と意見を交換したり、ある課題については、その解決に向けて何が必要かなどについて、一定の支援を得ながら話し合うことができる。　　　　　　　（思
考力・判断力・表現力）
○授業における協働学習やALTや海外からの留学生等との積極的な交流等を通して、テキストで取り上げられた世界中の様々な話題や課題について興味関心を高めてい
き、それに付随して世界の人々とのコミュニケーション手段である英語習得の必要性を感じ始め、生涯を通して英語学習を続けてゆきたいという思いを抱くことができ
る。

科目名

科目の目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
聞くこと： 必要な情報を聞き取り、話し手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
読むこと： 必要な情報を読み取り、書き手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
話すこと〔やりとり〕： 基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して話して伝え合ったりすることができ
る。
話すこと〔発表〕：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して話して伝える。
書くこと（W）：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

知識・技能学力の３要素

５
領
域

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

題材文の内容について、教科書の写真や挿絵を
用いて、聞き手が理解できるようにリテリング
ができる。

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。

Lesson 4
Left to Right、 Right?

中学校で学習した重要な基本的文法事項である
「自動詞と他動詞」「品詞」「句・節」「文
型」の概念を再確認し、英文解釈・英作文の基
礎力を身に付ける。

単元名 単元の目標

本文中の表現を利用して、50語程度の英語で、
写真も使いながら、来日した外国人に紹介した
い茨城県内の観光スポットをについて説明す
る。

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Pre-Lesson 1 - 5

Lesson 2
Light from Creatures

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み
・パンフレットの内容

Lesson 1
Japan's New Tourism

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・廃棄物再利用の企画書作成と簡易プレゼ
ン

Lesson 5
Banana Paper

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 3
Routes to the Top

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

バナナペーパープロジェクトのような、従来廃
棄されていたものから新しい製品を作る企画を
考え、それを発表する。



１０月
７

１１月
12

１２月
8

１月
8

２月
8

３月
6
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・小テスト
・授業での取り組み

Optional Reading
THANK YOU、 ICHIRO

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。

プラスチックごみの問題に関連し、我々の日常
生活における、ごみの削減について考え、英語
で意見交換ができる。

Lesson 6
Pattern in Human
Behavior

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についてのQ&A

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についてのQ&A

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・ごみ削減の対策を考え、英語で意見交換
する。

Lesson 8
Oh My Cod!

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 7
No Plastic or
No Future

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

指導時間数の計

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解

Lesson 9
Is E-sports a Real
Sport?

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 10
Being Different is
Beautiful

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

題材文から必要な情報を読み取り、書き手の意
図や題材文の要点を捉える。



APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND EXPRESSION Ⅰ（開隆堂出版）

2

知識

話すこと
（やりと

り）

話すこと
（発表）

書くこと

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数
教材及び教科
等横断的な視

点等

4
月 5

4～5
月 5

「地理総合」
の科目と連携
し、日本の観
光について調
べる。

5
月

5

「生物基礎」
と連携し、生
物が光る仕組
みを知る。

5～6
月

6

６月
4

6～7
月

5

７月 6

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・ロールプレイング

・質問する、説明する、感謝する

・説明する、質問する、理由を述べる

⑧　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話
し手に配慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を
用いて伝え合おうとしている。

単元名 単元の目標

過去表現、未来表現を基に、過去から現在にわ
たり自分があこがれる人について、聞いたりよ
んだりしたことを活用しながら、治部の考えを
聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

ファーストフード店での多様な状況を想定し、
自分の意思を相手に分かりやすく伝える。

パラグラフの構成を理解する。

助動詞を使った文を基に、富士登山の際の注意
事項について、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、自分の考えを聞き手に伝える。

Skill Up Presentation
1

Lesson 5
Home-Made Bread

Lesson 4
The Key to Learn Kanji

Scene 1 ファーストフー
ド店に行こう

Break Time 1 Crossword
Puzzle

Skill Up Paragraph
Writing 1

Leeson3
Tips on Visiting a
Japanese Tenmple

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分

・質問する、推測する

・質問する、説明する

・質問する、理由を述べる、提案する等

・説明する、理由を尋ねる、助言する ・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 2

Weather Forecast for
Tomorrow

Lesson 1

My Hero

Pre-Lesson

1　いろいろな品詞
2　文のなりたち
3　文の要素と文構造
4　文の種類
5　否定文の作り方
6　疑問文の作り方

履修学年区分 全日制・普通科・1学年

技能

④　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に書いて伝える技能を身に付けて
いる。

③　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に話して伝える技能を身に付けて
いる。

②　日常的な話題について、英語を聞い
たり読んだりして得られた情報や考えを
活用しながら、①の知識を用いて、情報
や自分自身の考えなどを論理的に伝え合
う技能を身に付けている。

⑦　①の知識・理解、④の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを論理
性に注意して書いて伝えている。

⑥　①の知識・理解、③の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを話し
て伝えている。

⑤　①の知識・理解、②の技能を通して、日常的な話題につい
ての英語を聞いたり読んだりすることで、情報を整理しながら
考えなどを形成し、コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、その考えや気持ちなどを話して伝え合ってい
る。

⑩　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手に配
慮しながら、主体的、自律的に英語を用いて書こうとしてい
る。

⑨　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を用いて話
そうとしている。

受動態を基にして、好きな日本の食べ物につい
て、グループでの話し合いを通して、自分達の
考えをまとめ、それをALTを中心とした聞き手
に分かりやすく伝える。

２０２２年度　１学年　英語科シラバス

論理・表現Ⅰ 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト
　
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
パフォーマンステスト
授業の取組　　　　　　　　　他

定期考査
課題の取組
授業の取組・振り返りシート
パフォーマンステスト　　　　他

教科の目標

○１学年修了時までに少なくともCEFR-Jの指標におけるA２-１レベル、２学年修了時までにA２-２レベル、３学年前期終了までに、B２-１レベルの英語運用能力の知識と
技能を身に着ける。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            （知識及び技
能）
○英語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5技能を結び付けた統合的な言語活動の中で、与えられた英語の題材に対する的確な解釈をベースに、
筆者や話し手の意図や思いを考察し、それに対する自己の考えとそう考えるに至った理由について、一定の支援を得ながら述べることができる。さらにその事柄につい
て、他の生徒と意見を交換したり、ある課題については、その解決に向けて何が必要かなどについて、一定の支援を得ながら話し合うことができる。　　　　　 （思考
力・判断力・表現力）
○授業における協働学習やALTや海外からの留学生等との積極的な交流等を通して、テキストで取り上げられた世界中の様々な話題や課題について興味関心を高めてい
き、それに付随して世界の人々とのコミュニケーション手段である英語習得の必要性を感じ始め、生涯を通して英語学習を続けてゆきたいという思いを抱くことができ
る。

科目名

科目の目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
話すこと〔やりとり〕： 基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して話して伝え合ったりすることができ
る。
話すこと〔発表〕：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して話して伝える。
書くこと ：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

知識・技能学力の３要素

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

①　『高等学
校学習指導要
領 第２章 第
８節 第２款
第１「 英語コ
ミュニケー
ションⅠ」 ２
の(1) 』に挙
げられている
英語の特徴や
きまりに関す
る事項のう
ち、三つの領
域（話すこと
（やり取
り）、話すこ
と（発表）、
書くこと））
別の目標を達
成するのにふ
さわしいも
の、及び情報
や考えを効果
的に伝える表
現（聞き手の
注意を引いた
り、ある考え
について自分
の立場を明確
にするための

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

主な言語活動等 評価方法

・説明する、報告する、理由を述べる

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、説明する、感謝する

中学校で学習した文構造やいろいろな文法事項
の理解を基に、身の回りのさまざまなことにつ
いて相手の意見を聞き、また自分の経験や考え
を分かりやすく伝える。

未来を表す文を基に、外国からきたお客さんと
過ごす週末の予定について、聞いたり読んだり
したことを活用しながら、自分の考えを聞き手
に分かりやすく伝える。

完了形を使った文の理解を基に、これまで友人
が経験したことについて、自分の経験と比較し
ながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝え
る。

・定期考査
・授業での取り組み



９月
6

「地理総合」
と連携し、世
界のNPO活動
を調べる。

9～10
月

5

１０月
6

１０～
1１月 4

１１月
5

１２月
6

12～1
月

5

1
月

6

1～2
月

4

２月
5

2～3
月

7

70

Lesson 7
Japanese Bentos Are
Cool!

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Cooperativeness
「協調性」

・定期考査
・授業での取り組み

・質問する、説明する、望む

・質問する、提案する、説明する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、質問する、説明する、要約する

・感想を伝える、説明する、希望を伝え
る、提案する

メールの書き方の理解を基に、いろいろな状況
に即して、自分の意思を相手に分かりやすく伝
える。

関係副詞を用いて、おすすめの観光地について
その魅力が伝わるようんび、聞き手に分かりや
すく伝える。

関係代名詞を用いて、グループで考えたオリジ
ナル製品のアイディアをクラスで発表するため
に、自分達の考えや情報を聞き手に分かりやす
く伝える。

同等比較、倍数比較を基にして、食品ロスを減
らす方法について、留学生に理解されるように
色々な情報を使いながら相手に分かりやすく伝
える。

Scene 2　道案愛をしよ
う

Break Time 2　Tongue
Twisters

Lesson6
Guinness World Records

Scene 4 メールを書こう

Break time 4
English Riddles

Skill Up Presentation
2

Lesson 12
A Sightseeing Stop to
recommend

Lesson 11
Going on a Factory
Tour!

分詞を用いて、身の回りで起こったことについ
て順序立てて説明する。

Skill Up Paragraph
Writing 2

Lesson10
Who's the Girl Walking
with You?

Lesson 9
Useful Ads on the
Internet

Scene 3 おみやげを買う

Break Time 3
How to Count in
English

Skill Up Debate 1

Leeson 8
Ready for Disasters

道案内での多様な状況を想定しながら、自分の
意思を相手に分かりやすく伝える。

比較級、最上級を基に、ギネスブックに載せる
ための計画について、グループでの話し合いと
通して、PR動画作成に向けての自分達の考えを
分かりやすく伝える。

ディベートの手順を考えながら、国内旅行と海
外旅行のどちらがよいかについて自分達の考え
を伝える。

動名詞・to不定詞を基に、災害への備えや発生
時に必要な事柄について、インターネット等で
情報を集めながら、自分達の考えをまとめ、そ
れを聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・ディベート

・仮定する、主張する

・説明する、理由を述べる、主張する

・質問する、説明する、共感する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・質問する、説明する、感謝する感謝する

・感想を伝える、質問する、説明する

・説明する、心配する、驚く

・説明する、依頼する、断る

・質問する、賛成する、申し出る

・定期考査
・授業での取り組み

・心配する、質問する、申し出る

ピンポンディベートの理解を基に、自分達の意
見を聞き手に対して論理的に分かりやすく伝え
る。

to不定詞の形容詞的用法と副詞的用法を基に、
留学先に持っていきたいおみやげについてクラ
スで紹介するためにいろいろな説明の方法を考
えながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝
える。

仮定法を用いて、友達から相談を受けた悩みに
ついて助言するために、自分が現在悩んでいる
ことや後悔していることについて整理しながら
自分の考えを聞き手に分かりやすく伝える。

みやげ店で使ういろいろな表現を基に、多様な
状況で自分の意思をまとめそれを聞き手に分か
りやすく伝える。

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Logical structure
「論理性」

Lesson 14
The Best Place for the
Holiday

Skill Up Debate 2

Lesson 13
If I were Good at
Cooking

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・定期考査
・授業での取り組み

・ディベート
・定期考査
・授業での取り組み

指導時間数の計



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法

各教科等横断的
な資質･能力の育
成に関わる他教
科等との関連

ワークシート
振り返りアン
ケート

総合的な探究の
時間

発表・ノート・
ワークシート
振り返りアン
ケート

発表・ノート・
ワークシート
振り返りアン
ケート

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

　主な学習活動　 主な言語活動単元名

知識・技能

定期考査
実技作品
技能テスト　　等

定期考査
振り返りシート
レポート　　　等

授業時の姿勢や意欲
自主的な取り組み
課題提出
振り返りシート　　　等

【家族・家庭・人の一生】○各ライ
フステージの特徴と課題を理解
する。

班活動

○職業人の話
を参考にして｢
大人になる｣こ
とについて自
分の考えをま
とめる。
○｢自立度
チェック｣をや
り、気づいたこ
とをまとめる。
○職業人の話
を聞いて｢大
切だ｣｢重要
だ｣と感じたこ
とをまとめる。

調理の基礎技術を身に付け、実生活で１品料理程
度なら、調理することができる。道具の使い方を
理解して、エプロンや巾着袋などの布小物の製作
ができる。

健康や安全に配慮した食生活の管理ができ、調理
の基礎技術を身に付け、実生活で活用し、調理す
ることができる。道具を正しく使うことができ、エ
プロンや巾着袋などの日常生活で活用する布小
物の製作ができる。目的に応じて活用している。

家族が健康で快適な生活を営むために必要な基
礎的・基本的な知識と生活技術を身に付けてい
る。

調理の基礎技術を学習し、実生活で購入する際に
栄養について配慮しながら選ぶことができる。エ
プロンや巾着袋などの布小物の作り方が分かり、
基礎縫いができる。

自分や家族・家庭・地域の生活、社会に関わる課題をみつけることができる。課題解決
のため思考を深め工夫したり創造したりして、自分の考えをまとめ、判断ができる。レ
ポートをまとめたり、自分の考えを発表したりすることができる。

２０２３年度　１学年 家庭科シラバス

教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・　　学年

家庭基礎

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

①人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活を主体的
に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係わる技能を身に付けるようにする。＜何を理解しているか、何ができるか＞（知識及び技能）
②家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して
生活の課題を解決する力を養う。＜理解していること・できることをどう使うか＞（思考力、判断力、表現力等）
③様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会を参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体　的に創造しようとする実践的な態度を養う。＜どのように社会・
世界と関わり、よりよい人生を送るか＞（学びに向かう力、人間性等）

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

①一の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。
②家庭や地域社会及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通
して課題を解決する力を養う。
③様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

自律的活動力・挑戦力課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・他者との協働力

４
月

５
月

第２章
「人生をつくる」

③　主体的に学習に取り組む態度
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、青年期の自立と
家族・家庭について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の
生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

②　思考・判断・
・家族家庭を見つめる
B：男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの
重要性について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を
評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けている。
・これからの家庭生活と社会
B：家庭や地域のよりよい生活を創造するために、自己の意思決定に基づ
き、責任をもって行動することについて問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論
理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

①　知識・技能
・人生をつくる
B：生涯発達の視点で青年期の課題を理解している。
・家族家庭を見つめる
B：家族・家庭の機能と家族関係について理解を深めている。
・これからの家庭生活と社会
B：家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題について理解を深め
ている。

2

6

第1章
「生涯を見通す」

①　知識・技能　A（１）アイ（２）アイ
・人生を展望する
B：人の一生について、自己と他者、社会との関わりから様々な生き方が
あることを理解している。
・目標を持って生きる
B：自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行い、生涯を見
通して、生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性について理解
を深めている。

②　思考・判断・表現
・人生を展望する
B：生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライフスタイルと将
来の家庭生活及び職業生活について問題を見いだして課題を設定し、解
決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。
・目標を持って生きる
B：生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライフスタイルと将
来の家庭生活及び職業生活について問題を見いだして課題を設定し、解
決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・人生を展望する・目標を持って生きる
B:様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生涯の生活設計に
ついて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、
地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向
上を図るために実践しようとしている。

　自分や家族・家庭・地域の生活、社会に関わる課題をみつけることができる。課題解
決のため思考を深め工夫したり創造したりして、自分の考えをまとめ、判断する力を身
につけている。
　論理的に、レポートをまとめたり、自分の考えを発表したりすることができる。

自分や家族・家庭・地域の生活、社会に関わる課題をみつけることができる。課題解決
のための考え方が分かり、レポートをまとめることができる。

家族の生活、消費や環境などについて課題を見つけ、その解決を目指して思考を深め
課題解決をしながら生活ができている。

各章について関心を持ち、その充実・向上を目指し
て意欲的に実践的な態度を身につけようとしてい
る。

各章について関心を持ち、その充実・向上を目指し
て意欲的に実践的な態度を身につけている。提出
物の期限内に取り組むことができている。協働作
業や役割分担を果たすことができている。

各章について関心を持ち、その充実・向上を目指し
て意欲的に実践的な態度を身につけている。課題
達成後も新たな課題に挑戦することができる。毎
時間、授業終了までに学びの振り返りを自主的に
まとめることができている。協働作業や役割分担
を果たすことができている。

食生活・衣生活・保育、消費や環境などに関心をも
ち、意欲をもって学習活動に取り組んでいる。

定期考査・発
表・ノート・ワー
クシート

○生涯発展の観点から今の自分
を客観的に見つめ、職業選択を
見通す。
○固定的な性別役割分業意識を
見直し、男女が相互的に協力し
て家庭を築き、家族関係をつく
る必要性を学ぶ。
○家族・家庭に関する基礎的な
法律を学習し、現在の動きを知
る。
○家事労働・職業労働について
知り、ワーク・ライフ・バランスに
ついて知る。

班活動



定期考査・作品
の点検及び提
出作品

発表・ノート

ワークシート・
実習の記録・振
り返りシート

ワークシート

宿題

宿題

実習・発表・
ワークシート
まとめ、タブ
レット端末でア
ンケート入力

実習・ワーク
シート
振り返りアン
ケート

定期考査・発
表・ノート・ワー
クシート

定期考査・発
表・ノート・ワー
クシート
まとめ、タブ
レット端末でア
ンケート入力

③　主体的に学習に取り組む態度
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、子供の生活と保
育について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したり
して、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図るために実践しようとしている。

９
・
10
月

１０月

18
　第４章
｢高齢期社会を生きる｣

第３章
「子どもと共に育つ」 6

①　知識・技能　A（３）アイ
・命を育む
B：生涯発達の視点で青年期の課題を理解している。
・子どもの育つ力を知る
B：乳幼児期の心身の発達と生活について理解している。
・子どもと関わる
B：親の役割と保育について理解している。
・子どもとの触れ合いから学ぶ
B：乳幼児と適切に関わるための基礎的な技能を身に付けている。
・これからの保育環境
B：・子供を取り巻く社会環境について理解している。
・子育て支援について理解している。

定期考査・発
表・実習・学習
ノート・ワーク
シート

振り返りアン
ケート入力

【保育】
○子どもの育つ力と発達段階を
知る。
○人生の初期における親・家族
や周囲の人々の関わりの大切さ
について学ぶ。
○遊び、基本的生活習慣の形
成、食事、健康管理について学
ぶ。
○子どもを取りまく社会変化の
現状について理解し考える。
○児童福祉の理念を理解し、子
育て支援の現状を学ぶ。

班活動

保育人形抱っ
こ体験

赤ちゃんと保
護者とのふれ
あい体験

妊婦体験

②　思考・判断・表現
・子どもと関わる
B：子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会の果たす役割
の重要性について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付けている。
・これからの保育環境
B：・子供の健やかな発達のために地域や社会の果たす役割の重要性につ
いて問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決
する力を身に付けている。

６
・
７
・
９
月

７
月
２
週
日

家庭科の学び方
ホームプロジェクトと学校家庭
クラブ活動
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③　主体的に学習に取り組む態度
・家庭科の学び方
B:様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、ホームプロジェク
トと学校家庭クラブ活動について、課題の解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や
家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

②　思考・判断・表現
・家庭科の学び方
B：自己の家庭生活や地域の生活と関連付けて生活上の問題について問
題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付けている。

①　知識・技能　D　（ア）（イ）
・家庭科の学び方
B：ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実践方法につい
て理解している。

第７章
「衣生活をつくる」

③　主体的に学習に取り組む態度
B:様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、衣生活と健康につ
いて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地
域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

②　思考・判断・表現
・被服の役割を考える・衣生活の文化と知恵
B：被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。
・これからの衣生活
B：被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。
・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう、安全で安心な生活
と消費について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を
評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けている。

①　知識・技能　B（２）アイ
・被服の役割を考える
B:ライフステージや目的に応じた被服の機能と着装について理解してい
る。
・被服を入手する
B:・被服材料について理解している。・被服構成について理解している。・
被服衛生について理解している。
・被服を管理する
B：被服の計画・管理に必要な技能を身に付けている。
・これからの衣生活
B：健康で快適な衣生活に必要な情報の収集・整理ができる。

6
月

【衣生活】
○被服のさまざまな役割を整理
する。
○被服材料の特徴を理解し、組
成表示・取り扱い絵表示・サイズ
表示などの意味が分かる。
○汚れ落ちの仕組みを理解し、
被服に適した洗濯や保管方法を
知る。
○被服製作を通じて、縫い代の
しまつ（三つ折り縫いやまつり縫
い）やポケットの付け方を学習す
る。
○ミシンの取り扱いを学習する。
○布を使った伝統的な生活の工
夫を知り、現代に生かす。
○空き止まり、紐通し口、紐の通
し方、巾着袋の構造を学習する。
○連休や長期休暇を利用して、
洗濯やアイロンがけを実践する。

被服実習

道具や材料の
準備、片付け
など声をかけ
ながら協力し
て行う。
4人1組の班
で、裁縫道具
やアイロンな
どを共有して
使う。
分からないと
ころは班で教
え合い、協力し
ながら実習を
行う。16

課題
掲示発表

夏期休業中の課題
ホームプロジェクト

班活動
高齢者体験
視覚障害体験
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【共生】
○多様な人々のニーズ、ノーマラ
イゼーションの理念を理解し、ユ
ニバーサルデザインを具体的に
考える。

　第５章
｢共に生き・共に支える｣

①　知識・技能　A（４）アイ
・私たちの生活と福祉・社会保障の考え方
B：生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理
解している。

②　思考・判断・表現
・共に生きる
B：家庭や地域及び社会の一員としての自覚をもって共に支え合って生活
することの重要性について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構
想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けている。

総合的な
探究の時間

班活動
妊婦体験
保育人形抱っ
こ体験

【高齢者】
○高齢社会の現状と課題を理解
する。
○高齢者に関する福祉について
学び、高齢者を支える制度と課
題を考える。
○高齢期の心身の変化や特徴、
個人差が大きいことを理解す
る。高齢者体験から高齢期の体
を知る。
○高齢者の尊厳と介護について
理解する。
○一生を通じた福祉や社会的支
援の必要性を知る。
○社会保障制度の理念と内容を
学ぶ。
○高齢者に関する福祉について
学び、高齢者を支える制度と課
題を考える。

③　主体的に学習に取り組む態度
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、高齢期の生活と
福祉について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善した
りして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活
の充実向上を図るために実践しようとしている。

②　思考・判断・表現
・これからの超高齢社会
B：高齢者の自立生活を支えるために、家族や地域及び社会の果たす役割
の重要性について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付けている。

①　知識・技能　A（４）アイ
・超高齢・大衆長寿社会の到来
B：高齢者を取り巻く社会環境について理解している。
・高齢者の心身の特徴
B：高齢期の心身の特徴について理解している。
・これからの超高齢社会
B：高齢者の尊厳と自立生活の支援や介護について理解している。・生活
支援に関する基礎的な技能を身に付けている。



実習・ワーク
シート
振り返りアン
ケート

定期考査・ノー
ト・ワークシート

実習・ワーク
シート
平面計画、一戸
建ての設計図
作成

実習・ワーク
シート

発表・ノート・
ワークシート

発表・ノート・
ワークシート
タブレット端末
にまとめや分
かったことを入
力する。

ワークシート
タブレット端末
に振り返りアン
ケート入力

２
月
週
日

２
月

③　主体的に学習に取り組む態度
B:様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、食生活と健康につ
いて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地
域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上
を図るために実践しようとしている。

①　知識・技能　B（１）アイA（５）アイ
B:住居の機能や間取りの基礎知識を理解する。住居を選ぶ際、室内外の
環境に着目し、安全性・快適性等を考慮する必要性を理解する。バリアフ
リーの考え方を理解する。

１０月

11
・
12
・
１
月

6
第６章
「食生活」をつくる

第８章「住生活をつくる」
・住生活の変遷と住居の機能
・安全で快適な住生活の計画
・住生活の文化と知恵
・これからの住生活

第９章「生活設計」
・生活をデザインする

6

①　知識・技能　B（１）アイ
・食生活の課題について考える
B:ライフステージに応じた栄養の特徴について理解している。
・食事と栄養と食品
B:・食品の栄養的特質について理解している。・食品の調理上の性質につ
いて理解している。
・食生活の選択と安全
B:健康や環境に配慮した食生活について理解している。・食品衛生につい
て理解している。
・生涯の健康を見通した食事計画
ライフステージに応じた栄養の特徴について理解している。
・調理の基礎
・おいしさの構成要素について理解している。・目的に応じた調理に必要
な技能を身に付けている。

②　思考・判断・表現
・食事と栄養と食品
B:食品の調理上の性質について問題を見いだして課題を設定し、解決策
を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。
・食の選択と安全
B:食生活の安全について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現す
るなどして課題を解決する力を身に付けている。
・食生活の文化と知恵
B：食文化の継承を考慮した献立作成や調理計画について問題を見いだ
して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを
根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付け
ている。
・これからの食生活
B：健康や環境に配慮した食生活について問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

班活動
調理実習
献立計画作成

【食生活】
○食品の選択や調理の際の安全
に関する必要事項を学ぶ。
○基本的な調理技術を学び、日
常食を作れるようになる。伝統
的な日本料理・簡単な中華料理・
西洋料理が作れるようになる。
○青年期の食事の重要性を理解
し、各ライフステージの栄養的特
徴を知る。
○日常の食生活を振り返る。
○食事摂取量や食品群別摂取量
の目安を知り、自分や家族に当
てはめる。
○食生活の変化や問題点を知
り、環境や食料自給率の問題を
考える。

保健体育｢衛生・
安全｣

生物基礎｢身体の
機能・仕組み｣

2

【共生】
○多様な人々のニーズ、ノーマラ
イゼーションの理念を理解し、ユ
ニバーサルデザインを具体的に
考える。

　第５章
｢共に生き・共に支える｣

③　主体的に学習に取り組む態度
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、共生社会と福祉
について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充
実向上を図るために実践しようとしている。

総合的な
探究の時間

班活動
妊婦体験
保育人形抱っ
こ体験

②　思考・判断・表現
B:ライフステージに合った住居を理解している。住環境における地域社会
とのつながりの重要性を理解し、持続可能な住生活とは何かを理解して
いる。今までの学習を踏まえ、自分の目指すライフスタイルを考え、高校卒
業後の生活設計を立てられる。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:将来の自分の購入する家の設計図を完成することができる。高校卒業
後の生活設計を計画し完成することができている。

【住生活】
○住居の機能や間取りの基礎知
識を学ぶ。
○ライフステージに合った住居
を考える。
○住居を選ぶ際、室内外の環境
に着目し、安全性・快適性等を考
慮する必要性を学ぶ。
○安全・防災や環境に配慮した
住生活について学ぶ。
○バリアフリーの考え方を理解
する。
○住環境における地域社会との
つながりの重要性を理解し、持
続可能な住生活とは何かを考え
る。

班活動

4
　第９章
「経済生活を営む」

③　主体的に学習に取り組む態度
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生活における経
済の計画について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善
したりして、生活を工夫し創造し、実践しようとしている。

②　思考・判断・表現
・情報の収集・比較と意思決定
B：自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定に基づい
て行動することについて問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現す
るなどして課題を解決する力を身に付けている。
B:消費者の権利と責任
責任ある消費について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するな
どして課題を解決する力を身に付けている。
・生涯の経済生活を見通す
B:生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要性について問題
を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を
身に付けている。
・これからの経済生活
B：責任ある消費について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現す
るなどして課題を解決する力を身に付けている。

①　知識・技能　C（１）アイ（２）アイ（３）アイ
・情報の収集・比較と意思決定
B：消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費行動における意思
決定について理解している。
・生活情報を適切に収集・整理できる。
B：消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう契約の重要性について
理解している。
・購入・支払いのルールと方法
B：消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状と課題
について理解している。
・消費者の権利と責任
B：・家計の構造について理解している。・家計管理について理解してい
る。
・生涯の経済生活を見通す
B：生活における経済と社会との関わりについて理解している。
・これからの経済生活
B：生活と環境との関わりについて理解している。・持続可能な消費につい
て理解している。・持続可能な社会へ参画することの意義について理解し
ている。

【経済生活】
○高校卒業後の経済的自立と職
業について主体的に考える必要
性を理解する。
○家計管理の重要性を認識し、
ライフステージごとのポイントを
知る。
○ライフステージを考慮し、収入
や預貯金額の応じた投資やその
リスクについて学ぶ。
○消費行動における自分の意思
決定の重要性とそのプロセスを
理解する。
○キャッシュレス社会のメリット・
デメリットを考える。
○契約や消費者信用、多重債務
問題などを学習し、成人年齢引
き下げを踏まえた、消費者とし
て適切な判断ができるようにす
る。
○大量消費から環境負荷の少な
いライフスタイルへの転換を考え
る。

班活動



70

3
月

2
月

第11章
「これからの生活を創造する」

総合的な
探究の時間

班活動
意見交換

【人の一生】
○人生の目標を達成し、自分
らしい生活が実現できるよ
う、各ライフステージの課題や
生活資源、リスク管理につい
て振り返りながら生活設計す
る。
○持続可能な社会を構築して
いくために、何ができるか考
える。

③　主体的に学習に取り組む態度
・持続可能な社会を目指して
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、持続可能な
ライフスタイルと環境について、課題の解決に主体的に取り組んだ
り、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするととも
に、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようと
している。

②　思考・判断・表現
・持続可能な社会を目指して
B：持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう、安全で安
心な生活と消費について問題を見いだして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

①　知識・技能
・持続可能な社会を目指して
B：・生活と環境との関わりについて理解している。
・持続可能な消費について理解している。
・持続可能な社会へ参画することの意義について理解している。

【環境】
○持続可能な社会を構築する
ために、持続可能な消費や生
活について、ライフスタイルで
工夫できることを考える。
○一人の主体者として、社会
全体をよりよい方向に動かし
ていける方法を考える。

ワークシート
学習ノート

班活動
意見交換

総合的な
探究の時間

2

ライフプラン
ニングシート

③　主体的に学習に取り組む態度
・生活をデザインする
B：様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生涯の生活
設計について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、
地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

②　思考・判断・表現
・生活をデザインする
B：生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライフスタイ
ルと将来の家庭生活及び職業生活について問題を見いだして課題
を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に
付けている。

①　知識・技能
・生活をデザインする
B：人の一生について、自己と他者、社会との関わりから様々な生き
方があることを理解している。
・自立した生活を営むために必要な情報の収集・整理を行い、生涯
を見通して、生活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性に
ついて理解を深めている。

第10章
「持続可能な生活を営む」

2
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活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法

各教科等横断的な
資質･能力の育成
に関わる他教科等
との関連

ワークシート

発表・ワーク
シート

ワークシート

発表・ワーク
シート

ワークシート

道徳（向上心）

英語（コミュニ
ケーション）

道徳（向上心）

情報（動画の作
成・アプリで共
有）

英語（コミュニ
ケーション）

道徳
（自己理解・他者
理解・伝統文化）

情報
（動画の見直し）

英語
（表現方法の振り
返り）

歴史
（日本の歴史）

道徳
（向上心・進路・
自己・他者理解）

＜オリエンテーション＞
【講義】総合的な探究の時間の年間の学習内容と評価につい
て
　○教員の説明を聞く

＜浅草街探索　事前指導＞
【説明】浅草街探索の学習内容と当日の日程説明
　○教員の説明を聞く
【活動】
　○班を決める
　○メモをとる

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

＜エナジードコアVol.1-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
未来の理想の状況を実現させたいものを決めアイディアを自
由に考える。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
アイディアを出す段階では、実現可能かどうかではなく自由
にたくさん挙げることが大切なことに気づく。

＜エナジードコアVol.1-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
自分のアイディアに「ヒト・モノ・サービス・情報」を巻き
込んで実効策を考える。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
一見不可能に思えることも、色々なものを巻き込めば実現で
きるかもしれないことに気づく。

＜エナジードコアVol.1-1>
【ワーク・視聴覚教材】
身の回りにあるものがどんな問題に気づいたことで生まれた
のか考える。
動画を視聴
【グループワーク】
グループワークのルール「ポジティブな反応」「あいづちを
打つ」「反応は大げさに」
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
さまざまな「問題」に気づかなければ、「生まれたもの」は
存在しなかったかもしれないことに気づく。

＜浅草街散策＞
【振り返り・まとめ】
事前に決めた計画に沿って、各施設を訪問することができた
か。
留学生と英語を話しながら日本文化や異文化について計画通
りに学ぶことが出来たか。
【グループワーク】
英語からの課題：アプリへのアップは正しく出来たか。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:留学生や班の人とコミュニケーション
を取りながら参加することができてい
る。

②　思考・判断・表現
B:今まで習得した英語を使って会話を楽
しむことができている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。

ワークシート　　等

座学　エナジードコアVol.1
次の時代に求められる、人の力
座学　エナジードコアVol.1-０（１
ｈ）
　①未来をつくる３つの力

浅草街探索事前指導（１ｈ）
浅草街探索（５ｈ）

＜オリエンテーション＞
年間の総合的な探究の時間の学習内容
について説明（１ｈ）
○エナジードコアについて
○市役所の現状と課題について
　①調べ学習・資料作成・ディスカッ
ション・発表
　②夏休み　職場体験（有志による参
加）
　③未来をかたる場ミーティング（有
志による参加）
○浅草街探索
○ボランティア活動

2
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①　知識・技能
B:探究活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:班の人と話し合い計画に参加すること
ができている。

②　思考・判断・表現
B:趣旨を理解して自由行動の計画を立て
ることが出来ている。

①　知識・技能
B:探究活動の内容を理解している。

前期については、副教材を活用し、自分のアイディアを出
したり考えをまとめ、グループワークで意見を伝えること
ができる。班で出たさまざまな意見をまとめたり、発表す
ることができる。つくばみらい市の原稿と課題について
は、多様な情報から興味のあることを選び、分析すること
ができる。課題解決を目指して事象を比較したり、因果関
係を推測したりして考え、班の意見をまとめ適切な発表が
できる。

論理的に考える力を伸ばし、協働作業を通じて、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

自律的活動力・挑戦力

前期については、読書を通して、自己をみつめようとしている。さまざまなアクティ
ビティを通じて、多様な意見を知る。協力し合い活動しようとしている。

さまざなま活動を通じて、自己をみつめ、自分の個性と向き合おうとすることを理解
している。探究活動を通して、異なる多様な意見を受け入れている。役割を理解し班
でリーダーシップが発揮できる。

さまざなま活動を通じて、自己をみつめ、自分の個性や特徴と向き合おうとしてい
る。また、異なる多様な意見を受け入れ尊重することができる。互いの役割や能力を
理解しながらクラス内でリーダーシップが発揮できる。

他者との関わりの中で解決する力を高める。実社会に必要な知識や技能を身に付けるようにす
る。

タブレット端末の活用ができるようになる。前期に
ついては、浅草街探索での現地のリポートしている
映像を撮影し、タブレット端末を活用して編集し、
ClassRoomにアップすることができる。後期につい
ては、つくばみらい市の現状と課題について、調べ
学習や自分の意見をまとめてスライドを作成するこ
とができる。

課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・他者との協働
力

さまざまな活動を通じて、自分の考えが簡単な文章で書け
る。テーマに合わせて、視点を定めて多様な情報を分析し
ようとしている。課題解決を目指して考えている。

副教材を利用して、自分の考えをまとめることができる。
つくばみらい市の現状と課題について、さまざまな情報や
媒体を利用して自分の考えをまとめたり伝えたりすること
ができる。課題解決を目指して事象を比較して考え、分析
し適切な発表ができる。

授業時の姿勢や意欲
ワークシート
振り返りシート

発表
発表の資料作成
ワークシート　　　等

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

浅草街探索事後指導（１ｈ）

輝緑祭（文化祭）話し合い（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.1-１（１
ｈ）
　感覚的に「気づく力」

3
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　主な学習活動　 主な言語活動

＜エナジードコアVol.1>
【ワーク・視聴覚教材】
かっこいい大人について考える
動画を視聴
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
他者の意見から、それぞれの価値観を尊重することを学ぶ。

＜浅草街散策＞
【活動内容】
事前に決めた計画に沿って、各施設を訪問する。
留学生と英語を話しながら日本文化や異文化について学ぶ。
【グループワーク】
英語からの課題：施設の説明の動画を撮影し、アプリにアッ
プする。
【まとめ】
日本文化を通して留学生との活動を振り返る。

２０２３年度　１学年  総合的な探究の時間  シラバス

教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

  探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通じて、自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の通り育成することを目指
す。
（１）探究の課程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。＜何を理解しているか、何ができるか＞（知
識及び技能）
（２）実社会や実生活と自己の関わりから問いだして見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになる。＜理解していること・できることをど
う使うか＞（思考力、判断力、表現力等）
（３）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。＜どのように社会・世界と関わり、よりよい人生
を送るか＞（学びに向かう力、人間性等）

総合的な探究の時間

　「教科の目標」に同じ

知識・技能

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

前期については、留学生との浅草街探索から、英語
の知識を生かして会話をしたり、現地のリポート動
画を作成する。また、日本の伝統文化に触れる。後
期については、つくばみらい市の現状と課題から、
さまざまな情報を活用し情報収集することができ
る。

前期については、浅草街探索で、日頃学習している
英語の知識を生かし話す内容を考えたり英語で伝え
る。後期については、つくばみらい市の現状と課題
に触れながら、中学で学んだSDGｓ持続可能な社会
や環境に関して、自分の身近な住まいだけでなく、
国際的な視野を持って情報収集することができてい
る。

単元名

４月

５月

６月

７月

座学　エナジードコアVol.1-２（１
ｈ）
　原因から「発案する力」
座学　エナジードコアVol.1-３+Leaf
（１ｈ）
　巻き込み「実現する力」+まとめ
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ワークシート

ワークシー
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ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

＜エナジードコアVol.3-1>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　「話す人」も「聴く人」も気分がいいのはどんな発表か、
それぞれの立場で「+α」の気遣いを考える。

【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
今出た意見を、今後自分が発表するときに意識していくこと
が大切なことを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

＜エナジードコアVol.3-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　決めたターゲットの視点から３ステップでアイディアを生
み出す。
　ターゲットの立場からその人になりきって行動と見える光
景を想像する。その光景から「違和感」や「もっと○○」を
考える。
　最後にその原因と理想状況、理想状況を実現するためのア
イディアを考えまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
アイディアを出すためには、具体的に想像することが大切な
ことを知る。

＜エナジードコアVol.3-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　なぜ歩み寄りが大切か、歩み寄りがなければどうなるのか
を想像しながら、歩み寄りの大切さを考える。
　人と歩み寄る時はどのようなときなのか考える。なぜ、青
の歩み寄りが大切か考える。自分ならどのような歩み寄りが
できるか考えまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
色々な歩み寄りの場面から、他者と関わる場面において、物
事を実現させるためには歩み寄りが大切なことを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

＜エナジードコアVol.2-1>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　あきらめていたことや先送りにしていたことを１つ、思い
出して、行動に起こせなかった理由を具体的に書き出す。で
きることを前提にどうすればできるかを考え入力する。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
あきらめていたことも、このように考えることで実現の可能
性が生まれることを知る。

＜エナジードコアVol.２-２>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
あきらめていたことや先送りにしていたことを１つ、思い出
して、「逆算する力」を使って、どうすればできるのか考え
入力する。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
逆算する力を使えば、できない理由をできる理由に変え、ま

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

情報
（情報収集の注意
点）
英語（表現を楽し
む）
道徳（共生社会・
日本文化の伝承）
家庭（共生社会）
（持続可能な社会
へのアプローチ）

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

道徳
（向上心・進路・
自己・他者理解）

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

班内の話し合い
ワークシート、資料
を発表用にまとめる

班内の話し合い
ワークシート、資料
を発表用にまとめる

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

【説明】INAい～な会
【振り返り】授業の感想と今後の課題を記入する。

【班活動】発表　後半の⑥～⑩班の発表　司会やタイムキー
パーはローテーションで行う。
【振り返り】授業の感想と今後の課題を記入する。

【班活動】発表　予備　司会やタイムキーパーはローテー
ションで行う。
【振り返り】授業の感想と今後の課題を記入する。

つくばみらい市の現状と課題⑤
【説明】班ごとで発表の練習をして、スライドの構成や原稿
の内容を見直すことを伝える。
【個人ワーク】スライドに対応した、台本を作成する。
【グループワーク】お互いに発表練習を観て、修正点につい
て話し合い助言しあう。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活動内容につい
て共有する。

つくばみらい市の現状と課題⑥
【説明】収集した資料を活用しスライドの作成を始める。本
時で完成させられるように取り組むことを伝える。
【個人ワーク】インターネットや図書館を活用し収集した資
料をまとめ、スライドに入力する。考察や課題についても自
分の意見を交えてまとめる。
【グループワーク】進捗状況を共有する。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活動内容につい
て共有する。

つくばみらい市の現状と課題⑦
【説明】収集した資料を活用しスライドの作成を始める。本
時で完成させられるように取り組むことを伝える。
【個人ワーク】前回のグループワークで、話し合った修正点
について資料を集め改善する。
【グループワーク】進捗状況を共有する。次回発表なので、
最終打ち合わせをする。
【振り返り】自分の取り組みの感想・反省。次回発表できる
状態かどうか、自分の資料の見直しをする。

つくばみらい市の現状と課題①
【説明・視聴覚教材】市役所職員から、つくばみらい市白書
の説明を聞く。
【個人ワーク】興味のある分野を決める。
【グループワーク】役割分担を決める。
【振り返り】授業の感想と次週の活動内容について共有す
る。

つくばみらい市の現状と課題②
【説明】班ごとに、つくばみらい市の課題と現状について調
べること理解する。
【個人ワーク】インターネットや図書館を活用し、先週決め
た分担の調べ学習をする。
【グループワーク】進捗状況を共有する。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活動内容につい
て共有する。

つくばみらい市の現状と課題③
【説明】収集した資料を活用しスライドの作成を始める。2時
間で完成させられるように取り組むことを伝える。
【個人ワーク】インターネットや図書館を活用し収集した資
料をまとめ、スライドに入力する。
【グループワーク】進捗状況を共有する。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活動内容につい
て共有する。

＜エナジードコアVol.1-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
未来の理想の状況を実現させたいものを決めアイディアを自
由に考える。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
アイディアを出す段階では、実現可能かどうかではなく自由
にたくさん挙げることが大切なことに気づく。

＜エナジードコアVol.1-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
自分のアイディアに「ヒト・モノ・サービス・情報」を巻き
込んで実効策を考える。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。
班で１つの意見にまとめる。
【まとめ】
一見不可能に思えることも、色々なものを巻き込めば実現で
きるかもしれないことに気づく。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。市
役所職員の話を積極的に聞くことができ
ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。自分の地域と比べながら考える
ことができている。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。つくばみ
らい市の現状と課題を理解することが出
来る。

②　思考・判断・表現
B:自分の担当ページの発表資料を作成す
ることができる。

①　知識・技能
B:つくばみらい市の現状と課題を理解し
た上で発表することができている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:自分の意見を適切な声の大きさや内容
で発表ができる。また、リーダーシップ
を発揮し班員が発表しやすいように補助
することができる。

②　思考・判断・表現
B:自分の考えを適切な声の大きさで発表
ができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。市
役所職員の話を積極的に聞くことができ
ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。自分の地域と比べながら考える
ことができている。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。つくばみ
らい市の現状と課題を理解することが出
来る。

2

校内中間発表
つくばみらい市役所職員に向けて提
案・発表（２ｈ）

座学　エナジードコアVol.３-１（１
ｈ）
　他者の感覚に「発案する力」

INAい～な会　発表事前指導（１ｈ）

INAい～な会（２ｈ）
伊奈特別支援学校との交流会
レクレーション
浅草街探索の発表

　④スライド作成②（１ｈ）

　⑤発表練習（１ｈ）

　⑥発表後　修正（１ｈ）

つくばみらい市役所　講演（１ｈ）
つくばみらい市の現状と課題

発表の準備
　①つくばみらい市の施策について興
味のある分野を決めて同じ分野同士で
班を作り、調べ学習の役割分担を決め
る（１ｈ）

　②調べ学習（１ｈ）

　③スライド作成①（１ｈ）

エナジードコアVol.２
描いた未来を実現する力
座学　エナジードコアVol.２-１（１
ｈ）
　捉え方を変える力

座学　エナジードコアVol.２-２（１
ｈ）
　ゴールを決め逆算する力

座学　エナジードコアVol.２-３（１
ｈ）
　動く力

つくばみらい市役所　講演（１ｈ）
つくばみらい市の現状と課題

2

4

3

3

3

3

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。

①　知識・技能
B:発表には司会・タイムキーパー・質問
者等役割を持ち全員が分担する意味や主
体的に活動することを分かる。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:つくばみらい市の現状と課題を把握し
ながら自分の意見をまとめることができ
ている。

７月

９月

２月

１０
月

１１
月

１２
月

１月

座学　エナジードコアVol.1-２（１
ｈ）
　原因から「発案する力」
座学　エナジードコアVol.1-３+Leaf
（１ｈ）
　巻き込み「実現する力」+まとめ

座学　エナジードコアVol.３-２（１
ｈ）
　他者の視点で「発案する力」

座学　エナジードコアVol.３-３（１
ｈ）
　他者と共に「実現する力」



ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成
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＜エナジードコアVol.3-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　決めたターゲットの視点から３ステップでアイディアを生
み出す。
　ターゲットの立場からその人になりきって行動と見える光
景を想像する。その光景から「違和感」や「もっと○○」を
考える。
　最後にその原因と理想状況、理想状況を実現するためのア
イディアを考えまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
アイディアを出すためには、具体的に想像することが大切な
ことを知る。

＜エナジードコアVol.3-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　なぜ歩み寄りが大切か、歩み寄りがなければどうなるのか
を想像しながら、歩み寄りの大切さを考える。
　人と歩み寄る時はどのようなときなのか考える。なぜ、青
の歩み寄りが大切か考える。自分ならどのような歩み寄りが
できるか考えまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
色々な歩み寄りの場面から、他者と関わる場面において、物
事を実現させるためには歩み寄りが大切なことを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

情報

道徳

情報
（情報収集の注意
点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社会
へのアプローチ）

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発表
を聞く

＜エナジードコアVol.3+LEAF>
【ワーク・視聴覚教材】
Vol.3で学習した内容を使ってターゲットに+αを生み出す。

使う力は、他者の感覚に「気づく力」・他者視点で「発案す
る力」・他者と共に「実現する力」。
TYPE(その人はどんな人)・VIEW(その人が観ている景色)・
EMPATHY(その人の違和感やもっと○○)を考えて発案してまと
める。
問題から原因を考え、原因を裏返して理想状況を設定した上
でどうすれば理想状況が叶うのか、アイディアを出す。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人の発表を聞い
て、感想を伝えたり、付け足したりする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
アイディアを実現するための巻き込みと、その時にどんな歩
み寄りができるのかを考えまとめる。

2

2

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分
の考えをまとめることが出来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け
足したり、感想の言い合いをすることが
できる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

３月

指導時間数の計

２月

合格体験を聴く会（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.３-Leaf
（１ｈ）
　日常生活や学校行事でエナジードの
学びを再現するワークシート

座学　エナジードコアVol.３-２（１
ｈ）
　他者の視点で「発案する力」

座学　エナジードコアVol.３-３（１
ｈ）
　他者と共に「実現する力」


